


はじめにお読み下さい。 

 

１、電気設備計算ソフト 2022 のデータは設計基準令和 3 年版に準拠して作成しています。 

  これ迄のＨ30 年版から大きく変更になった項目について説明します。 

（１） 照明器具の公共施設品番が変更になったのとグレア分類を記入する欄が増えまし

たので計算書書式を変えています。 

（注１） 輝度計算、消費電力削減効果の評価は今回ソフト化しておりません。どうし

ても必要な場合は照明メーカーに依頼して下さい。 

（注２） 改修工事で現状の照度がいくらあるかを把握する必要があります。その場合

は古い様式（旧様式）を使用して蛍光灯器具を選択して下さい。 

 （２） 短絡電流計算において変圧器のパーセント抵抗、パーセントリアクタンス、短絡

電流値が変更になっています。 

 （３） 力率計算において変圧器の無負荷時無効電力が変更になりました。 

 （４） ケーブルラック幅算定でこれまで電力ケーブルのみでしたが、弱電ケーブルが  

追加されました。 

 ※ｅｃｏ労師シリーズは発売から１０年余り累計３０００本、多くのユーザーさんに 

ご利用いただいております。ユーザーさんからの問合せで技術的な問合せは電路計算

が約８０％、負荷集計、短絡、変圧器、力率が約１５％で残りはその他です。照度計

算、発電機、テレビ等の弱電はメーカーさんに依頼しているとのこと。今回バージョ

ンアップするにおいて多くのユーザーさんからメーカーに依頼できるものは省略して、 

販売価格を値上げすることが無いようにして欲しいとのご要望をいただいております。 

 ※設計基準がほぼ３年毎に改訂し、その後計算書作成の手引き様式が発売されますが 

改訂されて良くなった書式もありますが、逆に分かりにくくなった様式もあります。

そこで、これ迄で最も使い易い様式でまとめました。但し、データは令和 3 年版に準

拠しております。 

 

２、ガイドブックの全面的改訂。 

 （１）これ迄の問合せ、質疑を参考にして、より解り易いガイドブックに改訂しました。 

 （２）特に電路計算（電圧降下）は例題を示しながら、重点的に説明しております。 

 （３）電気、給排水、空調、耐震の４種類を一冊にまとめました。前述のほとんど使用    

しない計算書はガイドブックに含まずＣＤに全てまとめていますので参考にして

下さい。 

 

４、サポートについて。 

 （１）ご購入者は（一社）日本設備設計事務所協会連合会ホームページのトップページ

右の出版物･ソフトから入っていただいてｅｃｏ労師「ユーザー登録」から登録して

下さい。質問等はｅｃｏ労師の「ユーザーお問い合わせ」より行って下さい。不具

合状況について、なるべく具体的に記入して下さい。ユーザー登録完了後でなくて

は問合せできません。また電話での直接問合せは受付できません。 

 （２）計算ソフト 2022 購入者様には無償サポートを継続しますが、これ迄のＨ30 年版ソ

フトについては 2023 年 3 月末で終了します。Ｈ30 年版の原版がなくなりますのでご

理解下さい。 

 （３）下記については無償でのサポートはできません。 

①ＵＳＢ紛失の場合は新規購入となります。 

②ＵＳＢ破損（傷付けた）の場合は実費で交換。この場合、破損したＵＳＢを  

（一社）日本設備設計事務所協会連合会に送って下さい。検証後、交換ＵＳＢ

を送付致します。 

③Ｅｘｃｅｌマクロ、ＵＳＢプロテクタの改ざんでソフトが正常に動作しなく 

 なった場合はサポートできません。新規購入となります。 
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.
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.
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6
1
7
8

2
2

 L
E
D

 ﾀ
ﾞｳ

ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾄ 

一
般

1
階

 
湯
沸
室

 
L
R
S
6
-
4
-
2
3

2
,
3
0
0

G
2

2
0
0

1
.
8

1
.
8

3
.
2

2
.
4

0
.
8

0
.
0

1
.
6

0
.
5
6

J
7
0

5
0

1
0

0
.
4
3

普
通

0
.
7
7

0
.
9

1
2
3
8

2
2

 L
E
D

 ﾍ
ﾞｰ

ｽ
ﾗ
ｲ
ﾄ 

埋
込

下
面

開
放

1
階

 
所
長
室

 
L
R
S
4
-
6
-
6
3

6
,
3
0
0

G
1
b

7
5
0

7
.
3

7
.
7

5
6
.
2

2
.
7

0
.
8

0
.
0

1
.
9

1
.
9
7

E
7
0

5
0

1
0

0
.
7
6

良
い

0
.
8
1

1
0
.
9

1
2

8
2
8

6
0

 L
E
D

 ﾍ
ﾞｰ

ｽ
ﾗ
ｲ
ﾄ 

埋
込

下
面

開
放

1
階

 
倉
庫

 
L
S
S
1
-
4
-
6
5

6
,
5
0
0

-
1
0
0

7
.
3

7
.
7

5
6
.
2

3
.
6

0
.
0

1
.
0

2
.
6

1
.
4
4

F
7
0

5
0

1
0

0
.
6
8

普
通

0
.
8
1

1
.
6

2
1
2
7

5
6

 L
E
D

 ﾍ
ﾞｰ

ｽ
ﾗ
ｲ
ﾄ 

直
付

箱
型

1
階

 
休
養
室

 
L
R
S
9
F
1
-
4
-
4
5

4
,
5
0
0

G
2

2
0
0

2
.
8

5
.
5

1
5
.
4

2
.
6

0
.
0

0
.
0

2
.
6

0
.
7
1

I
7
0

5
0

1
0

0
.
5
0

良
い

0
.
8
1

1
.
7

2
2
3
7

4
5

 L
E
D

 ﾍ
ﾞｰ

ｽ
ﾗ
ｲ
ﾄ 

埋
込

下
面

開
放

 
備
考
　
(
1
)
　
光
源
と
作
業
面
の
高
さ
は
次
に
よ
る
。
　
Ｈ

＝
Ｚ

－
（

h
1
＋

h
2
）

　
 
　
　
(
2
)
　
室
指
数
は
次
に
よ
る
。

記
号

A
B

C
H

I
J

室
指

数
5

4
3

1
0
.
8

0
.
6

4
.
5

4
.
5
未

満
3
.
5

1
.
1
2

0
.
9

0
.
7

　
　
 
　
(
3
)
　
器
具
の
数
Ｎ

は
次

に
よ

る
。

　
 
Ｅ

・
Ａ

─
─

─
─

─
─

─
 
Ｆ

・
Ｕ

・
Ｍ

以
上

3
.
5
以

上
2
.
7
5

0
.
9

0
.
7

未
満

～

～

2
.
2
5

1
.
7
5

1
.
3
8

1
.
1
2

～

1
.
3
8

～

～

D
E

F
G

1
.
2
5

2
.
7
5

2
.
2
5

1
.
7
5

～

室
指
数
＝

　
Ｘ

・
Ｙ

2
.
5

2
1
.
5

 
Ｈ

(
Ｘ

＋
Ｙ

)

範
囲

Ｎ
＝

～

～

建
物

名
称

 
 
2
0
2
2
年
 
8
月
 
1
5
日

照
　
明
　
器
　
具

設
計

照
度

室
 
の
 
大
 
き
 
さ

光
源
と

作
業
面

の
高
さ

室
 
指
 
数

反
 
射
 
率

照
明
率

保
守
率

器
具
の
数

[
台
]

設
　
　
計

形
　
式

指
数

記
号

計
算

式
の
説
明

1
.
階
数
は
1
を
入
れ
る
と
1
階
、
2
を

入
れ

る
と

2
階

と
入

り
ま
す

。

2
.
室
名
は
リ
ス
ト
よ
り
選
択
し
て
下

さ
い

。
（

リ
ス

ト
に

な
い

場
合

は
手

入
力

で
す

。
）

3
.
次
に
右
の
照
明
器
具
の
種
類
を
選

択
し

て
か

ら
形

式
を

選
び

ま
す

。
（

順
番

を
守

っ
て

下
さ

い
。

）

4
.
部
屋
の
大
き
さ
、
天
井
高
さ
、
作

業
面

高
さ

は
手

入
力

で
す

。

5
.
保
守
率
の
周
囲
環
境
は
良
い
、
普

通
、

悪
い

を
選

択
し

ま
す

。

※
改
修
工
事
で
既
設
の
照
度
を
検
討

す
る

場
合

は
目

次
の

旧
様

式
に

蛍
光

灯
が

は
い

っ
て

い
ま

す
。

R
3
年
版
よ
り
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

計
算
式
に
は
関
係
し
ま
せ
ん

1

2
4

3

5



(
様
式
 
電
－
２
)
 

照
 
度
 
計
 
算
 
書

E
C
O
労

師
ビ

ル
新

築
工

事

作
業
面

器
具
の

光
源
の

台
数

階
数

室
 
 
 
名

間
口

奥
行

面
積

 
高
さ

 
高
　
さ

下
　
り

高
　
さ

天
井

壁
床

周
囲

N
/
n

照
度

台
数

備
　
考

F
[
l
m
]

E
[
l
x
]

X
[
ｍ
]

Y
[
ｍ
]

A
[
㎡
]

Z
[
ｍ
]

h
1
[
ｍ
]

h
2
[
ｍ
]

H
[
ｍ
]

[
%
]

[
%
]

[
%
]

U
環
境

M
n
[
本
]

[
台
]

E
[
l
x
]

[
台
]

1
階

 
事
務
室

 
F
H
F
3
2
W
 
下
面
開
放

 
直
付
 
2
灯
用
 
定
格
出
力

3
,
5
2
0

7
5
0

1
0
.
0

1
0
.
0

1
0
0
.
0

2
.
7

0
.
8

0
.
0

1
.
9

2
.
6
3

D
7
0

5
0

1
0

0
.
6
7

普
通

0
.
6
9

2
2
4

7
8
1

2
4

1
階

 
事
務
室

 
F
H
F
3
2
W
 
下
面
開
放

 
埋
込
 
2
灯
用
 
高
出
力

4
,
9
5
0

7
5
0

1
0
.
0

1
0
.
0

1
0
0
.
0

2
.
7

0
.
8

0
.
0

1
.
9

2
.
6
3

D
7
0

5
0

1
0

0
.
6
9

普
通

0
.
6
9

2
1
6

7
5
4

1
6

記
号

A
B

C
D

E
F

J

室
指
数

5
4

3
2
.
5

2
1
.
5

0
.
6

N
:
灯
数
[
本
]

　
Ｘ

・
Ｙ

4
.
5

4
.
5
未
満

3
.
5
未
満

2
.
7
5
未
満

2
.
2
5
未
満

1
.
7
5
未
満

0
.
7

　
 
Ｅ

・
Ａ

─
─
─
─
─
─

─
─
─
─
─
─

 
Ｈ

(
Ｘ

+
Ｙ

)

～

～

～

～

～

 
Ｆ

・
Ｕ

・
Ｍ

以
上

3
.
5
以
上

2
.
7
5
以
上

2
.
2
5
以
上

1
.
7
5
以
上

1
.
3
8
以
上

未
満

 
2
0
2
2
年
 
8
月
 
1
5
日

反
 
射
 
率

指
数

記
号

室
 
指
 
数

設
 
　
計

照
明
率

1
台
の

灯
数

保
守
率

Ｈ
=

建
物

名
称

 

部
 
屋
 
の
 
大
 
き
 
さ

ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
光
束

照
度

照
明
器
具
型
式
等

Ｚ
-
(
h
1
+
h
2
)

室
指
数
=

範
囲

Ｎ
=

G
H

I

1
.
2
5

1
0
.
8

1
.
1
2
以
上

0
.
9
以
上

0
.
7
以
上

1
.
3
8
未
満

1
.
1
2
未
満

0
.
9
未
満

～

～

～

計
算
式
の

説
明

・
現

在
設

置
さ
れ
て
い
る
蛍
光
灯
器
具
を

LE
D器

具
に
改
修
す
る
場
合
に
現
在
の
照
度
が
い
く
ら
か
を

判
定
す

る
場
合
に
使
用
し
て
下
さ
い
。

・
こ

の
書

式
は
目
次
で
旧
様
式
を
使
用
し
ま
す
。



１
φ
３
Ｗ

回
路
番
号

電
圧

（
Ｖ
）

（
Ａ
）

定
格
電
源

負
荷
名
称

負
荷
名
称

（
Ａ
）

定
格
電
源

電
圧

（
Ｖ
）

回
路
番
号

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
３
Ｐ

２
２
５
／
２
０
０
Ａ
Ｔ

２
０

２
０
０

電
灯

２
０
０

２
０

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

コ
ン
セ
ン
ト

Ｅ
Ｔ

電
灯
盤
（
Ｌ
－
１
－
１
）
結
線
図

幹
線
番
号
：
Ｌ
－
Ｎ
－
１

電
灯

コ
ン
セ
ン
ト

負
荷
（
Ｖ
Ａ
）

電
灯

コ
ン
セ
ン
ト

負
荷
（
Ｖ
Ａ
）

回
路
番
号

電
圧

（
Ｖ
）

（
Ａ
）

定
格
電
源

負
荷
名
称

２
０

１
０
０

誘
導
灯

電
灯

コ
ン
セ
ン
ト

負
荷
（
Ｖ
Ａ
）

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

電
灯

電
灯

電
灯

電
灯

電
灯

電
灯

電
灯

電
灯

電
灯

電
灯

電
灯

１
，
８
０
０

２
，
２
０
０

１
，
３
５
０

１
，
３
５
０

１
，
１
０
０

８
０
０

９
５
０

８
０
０

９
５
０

１
，
０
５
０

１
，
２
０
０

１
，
３
５
０

コ
ン
セ
ン
ト

▲
×
４

Ｔ
／
Ｕ

Ｒ
１
～
４

▲
×
４

Ｔ
／
Ｕ

Ｒ
５
～
８

▲
×
４

Ｔ
／
Ｕ

Ｒ
９
～
１
２

▲
×
２

Ｔ
／
Ｕ

Ｒ
１
３
～
１
４

▲
×
２

Ｔ
／
Ｕ

Ｒ
１
５
～
１
６

▲
×
２

Ｔ
／
Ｕ

Ｒ
１
７
～
１
８

▲
×
４

Ｔ
／
Ｕ

Ｒ
１
９
～
２
２

１
，
２
０
０

８
０
０

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

コ
ン
セ
ン
ト

コ
ン
セ
ン
ト

１
，
０
０
０

１
，
０
０
０

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

コ
ン
セ
ン
ト

コ
ン
セ
ン
ト

６
０
０

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

コ
ン
セ
ン
ト

コ
ン
セ
ン
ト

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

コ
ン
セ
ン
ト

コ
ン
セ
ン
ト

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

コ
ン
セ
ン
ト

コ
ン
セ
ン
ト

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

コ
ン
セ
ン
ト

コ
ン
セ
ン
ト

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

Ｏ
Ａ
コ
ン
セ
ン
ト

Ｏ
Ａ
コ
ン
セ
ン
ト

１
，
０
０
０

１
，
０
０
０

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

非
常
照
明

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

１
，
０
０
０

１
，
０
０
０

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

１
，
０
０
０

１
，
０
０
０

ヨ
ビ

ヨ
ビ

ヨ
ビ

ヨ
ビ

Ｔ
／
Ｕ

リ
モ
コ
ン
ト
ラ
ン
ス

１
，
０
０
０

１
，
０
０
０

１
，
０
０
０

１
，
０
０
０

１
，
０
０
０

１
，
０
０
０

１
，
０
０
０

１
，
０
０
０

１
，
０
０
０

Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｂ

Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｂ

Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｂ

Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｂ

Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｂ

Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｂ

Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｂ

Ｅ
Ｔ

※
特
記
事
項

・
電
灯
負
荷
集
計
表
は
電
灯
盤
（
Ｌ
－
１
－
１
）
結
線
図
を
入
力
し
て
い
ま
す
。

・
照
明
負
荷
は
１
０
０
Ｖ
が
左
の
相
で
５
，
５
５
０
Ｖ
Ａ
、
右
の
相
で
５
，
３
５
０
Ｖ
Ａ
で
す
。

・
コ
ン
セ
ン
ト
は
一
般
と
Ｏ
Ａ
用
に
分
け
て
入
力
し
ま
す
。

２
０
０
Ｖ
の
照
明
負
荷
の
計
は
４
，
０
０
０
Ｖ
Ａ
で
す
の
で
半
々
を
左
右
に
加
算
し
ま
す
と

左
の
相
（
上
段
）
は
７
．
５
５
Ｋ
Ｖ
Ａ
、
右
の
相
（
下
段
）
は
７
．
３
５
Ｋ
Ｖ
Ａ
と
な
り
ま
す
。

（
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｂ
）

３
４

７
８

９
１
０

５
１

５
５

５
８

６
１

６
４

１
０
１

１
２

５
３

５
４

５
６

Ａ １
２

５
２

５
６

５
７

５
９

６
０

６
２

６
３

６
５

６
６



 
(
様

式
 
電

－
４

)
 

　
電

灯
設

備
負

荷
容

量
集

計
表

建
物

名
称

 
E
C
O
労

師
ビ

ル
新

築
工

事

変
圧

器
名

称
：
 

N
o
.1

単
相

変
圧

器

非
常

用
照

明
主

幹
器

具

[
k
V
A
]

定
格

電
流

2
0
0
V

1
0
0
V

2
0
0
V

1
0
0
V

1
0
0
V

2
0
0
V

1
0
0
V

[
k
V
A
]

[
k
V
A
]

[
A
]

5
.
5
5

6
.
8
0

2
.
0
0

1
5
.
3
5

5
.
3
5

6
.
8
0

2
.
0
0

1
5
.
1
5

4
.
0
0

1
0
.
9
0

1
3
.
6
0

3
0
.
5
0

4
.
0
0

　
備

考
(
1
)
　

f
1
、

f
2
、

f
3
、

f
4
及

び
そ

の
他

の
記

載
は

実
装

容
量

を
記

載
し

、
予

備
欄

は
予

備
容

量
を

記
載

す
る

。

(
2
)
　

回
路

種
別

の
記

載
は

右
に

よ
る

。
　

A
C
：

常
用

回
路

　
　

G
C
：

発
電

機
回

路
　

　
D
C
：

直
流

電
源

装
置

回
路

 
Ｌ

1
2
：

第
1
相

～
第

2
相

間
合

計
容

量
 
[
k
V
A
]

 
 
Ｌ

2
：

第
2
相

～
中

性
相

間
合

計
容

量
 
[
k
V
A
]

 
Ｌ

1
2
3
：

三
相

機
器

の
負

荷
合

計
容

量
 
[
k
V
A
]

(
4
)
　

設
計

負
荷

電
流

は
以

下
に

よ
る

。

　
　

　
①

　
単

相
2
線

式
1
0
0
V
の

場
合

②
　

単
相

3
線

式
2
0
0
－

1
0
0
V
の

場
合

③
　

三
相

4
線

式
4
0
0
-
2
3
0
V
の

場
合

Ｌ
0

Ｌ
1
2

Ｌ
1
2
3
/
3

1
0
0

2
0
0

2
3
0

Ｉ
＝

Ｌ
1
、

Ｌ
2
又

は
Ｌ

3
の

う
ち

一
番

大
き

い
も

の
＋

[
A
]

1
0
0

2
3
0

Ｉ
＝

[
A
]

Ｉ
＝

Ｌ
1
又

は
Ｌ

2
の

う
ち

大
き

い
方

＋
[
A
]

(
3
)
　

負
荷

容
量

の
記

載
欄

は
右

に
よ

る
。

　
単

相
3
線

式
 
2
0
0
V
-
1
0
0
V
：

Ｌ
1
2

Ｌ
1

 
 
Ｌ

1
：

第
1
相

～
中

性
相

間
合

計
容

量
 
[
k
V
A
]

 
Ｌ

3
：

第
3
相

～
中

性
相

間
合

計
容

量
 
[
k
V
A
]

Ｌ
2

直
流

電
源

装
置

回
路

 
(
D
C
)

負
荷

種
別

容
量

　
[
k
V
A
]

1
4
.
9
0

1
3
.
6
0

2
.
0
0

回
路

別
負

荷
容

量
合

計
[
k
V
A
]

常
用

回
路

 
(
A
C
)

2
.
0
0

発
電

機
回

路
 
(
G
C
)

1
.
0
0

1
.
0
0

1
7
3
.
5

1
7
5

 
L
-
N
-
1

 
L
-
1
-
1

単
相

3
線

A
C

4
.
0
0

幹
線

番
号

又
は

名
称

分
電

盤
名

　
称

電
気

方
式

回
路

種
別

(
f
1
)
 L

[
k
V
A
]

(
f
2
)
 
C
[
k
V
A
]

(
f
3
)
 
FC

[
k
V
A
]

 
2
0
2
2
年

 
8
月

 
1
5
日

照
明

ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ
(
F
C
U
,
O
A
以

外
)

F
C
U
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

O
A
負

荷
そ

の
他

1
0
0
V

1
0
0
V

[
A
]

予
備

1
0
0
V
回

路
の

合
計

設
計

負
荷

電
流

(
f
4
)
 
OA

[
k
V
A
]

[
k
V
A
]

上
書

き
変

更
可

計
算
式
の

説
明

・
結

線
図

に
基

づ
き

入
力
し

て
い
ま

す
。

変
圧

器
名

称
は

適
当

な
名

前
で
す

。

・
結

線
図

の
負

荷
表

記
は

V
A
で

す
が

こ
の

集
計

表
は

k
V
A
で

す
の

で
注

意
し
て

下
さ
い
。

・
主

幹
器

具
定

格
電

流
値

は
合

計
値

よ
り

判
断

し
て

自
動

入
力

さ
れ

ま
す
が

上
書
き

変
更

可
で

す
。

・
電

路
計

算
書

で
設

計
負

荷
電

流
に

入
力

す
る

数
値

は
正

確
に

は
大

き
い
値

の
1
7
3
.
5
A
を

入
力
し

ま
す

。

・
こ

の
積

み
重

ね
が

力
率

及
び

変
圧

器
の

算
定

に
重

要
と

な
っ

て
き

ま
す
。



動
力
設
備
負
荷
表
及
び
集
計
表
 

動
力
設
備
負
荷
表
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
 

 １
、
負
荷
名
称
、
負
荷
記
号
は
手
入
力
で
す
。
入
力
例
は
適
当
に
入
れ
て
い
ま
す
。
 

 ２
、
夏
・
冬
の
稼
動
区
分
は
選
択
で
す
。
 

 ３
、
操
作
・
制
御
方
式
は
右
の
操
作
方
式
を
選
択
す
る
と
自
動
入
力
さ
れ
ま
す
。
但
し
、
電
源
送
り
は
入
り
ま
せ
ん
。
 

 ４
、
定
格
出
力
は
手
入
力
で
す
。
台
数
は
右
の
操
作
方
式
選
択
で
自
動
入
力
さ
れ
ま
す
。
自
動
交
互
は

1
台
、
交
互
同
時
は

2
台
と
入
り
ま
す
。
 

 ５
、
定
格
出
力
、
電
流
値
、
負
荷
容
量
は
設
計
基
準
の
数
値
を
参
考
と
し
て
い
ま
す
。
表
に
な
い
数
値
を
入
力
す
る
と
電
流
の
欄
に
手
入
力
と
表
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、

調
査
値
（
カ
タ
ロ
グ
・
メ
ー
カ
ー
問
合
せ
等
）
を
入
れ
て
下
さ
い
。
比
率
で
入
れ
て
も
大
差
な
い
と
考
え
ま
す
。
 

 ６
、
負
荷
容
量
〔
k
VA
〕
は
√
3
×
電
圧
×
定
格
電
流
の
値
で
す
。
 

 ７
、
需
要
率
が
不
明
な
場
合
は
空
白
の
ま
ま
と
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
（
10
0
％
で
計
算
し
ま
す
。
）
明
ら
か
に

8
割
の
場
合
は

0
.8

で
な
く

80
と
入
れ
ま
す
。
 

 ８
、
最
大
使
用
電
流
（
規
約
電
流
の
合
計
）
は
設
計
基
準
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
が
内
線
規
程
も
設
備
手
帖
等
も
同
じ
で
す
。
 

 ９
、
主
幹
器
具
定
格
電
流
（
ブ
レ
ー
カ
ー
の
容
量
）
は
内
線
規
程
や
設
備
手
帖
等
と
同
じ
で
す
。
 

 
 
基
本
は
最
大
容
量
の
電
動
機
の
定
格
電
流
の

3
倍
に
他
の
電
動
機
の
定
格
電
流
を
加
え
た
値
以
下
に
す
る
こ
と
と
定
格
電
流
（
規
約
電
流
）
の

1
30
%
以
上
、
 

 
 
1
80
%
以
下
と
す
る
（
内
線
規
程
）
の
両
方
を
判
断
す
る
の
が
正
で
す
。
 

 １
０
、
左
下
の
夏
・
冬
の
出
力
合
計
は
〔
k
W
〕
で
負
荷
容
量
合
計
は
〔
k
VA
〕
で
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。
 

力
率
や
変
圧
器
容
量
を
算
定
す
る
場
合
は
〔
k
VA
〕
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
 

 

１
１
、
（
注
）
令
和

3
年
版
よ
り
最
大
使
用
電
流
の
下
段
に
設
計
負
荷
電
流
を
入
力
す
る
欄
が
で
き
ま
し
た
。（

自
動
で
計
算
し
ま
す
。
）
 



(
様
式
 
電
－
５
)
 

　
動
力
設
備
負
荷
表

建
物

名
称

 
E
C
O
労

師
ビ

ル
新

築
工

事

幹
線
番
号
又
は
名
称
:
 

制
御
盤
名
称
:
 

回
路
種
別
:

常
用

電
圧
:

2
0
0
V

負
荷
の
種
類
の
標
準
電
動
機
の
規
約
電
流
値
は
は
ﾄ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
ﾅ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ

値
を
示
し
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
上
書
手
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

[
k
W
]

台
[
A
]

[
k
V
A
]

操
作
方
式

用
途

負
荷
の
種
別

 
冷
却
水
ポ
ン
プ

 
P
C
D
-
1

○
1
5
-
1

○
1
1
 

1
3
9
.
6

1
3
.
8

1
3
.
8
0

ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ
(
ﾊ
ﾞ
ｲ
ﾊ
ﾟ
ｽ
回

路
無

)
空

調
関

係
標

準
電

動
機

(
可

変
速

)

 
吸
収
式
冷
温
水
機

 
R
H
-
1

○
△

5
.
5
 

1
2
4
.
6

8
.
5

8
.
5
3

8
.
5
3

電
源

送
り

冷
凍

機
標

準
電

動
機

 
冷
温
水
1
次
ポ
ン
プ

 
P
H
-
1

○
△

4
-
1

7
.
5
 

1
3
4
.
0

1
1
.
8

1
1
.
7
8

1
1
.
7
8

試
験

-
自

動
空

調
関

係
標

準
電

動
機

 
冷
温
水
2
次
ポ
ン
プ

 
P
H
-
2
-
1

○
△

4
-
1

3
.
7
 

1
1
6
.
8

5
.
8

5
.
8
2

5
.
8
2

試
験

-
自

動
空

調
関

係
標

準
電

動
機

 
冷
温
水
2
次
ポ
ン
プ

 
P
H
-
2
-
2

○
△

4
-
1

3
.
7
 

1
1
6
.
8

5
.
8

5
.
8
2

5
.
8
2

試
験

-
自

動
空

調
関

係
標

準
電

動
機

 
冷
温
水
2
次
ポ
ン
プ

 
P
H
-
2
-
3

○
△

4
-
1

3
.
7
 

1
1
6
.
8

5
.
8

5
.
8
2

5
.
8
2

試
験

-
自

動
空

調
関

係
標

準
電

動
機

 
空
調
機

 
A
C
-
B
1

○
△

3
2
.
2
 

1
1
1
.
1

3
.
9

3
.
8
5

3
.
8
5

手
動

-
自

動
空

調
関

係
標

準
電

動
機

 
空
気
清
浄
器

 
A
F
-
B
1

○
△

0
.
4
 

1
3
.
2

1
.
1

1
.
1
1

1
.
1
1

電
源

送
り

空
調

関
係

標
準

電
動

機

8
.
5
3

4
8
.
0
0

0
.
0
0

1
3
.
8
0

8
.
5
3

3
4
.
2
0

0
.
0
0

0
.
0
0

5
6
.
5
3

需
要
率
[
%
]
 
備
考
 
(
1
)

 
夏
季
・
冬
季
稼
働
区
分
の
記
載
は
右
に
よ
る
。

1
3
.
8
0

1
1

 
○
：
夏
期
に
稼
働
す
る
も
の
　
△
：
冬
期
に
稼
働
す
る
も
の

4
2
.
7
3

(
2
)
 
冬
期
・
夏
期
及
び
電
動
機
出
力
並
び
に
入
力
（
負
荷
）
容
量
の
合
計
へ
の
記
載
は
次
に
よ
る
。

0
.
0
0

上
段

上
段
：
電
動
機
出
力
又
は
入
力
（
負
荷
）
容
量

5
6
.
5
3

下
段

下
段
：
上
段
の
う
ち
ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ
運
転
電
動
機
出
力
又
は
ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ
運
転
入
力
（
負
荷
）
容
量

1
3
.
8
0

操
作
・
制
御
方
式

操
作
・

制
御
方
式

ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ

運
転

入
力
容
量
 
[
k
V
A
]

夏
期

負
荷

容
量

冬
期

負
荷

容
量

夏
期

負
荷

容
量

冬
期

負
荷

容
量

夏
期

負
荷

容
量

冬
期

負
荷

容
量

夏
期

負
荷

容
量

冬
期

負
荷

容
量

夏
期

負
荷

容
量

冬
期

負
荷

容
量

入
力
容
量
合
計

(
負
荷
容
量
合
計
)

[
k
V
A
]

主
幹
器
具
の
定
格
電
流
 
[
A
]

2
0
0

夏
期
入
力
容
量
合
計

(
夏
期
負
荷
容
量
合
計
)

[
k
V
A
]

電
動
機
中

最
大
の
も
の

冷
却
水
ポ
ン
プ

定
格
出
力
 
[
k
W
]

冬
期
入
力
容
量
合
計

(
冬
期
負
荷
容
量
合
計
)

[
k
V
A
]

最
大
使
用
電
流
(
規
約
電
流
合
計
)
 
[
A
]

1
6
2
.
9

設
計
負
荷
電
流
 
[
A
]

1
8
0

4
8
.
0
0

1
3
.
8
0

電
動
機
出
力
合
計
（
電
動
機
以
外
を
含
む
）
 
[
k
W
]

3
7
.
7
0

入
力
容
量
計

8
.
5
3

1
1
.
0
0

[
k
V
A
]

0
.
0
0

1
1
.
0
0

[
k
V
A
]

冬
期
電
動
機
出
力
合
計
（
電
動
機
以
外
を
含
む
）
 
[
k
W
]

2
6
.
7
0

冬
期
入
力
容
量
計

0
.
0
0

[
k
V
A
]

入
力
容
量
Ｐ

a
[
k
V
A
]

入
力
容
量
Ｐ

b
[
k
V
A
]

入
力
容
量
Ｐ

c
[
k
V
A
]

夏
期
電
動
機
出
力
合
計
（
電
動
機
以
外
を
含
む
）
 
[
k
W
]

3
7
.
7
0

夏
期
入
力
容
量
計

 
2
0
2
2
年
 
8
月
 
1
5
日

負
　
荷
　
名
　
称

負
荷
記
号

夏
期
・

冬
期
稼

働
区
分

電
動
機
等

冷
 
凍
 
機

ﾊ
ﾟ
ｯ
ｹ
ｰ
ｼ
ﾞ
形
空
調
機

空
 
調
 
関
 
係

衛
 
生
 
関
 
係

そ
 
の
 
他

定
格
出
力

規
約
電
流

入
力
容
量

入
力
容
量
Ｐ

a
[
k
V
A
]

k
Wで

す
k
V
Aで

す
k
V
Aで

す

=
8
.5
3+

48
.0

=
8
.5
3+

34
.2

令
和

3
年

版
か

ら
エ

レ
ベ

ー
タ

、
エ

ス
カ

レ
ー

タ
の

デ
ー

タ
は

消
去

さ
れ

て
い

ま
す

。

計
算

式
の

説
明

・
電

源
送

り
の
場

合
は

操
作

・
制

御
方

式
に

は
入

力
さ
れ

ま
せ

ん
。

・
可

変
速

（
イ
ン

バ
ー

タ
）

を
選

択
し

た
場

合
は

上
段
と

下
段

に
も

入
力

さ
れ

ま
す

。
・

冷
却

水
ポ

ン
プ

の
入

力
容

量
は

3
9
.
6
A
×
2
0
0
V
×

1
.
7
3
2
（

√
3
）

=
1
3
.
8
k
V
A
で

す
。

（
注

1
）

設
計

負
荷

電
流

は
1
6
2
.
9
×

1
.
1
倍

（
5
0
A
を

超
え
る

た
め

）
=
1
7
9
.
1
9
→

1
8
0
A
で

す
。

5
0
A
以

下
の

場
合

は
1
.
2
5
倍

し
ま

す
。

電
路

計
算
書

の
設

計
負

荷
電

流
は

規
約

電
流

で
は

な
く

設
計

負
荷

電
流

を
入

力
し

ま
す

。

令
和

3年
度
版
よ
り

新
し

く
欄
が

で
き

ま
し

た
。

（
注

1）

選
択

し
て

下
さ

い
。



(
様
式
 
電
－
５
)
 

　
動
力
設
備
負
荷
表

建
物

名
称

 
E
C
O
労

師
ビ

ル
新

築
工

事

幹
線
番
号
又
は
名
称
:
 

制
御
盤
名
称
:
 

回
路
種
別
:

発
電
機

電
圧
:

2
0
0
V

負
荷
の
種
類
の
標
準
電
動
機
の
規
約
電
流
値
は
は
ﾄ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
ﾅ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ

値
を
示
し
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
上
書
手
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

[
k
W
]

台
[
A
]

[
k
V
A
]

操
作
方
式

用
途

負
荷
の
種
別

 
給
水
ポ
ン
プ

 
P
W
-
1

○
△

9
○

5
.
5
 

1
2
0
.
5

7
.
1

7
.
1
1

7
.
1
1

自
動

交
互

衛
生

関
係

標
準

電
動

機
(
可

変
速

)

 
汚
水
排
水
ポ
ン
プ

 
P
D
-
1

○
△

1
0

2
.
2
 

2
2
2
.
2

7
.
7

7
.
7
0

7
.
7
0

自
動

交
互

同
時

衛
生

関
係

標
準

電
動

機

 
雑
排
水
ポ
ン
プ

 
P
D
－
2

○
△

1
0

2
.
2
 

2
2
2
.
2

7
.
7

7
.
7
0

7
.
7
0

自
動

交
互

同
時

衛
生

関
係

標
準

電
動

機

 
湧
水
ポ
ン
プ

 
P
D
-
3

○
△

4
-
1

2
.
2
 

1
1
1
.
1

3
.
9

3
.
8
5

3
.
8
5

試
験

-
自

動
衛

生
関

係
標

準
電

動
機

 
雨
水
ポ
ン
プ

 
P
D
-
4

○
△

9
3
.
8
 

1
手
入
力

自
動

交
互

衛
生

関
係

標
準

電
動

機

2
6
.
3
6

7
.
1
1

2
6
.
3
6

7
.
1
1

2
6
.
3
6

需
要
率
[
%
]
 
備
考
 
(
1
)

 
夏
季
・
冬
季
稼
働
区
分
の
記
載
は
右
に
よ
る
。

7
.
1
1

5
.
5

 
○
：
夏
期
に
稼
働
す
る
も
の
　
△
：
冬
期
に
稼
働
す
る
も
の

2
6
.
3
6

(
2
)
 
冬
期
・
夏
期
及
び
電
動
機
出
力
並
び
に
入
力
（
負
荷
）
容
量
の
合
計
へ
の
記
載
は
次
に
よ
る
。

7
.
1
1

上
段

上
段
：
電
動
機
出
力
又
は
入
力
（
負
荷
）
容
量

2
6
.
3
6

下
段

下
段
：
上
段
の
う
ち
ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ
運
転
電
動
機
出
力
又
は
ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ
運
転
入
力
（
負
荷
）
容
量

7
.
1
1

 
2
0
2
2
年
 
8
月
 
1
5
日

負
　
荷
　
名
　
称

負
荷
記
号

夏
期
・

冬
期
稼

働
区
分

操
作
・
制
御
方
式

電
動
機
等

冷
 
凍
 
機

ﾊ
ﾟ
ｯ
ｹ
ｰ
ｼ
ﾞ
形
空
調
機

空
 
調
 
関
 
係

衛
 
生
 
関
 
係

そ
 
の
 
他

操
作
・

制
御
方
式

ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ

運
転

定
格
出
力

規
約
電
流

入
力
容
量

入
力
容
量
Ｐ

a
[
k
V
A
]

入
力
容
量
Ｐ

a
[
k
V
A
]

夏
期

負
荷

容
量

冬
期

負
荷

容
量

夏
期

負
荷

容
量

冬
期

負
荷

容
量

夏
期

負
荷

容
量

入
力
容
量
Ｐ

b
[
k
V
A
]

入
力
容
量
Ｐ

c
[
k
V
A
]

入
力
容
量
 
[
k
V
A
]

夏
期
電
動
機
出
力
合
計
（
電
動
機
以
外
を
含
む
）
 
[
k
W
]

2
0
.
3
0

夏
期
入
力
容
量
計

冬
期

負
荷

容
量

夏
期

負
荷

容
量

冬
期

負
荷

容
量

夏
期

負
荷

容
量

冬
期

負
荷

容
量

5
.
5
0

[
k
V
A
]

冬
期
電
動
機
出
力
合
計
（
電
動
機
以
外
を
含
む
）
 
[
k
W
]

2
0
.
3
0

冬
期
入
力
容
量
計

電
動
機
出
力
合
計
（
電
動
機
以
外
を
含
む
）
 
[
k
W
]

2
0
.
3
0

入
力
容
量
計

5
.
5
0

[
k
V
A
]

2
6
.
3
6

5
.
5
0

[
k
V
A
]

7
.
1
1

入
力
容
量
合
計

(
負
荷
容
量
合
計
)

[
k
V
A
]

主
幹
器
具
の
定
格
電
流
 
[
A
]

1
2
5

夏
期
入
力
容
量
合
計

(
夏
期
負
荷
容
量
合
計
)

[
k
V
A
]

電
動
機
中

最
大
の
も
の

給
水
ポ
ン
プ

定
格
出
力
 
[
k
W
]

冬
期
入
力
容
量
合
計

(
冬
期
負
荷
容
量
合
計
)

[
k
V
A
]

最
大
使
用
電
流
(
規
約
電
流
合
計
)
 
[
A
]

7
6

設
計
負
荷
電
流
 
[
A
]

8
4

k
Wで

す
k
V
Aで

す

上
書

き
変

更
可

計
算

式
の
説

明

・
電

動
機

出
力

2
0
.
3
k
W
で

す
の

で
表

2
-
2
の

2
3
.
2
W
以

下
で

み
て

、
直

入
最
大

5
.
5
k
W
で
は

ブ
レ

ー
カ

ー
は
1
2
5
A
が

入
り

ま
す

が
変

更
可

で
す

。
参

考
ま

で
に

1
0
0
A
で

も
十

分
で
す

。

7
6×

1.
1=
83

.6
 ∴

8
4[

A]



(
様
式
 
電
－
５
)
 

　
動
力
設
備
負
荷
表

建
物

名
称

 
E
C
O
労

師
ビ

ル
新

築
工

事

幹
線
番
号
又
は
名
称
:
 

制
御
盤
名
称
:
 

回
路
種
別
:

常
用

電
圧
:

2
0
0
V

負
荷
の
種
類
の
標
準
電
動
機
の
規
約
電
流
値
は
は
ﾄ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
ﾅ
ｰ
ﾓ
ｰ
ﾀ

値
を
示
し
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
上
書
手
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

[
k
W
]

台
[
A
]

[
k
V
A
]

操
作
方
式

用
途

負
荷
の
種
別

 
排
気
フ
ァ
ン
－
１

○
△

2
-
1

1
.
5
 

1
8
.
0

2
.
8

2
.
7
8

2
.
7
8

手
動

-
遠

方
空

調
関

係
標

準
電

動
機

 
排
気
フ
ァ
ン
－
２

○
△

2
-
1

0
.
7
5
 

1
4
.
6

1
.
6

1
.
6
0

1
.
6
0

手
動

-
遠

方
空

調
関

係
標

準
電

動
機

 
ミ
キ
サ
ー

○
△

0
.
4
 

1
3
.
2

1
.
1

1
.
1
1

1
.
1
1

電
源

送
り

衛
生

関
係

標
準

電
動

機

 
回
転
式
練
機

○
△

0
.
4
 

1
3
.
2

1
.
1

1
.
1
1

1
.
1
1

電
源

送
り

衛
生

関
係

標
準

電
動

機

 
包
装
機

○
△

0
.
4
 

1
3
.
2

1
.
1

1
.
1
1

1
.
1
1

電
源

送
り

空
調

関
係

標
準

電
動

機

5
.
4
9

2
.
2
2

0
.
0
0

0
.
0
0

5
.
4
9

2
.
2
2

0
.
0
0

0
.
0
0

7
.
7
1

需
要
率
[
%
]
 
備
考
 
(
1
)

 
夏
季
・
冬
季
稼
働
区
分
の
記
載
は
右
に
よ
る
。

0
.
0
0

1
.
5

 
○
：
夏
期
に
稼
働
す
る
も
の
　
△
：
冬
期
に
稼
働
す
る
も
の

7
.
7
1

(
2
)
 
冬
期
・
夏
期
及
び
電
動
機
出
力
並
び
に
入
力
（
負
荷
）
容
量
の
合
計
へ
の
記
載
は
次
に
よ
る
。

0
.
0
0

上
段

上
段
：
電
動
機
出
力
又
は
入
力
（
負
荷
）
容
量

7
.
7
1

下
段

下
段
：
上
段
の
う
ち
ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ
運
転
電
動
機
出
力
又
は
ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ
運
転
入
力
（
負
荷
）
容
量

0
.
0
0

 
2
0
2
2
年
 
8
月
 
1
5
日

負
　
荷
　
名
　
称

負
荷
記
号

夏
期
・

冬
期
稼

働
区
分

操
作
・
制
御
方
式

電
動
機
等

冷
 
凍
 
機

ﾊ
ﾟ
ｯ
ｹ
ｰ
ｼ
ﾞ
形
空
調
機

空
 
調
 
関
 
係

衛
 
生
 
関
 
係

そ
 
の
 
他

操
作
・

制
御
方
式

ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ

運
転

定
格
出
力

規
約
電
流

入
力
容
量

入
力
容
量
Ｐ

a
[
k
V
A
]

入
力
容
量
Ｐ

a
[
k
V
A
]

夏
期

負
荷

容
量

冬
期

負
荷

容
量

夏
期

負
荷

容
量

冬
期

負
荷

容
量

夏
期

負
荷

容
量

入
力
容
量
Ｐ

b
[
k
V
A
]

入
力
容
量
Ｐ

c
[
k
V
A
]

入
力
容
量
 
[
k
V
A
]

夏
期
電
動
機
出
力
合
計
（
電
動
機
以
外
を
含
む
）
 
[
k
W
]

3
.
4
5

夏
期
入
力
容
量
計

冬
期

負
荷

容
量

夏
期

負
荷

容
量

冬
期

負
荷

容
量

夏
期

負
荷

容
量

冬
期

負
荷

容
量

0
.
0
0

[
k
V
A
]

冬
期
電
動
機
出
力
合
計
（
電
動
機
以
外
を
含
む
）
 
[
k
W
]

3
.
4
5

冬
期
入
力
容
量
計

電
動
機
出
力
合
計
（
電
動
機
以
外
を
含
む
）
 
[
k
W
]

3
.
4
5

入
力
容
量
計

0
.
0
0

[
k
V
A
]

5
.
4
9

2
.
2
2

0
.
0
0

[
k
V
A
]

0
.
0
0

0
.
0
0

入
力
容
量
合
計

(
負
荷
容
量
合
計
)

[
k
V
A
]

主
幹
器
具
の
定
格
電
流
 
[
A
]

3
0

夏
期
入
力
容
量
合
計

(
夏
期
負
荷
容
量
合
計
)

[
k
V
A
]

電
動
機
中

最
大
の
も
の

排
気
フ
ァ
ン
－
１

定
格
出
力
 
[
k
W
]

冬
期
入
力
容
量
合
計

(
冬
期
負
荷
容
量
合
計
)

[
k
V
A
]

最
大
使
用
電
流
(
規
約
電
流
合
計
)
 
[
A
]

2
2
.
2

設
計
負
荷
電
流
 
[
A
]

2
8

計
算

式
の

説
明

・
規

約
電

流
2
2
.
2
A
×
1
.
2
5
倍

=
2
7
.
7
5
→

2
8
A
が

入
力

さ
れ

ま
す
が

、
こ

の
設

計
負

荷
電

流
欄

は
令

和
3
年

計
算

書
様
式

か
ら

表
現

さ
れ

た
も

の
で

す
。

何
を
意

味
す

る
か

と
い

え
ば

5
0
A
以

下
の

場
合

は
1
.
2
5
倍

、
5
0
A
を

超
え

る
場

合
は

1
.
1
倍
以

上
の

許
容
電

流
の

あ
る

電
線

を
布

設
し

な
け

れ
ば
な

ら
な

い
と

い
う

こ
と

で
す
。

こ
の

設
計
負

荷
電

流
を
電

路
計

算
書

の

設
計

負
荷
電

流
に

入
力
し

て
下

さ
い

。



※この表は内線規程、設備手帖も同じです。標準電動機の場合ですので
　インバータ機器の場合はこの限りではありませんし、あくまで表は参考として
　P7の説明文9と照らし合わせて下さい。



(
様

式
 
電

－
６

)
 

　
動

力
設

備
負

荷
容

量
集

計
表

建
物

名
称

 
E
C
O
労

師
ビ

ル
新

築
工

事

変
圧

器
名

称
　

：
 

常
用
回
路

発
電
回
路

夏
期
負
荷

冬
期
負
荷

夏
期
負
荷

冬
期
負
荷

夏
期
負
荷

冬
期
負
荷

夏
期
負
荷

冬
期
負
荷

負
　

荷
負

　
荷

夏
期
負
荷

冬
期
負
荷

夏
期
負
荷

冬
期
負
荷

夏
期
負
荷

冬
期
負
荷

夏
期
負
荷

冬
期
負
荷

夏
期
負
荷

冬
期
負
荷

夏
期
負
荷

冬
期
負
荷

容
　

量
容

　
量

容
　

量
容

　
量

容
　

量
容

　
量

容
　

量
容

　
量

容
　

量
容

　
量

容
　

量
容

　
量

容
　

量
容

　
量

容
　

量
容

　
量

容
　

量
容

　
量

容
　

量
容

　
量

容
　

量
容

　
量

5
.
5
0

5
.
5
0

5
0
.
7
0

3
4
.
1
0

2
4
.
4
0

2
4
.
4
0

1
6
.
6
0

2
2
.
6
0

2
4
.
0
0

2
2
.
6
0

2
4
.
0
0

1
9
.
0
0

1
9
.
0
0

5
.
5
0

2
2
.
6
0

1
9
.
0
0

5
0
.
7
0

2
4
.
4
0

2
2
.
6
0

1
9
.
0
0

1
6
.
6
0

5
.
5
0

2
4
.
0
0

1
9
.
0
0

3
4
.
1
0

2
4
.
4
0

2
4
.
0
0

1
9
.
0
0

備
考

夏
期

・
冬

期
負

荷
容

量
の

合
計

の
記

載
は

右
に

よ
る

。
上

段
 
上

段
：

負
荷

容
量

下
段

 
下

段
：

上
段

の
う

ち
イ

ン
バ

ー
タ

運
転

負
荷

容
量

2
4
.
0

夏
期

負
荷

容
量

総
合

計
 
 
[
k
V
A
]

1
9
.
0

1
9
.
0

5
.
5

2
4
.
4

2
4
.
4

冬
期

負
荷

容
量

総
合

計
 
 
[
k
V
A
]

1
2
2
.
2

5
8
.
2

1
0
7
.
0

4
3
.
0

3
4
.
1

2
4
.
0

5
0
.
7

[
k
V
A
]

冬
期

負
荷

容
量

合
計

5
.
5

夏
期

負
荷

容
量

合
計

[
k
V
A
]

発
電

機
回

路
常

用
回

路
発

電
機

回
路

常
用

回
路

常
用

回
路

発
電

機
回

路

 
P
-
3

幹
線

番
号

又
は

名
称

 
2
0
2
2
年

 
8
月

 
1
5
日

ｴ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ﾀ
(
f 5
)

[
k
V
A
]

そ
の

他
衛

生
関

係
そ

の
他

(
f 7
)

冷
凍

機
(
f 5
)

Ｐ
a
(

f
5
)
 
[
k
V
A
]

常
用

回
路

発
電

機
回

路

 
P
-
1

 
P
-
2

制
御

盤
名

　
称

1
6
.
6

ﾊ
ﾟ
ｯ
ｹ
ｰ
ｼ
ﾞ
形

空
調

機
(
f 5
)

[
k
V
A
]

Ｐ
a
(

f
5
)
 
[
k
V
A
]

Ｐ
b
(

f
6
)
 
[
k
V
A
]

空
調

及
び

換
気

関
係

(
f 6
)

2
2
.
6

2
2
.
6

Ｐ
c
(

f
7
)
 
[
k
V
A
]

常
用

回
路

発
電

機
回

路

1
9
.
0

1
9
.
0

計
算
式
の
説

明

・
幹
線
番
号
、
制
御
盤
名
称
は
適
当
な
名
称
を
付
け
て
入
力
し
て
い
ま
す
。

・
動
力
設
備
負
荷
表
を
参
考
に
入
力
し
ま
す
。
但
し
、
こ
の
入
力
例
は
負
荷
表
入
力
例
の
値

と
は
関
係
し
て
い
ま
せ
ん
。

・
注
１
は
変
圧
器
容
量
、
注
２
は
力
率
算
定
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

注
１

注
２



高
調
波
流
出
電
流
計
算
書
 

 

近
年
、
省
エ
ネ
・
高
効
率
化
を
図
る
た
め
に
イ
ン
バ
ー
タ
機
器
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
機
器
に
は
ひ
ず
み
波
（
正
弦
波
で
な
い
）
の
電
流
が
流
れ
、
こ
の
ひ

ず
み
波
電
流
に
含
ま
れ
る
高
調
波
電
流
に
よ
っ
て
配
電
線
の
電
圧
が
ひ
ず
み
、
こ
の
系
統
に
接
続
さ
れ
た
機
器
や
装
置
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
 

悪
影
響
は
異
音
、
振
動
、
誤
動
作
、
焼
損
、
ち
ら
つ
き
等
で
す
。
イ
ン
バ
ー
タ
は
交
流
を
一
度
直
流
に
変
換
し
、
周
波
数
を
変
え
て
再
び
交
流
に
変
換
す
る
も
の
で
、
こ
れ

に
よ
っ
て
交
流
モ
ー
タ
ー
の
回
転
数
制
御
が
細
や
か
に
出
来
ま
す
が
電
流
を
ひ
ず
ま
せ
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
 

 計
算
書
作
成
に
つ
い
て
の
説
明
 

 １
、
変
圧
器
の
合
計
容
量
を
入
力
す
る
と
想
定
契
約
電
力
が
設
計
基
準
の
式
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。
 

２
、
契
約
電
力
の
補
正
率
は
設
計
基
準
の
表
よ
り

3
00
k
W
迄
は

1.
0、

5
00
kW

迄
は

0
.9
、
そ
れ
以
上
に
つ
い
て
も
自
動
入
力
さ
れ
ま
す
。
 

３
、
電
動
機
容
量
は
表
に
あ
る
も
の
は
入
力
換
算
し
ま
す
が
、
な
い
も
の
は
調
査
値
を
入
力
し
て
下
さ
い
。
 

４
、
回
路
区
分
は
設
計
基
準
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
入
力
例
の
よ
う
に
三
相
ブ
リ
ッ
ジ
（
コ
ン
デ
ン
サ
平
滑
）
リ
ア
ク
ト
ル
あ
り
を
選
択
す
る
と
 

発
生
率
が
入
力
さ
れ
ま
す
。
発
生
率
は
設
計
基
準
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
 

５
、
イ
ン
バ
ー
タ
の
稼
働
率
は
計
算
シ
ー
ト
の
下
表
を
参
考
に
入
力
し
ま
す
。
 

６
、
入
力
例
で
説
明
し
ま
す
と
高
調
波
対
策
な
し
の
場
合

5
次
～
11

次
で
対
策
が
必
要
と
赤
文
字
で
表
示
さ
れ
ま
す
。
 

７
、
契
約
電
力

1
kW

当
り
の
高
調
波
流
出
電
流
上
限
値
は
設
計
基
準
 
表

2-
12

に
基
づ
い
て
計
算
し
ま
す
。
 

８
、
次
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
等
で
対
策
を
と
っ
た
場
合
に
発
生
率
を
メ
ー
カ
ー
に
確
認
し
て
上
書
き
修
正
し
ま
す
。
 

入
力
例
で
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
室
外
機
の
み
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
取
付
け
れ
ば
良
い
と
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
発
生
率
の
変
更
は
あ
く
ま

で
例
で
す
の
で
メ
ー
カ
ー
等
に
確
認
が
必
要
で
す
。
 

 ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
 

 １
、
電
力
会
社
に
も
よ
り
ま
す
が
一
般
的
に
は
受
電
電
圧

6
.6
kV

の
場
合
、
高
調
波
発
生
機
器
合
計
が

5
0k
V
A
以
下
は
対
象
外
で
す
。
 

２
、
5
0k
VA

を
超
過
し
た
場
合
Ｌ
Ｃ
フ
ィ
ル
タ
ー
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
等
を
設
置
し
対
応
し
ま
す
。
対
策
後
の
高
調
波
電
流
発
生
率
は
メ
ー
カ
ー
に
問
合
せ
確
認
を

し
て
下
さ
い
。
 



(
様

式
 
電

－
7
)
 

　
高
調
波
流
出
電
流
計
算
書

建
物
名
称
 

受
電

電
圧

[
k
V
]
：

6
.
6

変
圧

器
容

量
合

計
 
[
k
V
A
]
：

1
5
0

想
定

契
約

電
力

 
[
k
W
]
：

1
0
5

契
約

電
力

に
よ

る
補

正
率

β
：

1
高

圧
受

電
の

進
相

ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ﾝ
ｻ
に

直
列

ﾘ
ｱ
ｸ
ﾄ
ﾙ
：

有

合
計

入
力

受
電

電
圧

ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ

負
荷

電
気

定
格

容
量

算
定

の
定

等
の

稼

記
号

方
式

P
i

格
電

流
動

率

[
k
V
A
]

I
1
 
[
m
A
]

κ
5
次

7
次

1
1
次

1
3
次

1
7
次

1
9
次

2
3
次

2
5
次

高
調

波
対

策

 
三

相
ﾌ
ﾞ
ﾘ
ｯ
ｼ
ﾞ
_
C
平

滑
 
直

流
ﾘ
ｱ
ｸ
ﾄ
ﾙ

 
三

相
ﾌ
ﾞ
ﾘ
ｯ
ｼ
ﾞ
_
C
平

滑
 
直

流
ﾘ
ｱ
ｸ
ﾄ
ﾙ

 
三

相
ﾌ
ﾞ
ﾘ
ｯ
ｼ
ﾞ
_
C
平

滑
 
直

流
ﾘ
ｱ
ｸ
ﾄ
ﾙ

 
単

相
ﾌ
ﾞ
ﾘ
ｯ
ｼ
ﾞ
_
C
平

滑
 
ﾘ
ｱ
ｸ
ﾄ
ﾙ
な

し
 
三

相
ﾌ
ﾞ
ﾘ
ｯ
ｼ
ﾞ
_
C
平

滑
 
直

流
ﾘ
ｱ
ｸ
ﾄ
ﾙ

 
備

考
　

各
次

数
高

調
波

電
流

上
限

値
は

次
に

よ
る

。
9
8
.
6

5
4
5
.
0
0

3
1
0
.
4
7

1
8
9
.
0
7

1
1
5
.
6
9

1
0
1
.
3
9

7
0
.
2
7

6
1
.
6
0

4
5
.
1
8

 
　

各
次

数
高

調
波

電
流

上
限

値
 
[
m
A
]

5
0
.
0

3
6
7
.
5

2
6
2
.
5

1
6
8
.
0

1
3
6
.
5

1
0
5
.
0

9
4
.
5

7
9
.
8

7
3
.
5

 
＝

次
数

毎
の

高
調

波
流

出
電

流
上

限
値

 
[
m
A
/
k
W
]

要
要

要
要

否
否

否
否

否

　
 
×

想
定

契
約

電
力

 
[
k
W
]

3
)
　

機
器

最
大

稼
働

率
の

算
定

　
　

4
)
　

高
調

波
電

流
発

生
量

の
算

出

 
1
)
　

高
調

波
発

生
機

器
の

等
価

容
量

の
算

定
2
)
　

受
電

電
圧

換
算

の
定

格
電

流
の

算
定

　
　

α
＝

κ
・

β
・

1
0
0

%
I

n
・

α

　
　

P
0
＝

Σ
(
κ

i・
P

i)
 
[
k
V
A
]

　
　

　
κ

：
ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ
等

の
稼

働
率

1
0
,
0
0
0

 
 
 
 
 
 
P

0
：

等
価

容
量

 
[
k
V
A
]

　
　

　
β

：
契

約
電

力
に

よ
る

補
正

率
　
I

n
：

各
次

数
高

調
波

電
流

 
[
m
A
]

　
　

　
κ

i：
換

算
計

数
%
I

n
：

高
調

波
電

流
発

生
率

 
[
%
]

　
　

　
P

i：
各

機
器

の
入

力
定

格
容

量
 
[
k
V
A
]

　
α

：
機

器
最

大
稼

働
率

　
I

1
：

受
電

電
圧

換
算

の
定

格
電

流
 
[
m
A
]

　
*
1
 
換

算
係

数
が

全
て

 
1
.
8
以

下
の

場
合

は
否

と
な

る
。

*
2
 
高

圧
受

電
、

進
相

ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ﾝ
ｻ
が

全
て

直
列

ﾘ
ｱ
ｸ
ﾄ
ﾙ
付

き
の

場
合

に
γ

n
(
第

5
次

γ
5
:
0
.
7
、

第
7
次

γ
7
:
0
.
9
、

そ
の

他
は

1
)
を

、
ま

た
等

価
容

量
合

計
値

に
は

0
.
9
を

乗
じ

る
。

2

等
価

容
量

P
0
=
P

i×
κ

i

[
k
V
A
]

負
荷

名
称

回
路

分
類

細
分

番
号

台
数

5
.
0
5
8
 

A
C
P
-
1

1
1
.
0
0

電
動

機
容

量
[
k
W
]

入
力

定
格

容
量

[
k
V
A
]

1
3
.
1

高
　

　
調

　
　

波
　

　
発

　
　

生
　

　
機

　
　

器

1
5
.
4
9

8
.
6
3

6
.
1
9

3
.
6
9

0
.
3

3
0

2
.
8
1

 
給

水
ポ

ン
プ

P
W
-
1

2
.
2
0

三
相

1
2
.
8
1

3
-
3

1
1
3
.
7
5

1
0
0
.
1
2

2
5

8
.
9
7
 

1
,
9
0
7
.
0

1
0
2
.
1
1

7
0
.
2
0

5
5
.
7
8

0
.
2
5

5
5

0
.
5
5

1
.
8

3
.
4
7

1
3
2
.
3
6

1
8
3
.
2
8

3
-
3

4
-
1

3
-
3

2
.
3

1
.
8

3
2
.
6
5
2
 

4
3
.
6
4

4
1
.
0
2

三
相

の
場

合
：

I
1
＝

P
i・

単
相

の
場

合
：

I
1
＝

P
i・

1
,
0
0
0

 
[
m
A
]

1
8
.
1
4

三
相

2
1
.
8

 
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
1

2
1
.
8
0

A
C
P
-
3

1
.
5
0

1
8
.
5
0

9
.
0
7

 
パ

ッ
ケ

ー
ジ

A
C

1
.
6
2

2
3
.
5
8
 

2
4
5
.
8

1
,
1
4
6
.
0

7
3
.
7
5

1
3
.
1
0

2
.
3
6

2
.
2
1

0
.
5
5

5
5

1
1
.
8

3
-
3

5
2
.
9
5

3
1
.
5
2

2
9
.
6
2

1
,
5
8
6
.
8

 
 
 
 
 
 
 
年

 
 
 
月

 
 
 
日

各
　

次
　

数
　

高
　

調
　

波
　

電
　

流

高
　

調
　

波
　

流
　

出
　

電
　

流
　

発
　

生
　

量
　

算
　

定

機
器

最
大

稼
働

率
α

 
[
%
]

換
算

係
数
*
1

κ
i

2
0
.
1
7

1
8
.
9
1

1
3
.
8
7

I
n
 
[
m
A
]

1
.
8

合
　

計
 
[
m
A
]

各
次

数
高

調
波

上
限

値
 
[
m
A
]

抑
制

対
策

の
要

否
判

定

3
9
.
2
4
 

5
9
0
.
9

0
.
5
5

5
5

E
V

単
相

A
C
P
-
2

7
.
5
0

三
相

受
電

電
圧

 
[
k
V
]

 
マ

ル
チ

A
C
室

外
機

√
3
・

受
電

電
圧

[
k
V
]

1
,
0
0
0

等
価

容
量

合
計

値
 
P

0
×

0
.
9
*
2
 
[
k
V
A
]

限
 
度

 
値

 
[
k
V
A
]

高
調

波
流

出
量

に
よ

る
要

否
判

定
*
1

三
相

 
[
m
A
]

1
.
9
5

2
3
.
9
0

 
パ

ッ
ケ

ー
ジ

A
C

2
7
.
9
3

2
6
.
1
8

1
9
.
2
0

1
6
.
5
7

1
3
.
0
0

4
.
8
7

4
.
5
5

　
　

－
　

　
－

7
3
.
3
1

4
0
.
0
5

2
3
.
8
4

2
2
.
4
1

1
5
.
2
6

1
4
.
3
0

1
0
.
4
9

 
I

n
＝

I
1
・

・
γ

n
*
2
 
[
m
A
]

選
択

入
力

入
力

計
算
シ
ー
ト
下
表
を
参

考
に

手
入

力

計
算

式
の

説
明

・
5
次
～
1
1
次
で
抑
制
対
策
が
必
要
と
算
定
さ
れ
ま
し
た
。

・
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
で
す
。
（
次
頁
で
説
明
。
）



(
様

式
 
電

－
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)
 

　
高
調
波
流
出
電
流
計
算
書

建
物
名
称
 

受
電

電
圧

[
k
V
]
：

6
.
6

変
圧

器
容

量
合

計
 
[
k
V
A
]
：

1
5
0

想
定

契
約

電
力

 
[
k
W
]
：

1
0
5

契
約

電
力

に
よ

る
補

正
率

β
：

1
高

圧
受

電
の

進
相

ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ﾝ
ｻ
に

直
列

ﾘ
ｱ
ｸ
ﾄ
ﾙ
：

有

合
計

入
力

受
電

電
圧

ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ

負
荷

電
気

定
格

容
量

算
定

の
定

等
の

稼

記
号

方
式

P
i

格
電

流
動

率

[
k
V
A
]

I
1
 
[
m
A
]

κ
5
次

7
次

1
1
次

1
3
次

1
7
次

1
9
次

2
3
次

2
5
次

高
調

波
対

策

 
三

相
ﾌ
ﾞ
ﾘ
ｯ
ｼ
ﾞ
_
C
平

滑
 
直

流
ﾘ
ｱ
ｸ
ﾄ
ﾙ

 
三

相
ﾌ
ﾞ
ﾘ
ｯ
ｼ
ﾞ
_
C
平

滑
 
直

流
ﾘ
ｱ
ｸ
ﾄ
ﾙ

 
三

相
ﾌ
ﾞ
ﾘ
ｯ
ｼ
ﾞ
_
C
平

滑
 
直

流
ﾘ
ｱ
ｸ
ﾄ
ﾙ

 
単

相
ﾌ
ﾞ
ﾘ
ｯ
ｼ
ﾞ
_
C
平

滑
 
ﾘ
ｱ
ｸ
ﾄ
ﾙ
な

し
 
三

相
ﾌ
ﾞ
ﾘ
ｯ
ｼ
ﾞ
_
C
平

滑
 
直

流
ﾘ
ｱ
ｸ
ﾄ
ﾙ

 
備

考
　

各
次

数
高

調
波

電
流

上
限

値
は

次
に

よ
る

。
9
8
.
6

3
6
7
.
3
3

2
1
3
.
6
9

1
1
9
.
5
3

7
4
.
3
4

6
2
.
5
2

4
3
.
8
0

2
6
.
7
8

2
6
.
9
9

 
　

各
次

数
高

調
波

電
流

上
限

値
 
[
m
A
]

5
0
.
0

3
6
7
.
5

2
6
2
.
5

1
6
8
.
0

1
3
6
.
5

1
0
5
.
0

9
4
.
5

7
9
.
8

7
3
.
5

 
＝

次
数

毎
の

高
調

波
流

出
電

流
上

限
値

 
[
m
A
/
k
W
]

要
否

否
否

否
否

否
否

否

　
 
×

想
定

契
約

電
力

 
[
k
W
]

3
)
　

機
器

最
大

稼
働

率
の

算
定

　
　

4
)
　

高
調

波
電

流
発

生
量

の
算

出

 
1
)
　

高
調

波
発

生
機

器
の

等
価

容
量

の
算

定
2
)
　

受
電

電
圧

換
算

の
定

格
電

流
の

算
定

　
　

α
＝

κ
・

β
・

1
0
0

%
I

n
・

α

　
　

P
0
＝

Σ
(
κ

i・
P

i)
 
[
k
V
A
]

　
　

　
κ

：
ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ
等

の
稼

働
率

1
0
,
0
0
0

 
 
 
 
 
 
P

0
：

等
価

容
量

 
[
k
V
A
]

　
　

　
β

：
契

約
電

力
に

よ
る

補
正

率
　
I

n
：

各
次

数
高

調
波

電
流

 
[
m
A
]

　
　

　
κ

i：
換

算
計

数
%
I

n
：

高
調

波
電

流
発

生
率

 
[
%
]

　
　

　
P

i：
各

機
器

の
入

力
定

格
容

量
 
[
k
V
A
]

　
α

：
機

器
最

大
稼

働
率

　
I

1
：

受
電

電
圧

換
算

の
定

格
電

流
 
[
m
A
]

　
*
1
 
換

算
係

数
が

全
て

 
1
.
8
以

下
の

場
合

は
否

と
な

る
。

*
2
 
高

圧
受

電
、

進
相

ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ﾝ
ｻ
が

全
て

直
列

ﾘ
ｱ
ｸ
ﾄ
ﾙ
付

き
の

場
合

に
γ

n
(
第

5
次

γ
5
:
0
.
7
、

第
7
次

γ
7
:
0
.
9
、

そ
の

他
は

1
)
を

、
ま

た
等

価
容

量
合

計
値

に
は

0
.
9
を

乗
じ

る
。

単
相

の
場

合
：

I
1
＝

P
i・

1
,
0
0
0

 
[
m
A
]

受
電

電
圧

 
[
k
V
]

高
調

波
流

出
量

に
よ

る
要

否
判

定
*
1

抑
制

対
策

の
要

否
判

定

 
I

n
＝

I
1
・

・
γ

n
*
2
 
[
m
A
]

三
相

の
場

合
：

I
1
＝

P
i・

1
,
0
0
0

 
[
m
A
]

√
3
・

受
電

電
圧

[
k
V
]

等
価

容
量

合
計

値
 
P

0
×

0
.
9
*
2
 
[
k
V
A
]

合
　

計
 
[
m
A
]

限
 
度

 
値

 
[
k
V
A
]

各
次

数
高

調
波

上
限

値
 
[
m
A
]

1
0
.
4
9

2
5

1
0
0
.
1
2

5
5
.
7
8

4
0
.
0
5

2
3
.
8
4

2
2
.
4
1

2
1
.
8
0

3
-
3

1
.
8

3
9
.
2
4
 

1
,
9
0
7
.
0

0
.
2
5

 
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
E
V

1
8
.
5
0

三
相

2
1
.
8

1

1
6
.
5
7

1
3
.
0
0

4
.
8
7

4
.
5
5

　
　

－

1
5
.
2
6

1
4
.
3
0

　
　

－
8
.
9
7
 

5
9
0
.
9

0
.
5
5

5
5

1
1
3
.
7
5

7
0
.
2
0

8
.
6
4

 
パ

ッ
ケ

ー
ジ

A
C

A
C
P
-
3

1
.
5
0

単
相

1
.
9
5

2
3
.
9
0

4
-
1

2
.
3

4
5
.
9
0

3
2
.
9
0

1
9
.
6
3

1
8
.
4
5

1
2
.
5
6

1
.
7
7

1
.
8

3
2
.
6
5
2
 

1
,
5
8
6
.
8

0
.
5
5

5
5

8
0
.
3
2

8
.
5
0

6
.
2
4

 
パ

ッ
ケ

ー
ジ

A
C

A
C
P
-
2

7
.
5
0

三
相

9
.
0
7

2
1
8
.
1
4

3
-
3

5
7
.
6
5

3
3
.
1
8

2
3
.
8
2

1
4
.
1
8

1
3
.
3
2

9
.
0
7

3
-
3

1
.
8

2
3
.
5
8
 

1
,
1
4
6
.
0

0
.
5
5

5
5

2
.
3
6

2
.
2
1

1
.
6
2

 
マ

ル
チ

A
C
室

外
機

A
C
P
-
1

1
1
.
0
0

三
相

1
3
.
1

1
1
3
.
1
0

3
0

1
5
.
4
9

8
.
6
3

6
.
1
9

3
.
6
9

3
.
4
7

2
.
8
1

3
-
3

1
.
8

5
.
0
5
8
 

2
4
5
.
8

0
.
3

各
　

次
　

数
　

高
　

調
　

波
　

電
　

流

負
荷

名
称

台
数

I
n
 
[
m
A
]

 
給

水
ポ

ン
プ

P
W
-
1

2
.
2
0

三
相

2
.
8
1

1

 
 
 
 
 
 
 
年

 
 
 
月

 
 
 
日

高
　

　
調

　
　

波
　

　
発

　
　

生
　

　
機

　
　

器
高

　
調

　
波

　
流

　
出

　
電

　
流

　
発

　
生

　
量

　
算

　
定

電
動

機
容

量
[
k
W
]

入
力

定
格

容
量

[
k
V
A
]

回
路

分
類

細
分

番
号

換
算

係
数
*
1

κ
i

等
価

容
量

P
0
=
P

i×
κ

i

[
k
V
A
]

機
器

最
大

稼
働

率
α

 
[
%
]

計
算
シ
ー
ト
下
表
を
参

考
に

手
入

力

計
算

式
の

説
明

・
例
は
メ
ー
カ
ー
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
取
り
付
け
た
場
合
を
問
い
合
わ
せ
て
上
書
き
変
更

し
ま

し
た

。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
参
考
例
で
す
。

・
空
調
機
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
取
り
付
け
て
い
ま
す
と
申
請
す
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
の
計
算

書
提

出
は

要
求
さ
れ
ま
せ
ん
。
電
力
会
社
申
請
も
問
題
な
く
通
る
と
思
い
ま
す
。



参
考
資
料
（
設
計
基
準
よ
り
抜
粋
）
 

 

表
2
-1
1
 
イ
ン
バ
ー
タ
の
定
格
容
量
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表

2
-1
2
 
契
約
電
力

1
kW

当
た
り
の
高
調
波
流
出
電
流
上
限
値
 

受
電
電
圧
 

〔
k
V
〕
 

次
数
毎
の
高
調
波
流
出
電
流
上
限
値
〔
mA
/k
W
〕
 

5
次
 

7
次
 

1
1
次
 

1
3
次
 

1
7
次
 

1
9
次
 

2
3
次
 

2
3
次
超
過
 

6
.6
 

3
.5
 

2
.5
 

1
.6
 

1
.3
 

1
.0
 

0
.9
 

0
.7
6 

0
.7
0 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表

2
-1
3
 
想
定
契
約
電
力
算
出
係
数
 

       
 
 
 
 
 

備
考
 
・

受
変
電
設
備

の
総

容
量
に
つ

い
て

は
、
1
V
A
を

1
W
と
見
な
す

。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
想
定
契
約
電
力
は
電
気
事
業
者
と
の
協
議
に
よ
り
ま
す
が
、
不
明
な
場
合
は
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上
表
を
参
考
と
し
ま
す
。
 

  

備
考
 
J
E
M
-
T
R
2
0
1
「
特
定

需
要
家
に
お

け
る

汎
用
イ
ン

 

 
 
バ
ー

タ
の

高
調
波
電

流
計

算
方
法
」

よ
り

抜
粋

 

電
動
機
容
量
〔
k
W
〕
 

入
力
定
格
容
量
Ｐ
i〔

k
VA
〕 

0
.2
 

0
.3
5 

0
.4
 

0
.5
7 

0
.7
5 

0
.9
7 

1
.5
 

1
.9
5 

2
.2
 

2
.8
1 

3
.7
 

4
.6
1 

5
.5
 

6
.7
7 

7
.5
 

9
.0
7 

1
1 

1
3.
1 

1
5 

1
7.
6 

1
8.
5 

2
1.
8 

2
2 

2
5.
9 

3
0 

3
4.
7 

3
7 

4
2.
8 

4
5 

5
2.
1 

5
5 

6
3.
7 

最
初
の

5
0k
W
に
つ
き
 

8
0
％
 

次
の

5
0k
W
に
つ
き
 

7
0
％
 

次
の

2
00
kW

に
つ
き
 

6
0
％
 

次
の

3
00
kW

に
つ
き
 

5
0
％
 

6
00
kW

を
超
え
る
部
分
に
つ
き
 

4
0
％
 



電
路
計
算
書
 

 昔
の
電
圧
降
下
の
計
算
か
ら
幹
線
計
算
書
、
そ
し
て
平
成

18
年
版
迄
は
電
灯
幹
線
計
算
書
、
動
力
幹
線
計
算
書
と
各
々
別
シ
ー
ト
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
平
成

21
年

版
か
ら
電
路
計
算
書
（
幹
線
用
）
と
（
分
岐
配
線
用
）
と
計
算
書
そ
の
も
の
が

2
つ
に
分
か
れ
ま
し
た
。
平
成

2
7
年
版
の
計
算
書
作
成
の
手
引
は
平
成

2
1
年
版
と
ほ
と
ん

ど
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
計
算
書
様
式
の
中
で
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ッ
ク
の
低
減
率
を
入
れ
る
欄
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
設
計
基
準
平
成

27
年
版
か
ら
は

E
M-
FP
-C

ケ
ー
ブ
ル

の
許
容
電
流
値
が
紹
介
さ
れ
た
の
と

V
VF

ケ
ー
ブ
ル
、
I
V
電
線
が
消
却
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
で
も

V
VF
、
I
V
は
多
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
平
成

21
年
版
の
デ
ー

タ
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
 

 

ｅ
ｃ
ｏ
労
師
発
売
以
来

1
0
年
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
間
お
問
合
せ
に
つ
い
て
無
料
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
問
合
せ
は
こ
の
電
路
計
算
が
ほ
と
ん
ど
で

8
0
％
超

で
す
。
考
え
て
み
ま
す
と
照
度
計
算
、
高
調
波
、
テ
レ
ビ
、
電
話
、
太
陽
光
、
発
電
機
は
正
直
メ
ー
カ
ー
に
依
頼
す
れ
ば
対
応
し
て
く
れ
ま
す
が
幹
線
、
力
率
、
短
絡
電
流
、

変
圧

器
の

選
定

は
や
っ

て
く

れ
ま
せ

ん
の

で
当
然

で
す

。
こ
れ

迄
の

質
問
を

総
合

し
て
み

て
、

よ
り
解

り
易

い
入
力

例
ガ

イ
ド
ブ

ッ
ク

作
り
に

努
め

ま
し
た

。
各

々
計
算

書

シ
ー
ト
で
説
明
し
て
お
り
ま
す
が
幹
線
計
算
で
特
に
重
要
な
点
に
つ
い
て

4
項
目
記
し
て
お
き
ま
す
。
 

１
、

設
計

基
準

に
記
載

さ
れ

て
い
る

文
章

を
参
考

に
し

ま
す
と

電
灯

幹
線
の

保
護

は
過
負

荷
及

び
短
絡

の
保

護
を
行

う
。

動
力
幹

線
の

保
護
は

短
絡

保
護
を

行
う

と
あ
り

ま

す
。

つ
ま
り
電

灯
主

幹
ブ
レ

ー
カ

ー
は
過

負
荷
（

過
電

流
）
の

保
護

を
行
う

た
め

電
線
ケ

ー
ブ

ル
は
主

幹
ブ

レ
ー
カ

ー
よ

り
大
き

な
許

容
電
流

を
も

っ
た
電

線
を

布
設

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
単
純
に
し
て
簡
単
で
す
。
 

２
、

動
力

幹
線

は
短
絡

の
み

で
す
（

但
し

、
分
岐

回
路

は
過
負

荷
及

び
短
絡

の
保

護
で
す

）
の

で
過
電

流
と

は
書
い

て
お

り
ま
せ

ん
。

盤
の
頭

は
端

子
で
も

良
い

の
で
す

。

内
線
規
程
で
要
約
し
ま
す
と
幹
線
の
太
さ
は
電
動
機
の
定
格
電
流
の
合
計
が

5
0A

以
下
の
場
合
は
そ
の
定
格
電
流
の

1
.2
5
倍
、
5
0
A
を
超
え
る
場
合
は

1.
1
倍
と
規
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
合
計
と
あ
り
ま
す
が
単
独
で
も
同
じ
で
す
。
そ
し
て
電
動
機
に
供
給
す
る
分
岐
回
路
の
電
線
は
過
電
流
遮
断
器
の
定
格
の

4
0％

以
上
の
許
容
電
流

の
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
逆
に
考
え
る
と
定
格
電
流
が

4
5A

で
あ
っ
た
と
す
る
と
電
灯
ブ
レ
ー
カ
ー
は

5
0A

と
し
ま
す
が
動
力
は

4
5A
×
1.
25

倍
＝
57
A
以
上

の
電
線
を
布
設
す
れ
ば
ブ
レ
ー
カ
ー
は

12
5A

で
も
構
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

３
、
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ッ
ク
は
多
数
の
ケ
ー
ブ
ル
が
ふ
設
さ
れ
ま
す
。
何
列
ふ
設
す
る
か
は
計
算
シ
ー
ト
の
下
に
あ
る
表
を
参
考
に
低
減
率
を
算
出
し
ま
す
。
 

４
、
E
M-
IE
、
H
IV

の
許
容
電
流
は
同
じ
で
す
が
設
計
基
準
に
あ
る
電
流
値
は
周
囲
温
度

4
0
℃
で
す
。
内
線
規
程
は

3
0
℃
で
す
の
で
承
知
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
ま
た

IV
は

I
E
よ
り
、
V
VF

は
E
EF

よ
り
許
容
電
流
は
相
当
小
さ
く
な
り
ま
す
。
内
線
規
程
の

IV
と
設
計
基
準
の

IE
は
余
り
変
わ
ら
な
い
と
考
え
る
の
は
大
間
違
い
で
す
。
内
線

規
程
は
周
囲
温
度

3
0
℃
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
下
さ
い
。
 

５
、
次
ペ
ー
ジ
よ
り
入
力
例
で
説
明
し
て
い
き
ま
す
が
、
様
式
は
Ｈ
2
7
年
版
を
改
良
し
て
い
ま
す
。
Ｈ
2
7
年
版
様
式
が
最
も
使
い
易
い
様
式
で
す
。
Ｈ
3
0
年
版
、
Ｒ
3
年
版

も
少
し
様
式
を
変
更
し
て
い
ま
す
が
使
い
に
く
い
で
す
。
Ｈ
2
7
年
版
様
式
で
も
デ
ー
タ
は
令
和

3
年
版
を
採
用
し
て
い
ま
す
の
で
安
心
し
て
下
さ
い
。
 



電
路
計
算
書
（
幹
線
用
）
電
灯
回
路
の
説
明
－
１
 

・
建
物
名
称
と
日
付
は
表
紙
に
入
力
す
る
こ
と
で
連
動
し
て
自
動
入
力
さ
れ
ま
す
。
 

１
、
周
波
数
の
選
択
は
必
須
で
す
。
周
波
数
に
よ
っ
て
リ
ア
ク
タ
ン
ス
が
変
わ
り
ま
す
（
抵
抗
は
一
定
）
の
で
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
も
少
し
変
化
し
ま
す
。
 

２
、
電
気
方
式
、
電
圧
は
リ
ス
ト
選
択
し
ま
す
。
幹
線
番
号
、
負
荷
名
称
は
手
入
力
し
ま
す
。
入
力
し
な
く
て
も
計
算
式
に
は
関
係
し
ま
せ
ん
。
 

３
、
ブ
レ
ー
カ
ー
容
量
、
こ
う
長
は
手
入
力
で
す
。
系
統
の
横
線
は
入
れ
な
く
て
も
計
算
式
に
は
関
係
し
ま
せ
ん
。
 

４
、
設
計
負
荷
電
流
は
手
入
力
で
す
。
例
え
ば
計
算
す
る
電
灯
盤
の
負
荷
容
量
が

1
6k
VA

あ
る
と
し
て
平
衡
が
と
れ
て
い
れ
ば

2
00
V
で
割
算
す
る
と

8
0A

と
な
り
ま
す
。
 

 
 
設
計
基
準
で
は
左
相
と
中
性
線
、
右
相
と
中
性
線
は
平
衡
し
て
い
な
い
た
め
大
き
い
方
の
電
流
値
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
一
般
的
に
は
負
荷
容
量
を
 

2
00

で
割
算
し
て
も
よ
ろ
し
い
か
と
考
え
ま
す
。
 

５
、
負
荷
の
力
率
は
右
の
ド
ロ
ッ
プ
ダ
ウ
ン
リ
ス
ト
よ
り
電
灯
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
選
択
し
ま
す
。
自
動
的
に

0
.
9
5
と
入
力
さ
れ
ま
す
。
0
.9
5
の
根
拠
は
設
計
基
準
で
す
。

続
い
て
許
容
電
圧
降
下
値
を
手
入
力
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
（
表

2-
8
参
照
。
）
 

６
、
次
に
配
線
方
式
を
リ
ス
ト
よ
り
選
択
し
、
配
線
種
別
を
選
ん
で
サ
イ
ズ
を
選
択
し
ま
す
。
入
力
例
で

22
mm

2
を
選
択
し
ま
す
と
許
容
電
流
と
電
圧
降
下
に
赤
数
値
が
出

ま
す
。
こ
れ
は
不
可
で
す
と
の
意
味
で
す
。
 

７
、
許
容
電
圧
降
下
を

3
V
と
す
る
と

2
.
56
V
が
黒
に
変
わ
り
ま
す
が
許
容
電
流
は

9
2
V
と
赤
の
ま
ま
で
す
。
こ
れ
は
電
灯
回
路
は
ブ
レ
ー
カ
ー
の
容
量
以
上
の
許
容
電
流

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
 

８
、
次
に
計
算
式
を
正
解
と
す
る
た
め
に

2
2m
m
2
を

38
mm

2
に
ワ
ン
サ
イ
ズ
ア
ッ
プ
し
ま
す
と
全
て
黒
数
値
に
変
わ
り
ま
す
。
3
8m
m
2
を
選
択
す
る
の
が
正
解
で
す
。
 

９
、
C
ET
（
CV
T
）
を
選
択
し
た
の
に
数
値
が
違
う
と
い
う
質
問
が
あ
り
ま
す
が
中
性
線
は
本
数
に
算
入
し
ま
せ
ん
の
で

C
ED
（
C
VD
）
の
許
容
電
流
値
が
入
力
さ
れ
ま
す
。
 

表
2
-8
 
電
圧
降
下
 

         ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
 

１
、
電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
の
許
容
電
流
値
は
ブ
レ
ー
カ
ー
容
量
よ
り
大
き
く
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
 

 
こ
う
長
 

電
圧
降
下
 

幹
 
線
 

分
 
岐
 

一
般
供
給
の
場
合
 

6
0
ｍ
以
下
 

2
％
以
下
 

2
％
以
下
 

1
20
ｍ
以
下
 

4
％
以
下
 

2
00
ｍ
以
下
 

5
％
以
下
 

変
電
設
備
の
あ
る
場
合
 

6
0
ｍ
以
下
 

3
％
以
下
 

2
％
以
下
 

1
20
ｍ
以
下
 

5
％
以
下
 

2
00
ｍ
以
下
 

6
％
以
下
 



(
様
式
 
電
－
８
－
１
)
 

　
電
路
計
算
書
（
幹
線
用
）

建
物

名
称

 
Ｅ

Ｃ
Ｏ

労
師

ビ
ル

新
築

工
事

周
波
数
 
[
H
z
]
：

6
0

幹
線
保

電
圧

護
用
遮

こ
う
長

設
計
負
荷

負
荷
の

種
別
及
び

許
容

電
線
1
k
m
あ

地
中
管
路
の

電
気
方
式

断
器
定

系
統

負
荷
名
称

電
流

力
率

断
面
積

電
流

た
り
の
ｲ
ﾝ

単
一
配
線

分
岐
が
あ

備
考

埋
設
深
さ

格
電
流

ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

の
る
場
合
の

絶
縁
電
線
の
場
合

地
中
管
路
の

[
V
]

[
A
]

ℓ
 
[
ｍ
]

[
A
]

I
 
[
A
]

c
o
s
θ

A 
[
m
m
2
]

[
A
]

Z
 
[
Ω
/
k
m
]

電
圧
降
下

合
計

[
V
]

の
本
数

管
路
数

E
M
-
C
E
T

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

2
2

E
M
-
C
E
T

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

2
2

E
M
-
C
E
T

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

3
8

 
電
圧
降
下
に
よ
る
電
線
太
さ
の
算
出

こ
こ
に
、

e
：

各
線
間
の
電
圧
降
下
 
[
V
]

K
'
：

電
気
方
式
に
よ
る
係
数

係
数

 
K
'
I

lZ
I
：

設
計
負
荷
電
流
 
[
A
]

 
単
相
2
線
式

2

1
,
0
0
0

ℓ
：

こ
う
長
 
[
m
]

 
三
相
3
線
式

√
3

　
　
中
性
線
が
あ
る
場
合
は
中
性
線
と
の
電
圧
降
下

Z
：

電
線
1
k
m
あ
た
り
の
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ
 
[
Ω
/
k
m
]

 
単
相
3
線
式
、
三
相
4
線
式

1

K
'
：
電
気
方
式
に
よ
る
係
数

回
路
の
電
気
方
式

 
e
＝

 
[
V
]

1
.
0
0

1
2
5
.
0

0
.
6
3
2

1
.
5
2

2
.
0

3
0
.
0

 
L
-
1
-
1

1
0
0

8
0
.
0

0
.
9
5

保
護
管
配
線

 
L
-
N
-
2

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
0
0

1
.
0
0

9
2
.
0

1
.
0
6
5

2
.
5
6

3
.
0

 
L
-
1
-
1

1
0
0

8
0
.
0

0
.
9
5

保
護
管
配
線

1
.
0
0

 
L
-
N
-
1

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
0
0

3
0
.
0

9
2
.
0

1
.
0
6
5

2
.
5
6

2
.
0

3
0
.
0

 
L
-
1
-
1

1
0
0

8
0
.
0

0
.
9
5

保
護
管
配
線

 
L
-
N
-
1

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
0
0

ﾄ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ﾀ
ﾞ
ｳ
ﾝ
ﾘ
ｽ
ﾄ
よ
り
選
択

絶
縁
電
線
の

場
合
の
周
囲

温
度
 
(
入
力

無
し
の
場
合

は
4
0
℃
)

低
減
率

配
線
方
式

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

ﾗ
ｯ
ｸ
の

場
合
の

低
減
率

負
荷
の
種
類

2
0
2
2
年
 
8
月
 
1
5
日

幹
線
番
号

又
は
名
称

主
幹
器
具

定
格
電
流

電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル

各
線
間
の
電
圧
降
下

e
 
[
V
]

許
容
電

圧
降
下

・
周
波
数
の
選
択
は
必
須
で
す
！

周
波
数
に
よ
っ
て
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
は
変
わ
り
ま
す
。

ケ
ー

ブ
ル

の
場

合
は

選
択

必
要

あ
り

ま
せ

ん



電
路
計
算
書
（
幹
線
用
）
電
灯
回
路
の
説
明
－
２
 

 

・
絶
縁
電
線
を
配
管
内
に
入
線
し
た
場
合
を
説
明
し
ま
す
。
（
幹
線
番
号
、
系
統
横
線
、
負
荷
名
称
は
省
略
し
て
い
ま
す
。）

 

 １
、
E
M-
IE

も
H
IV

の
許
容
電
流
は
同
じ
で
す
（
設
計
基
準
参
照
）。

周
波
数
の
選
択
は
必
須
で
す
。
 

２
、
注
意
す
べ
き
点
は
設
計
基
準
の
許
容
電
流
値
は
周
囲
温
度

4
0℃

の
場
合
で
す
。
内
線
規
程
は
周
囲
温
度

3
0
℃
の
値
で
す
の
で
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
も

状
況
か
ら
判
断
し
て

3
0
℃
で
良
い
と
な
れ
ば
入
力
例
の
右
側
欄
に

30
と
入
力
し
て
下
さ
い
。
4
0℃

以
上
（
例
 5
0
℃
）
の
場
合
も
同
様
で
す
。
 

３
、
上
段
か
ら
説
明
し
ま
す
と

I
E2
2m
m
2
を
選
択
す
る
と
許
容
電
流
、
電
圧
降
下
共
に
赤
数
値
と
な
り
、
2
2m
m
2
で
は
不
可
と
な
り
ま
す
。
 

４
、
次
に

3
8m
m
2
に
す
る
と
Ｏ
Ｋ
で
す
。
説
明
用
と
し
て
区
別
し
て
い
ま
す
が

2
2m
m
2
で
ダ
メ
で
あ
れ
ば

2
2m
m
2
の
と
こ
ろ
で
再
度

3
8m
m
2
を
選
択
し
直
し
て
下
さ
い
。
 

５
、
下
段
は
同
じ

3
8m
m
2
で
も
周
囲
温
度

30
℃
、
5
0℃

に
し
て
み
る
と
許
容
電
流
値
が
変
わ
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。
こ
の
数
値
は
設
計
基
準
補
正
係
数
の
式
を
参
考
と

し
て
い
ま
す
。
 

６
、
設
計
基
準

H
27

年
版
か
ら

IV
電
線
が
消
去
さ
れ
て
い
ま
す
。
民
間
物
件
で
は

IV
電
線
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
I
V
も
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
も
周
囲
温
度

4
0
℃
の
場
合
で
電
流
値
は

H
21

年
版
の
補
正
係
数
の
式
よ
り
求
め
て
い
ま
す
。
 

  ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
 

１
、
E
M-
IE

と
H
IV

の
許
容
電
流
は
同
じ
で
す
。
 

２
、
こ
の
ソ
フ
ト
で
自
動
入
力
さ
れ
る
許
容
電
流
値
は
周
囲
温
度

40
℃
の
場
合
で
す
。
 

３
、
中
性
線
と
接
地
線
は
本
数
に
算
入
し
ま
せ
ん
。
例
え
ば

I
E2
2□

×
3
、
E
5.
5
□
（
3
1
）
の
場
合
で
も
右
ド
ロ
ッ
プ
ダ
ウ
ン
リ
ス
ト
の

3
本
以
下
を
選
択
し
て
下
さ
い
。
 

  



(
様
式
 
電
－
８
－
１
)
 

　
電
路
計
算
書
（
幹
線
用
）

建
物

名
称

 
Ｅ

Ｃ
Ｏ

労
師

ビ
ル

新
築

工
事

周
波
数
 
[
H
z
]
：

6
0

幹
線
保

電
圧

護
用
遮

こ
う
長

設
計
負
荷

負
荷
の

種
別
及
び

許
容

電
線
1
k
m
あ

地
中
管
路
の

電
気
方
式

断
器
定

系
統

負
荷
名
称

電
流

力
率

断
面
積

電
流

た
り
の
ｲ
ﾝ

単
一
配
線

分
岐
が
あ

備
考

埋
設
深
さ

格
電
流

ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

の
る
場
合
の

絶
縁
電
線
の
場
合

地
中
管
路
の

[
V
]

[
A
]

ℓ
 
[
ｍ
]

[
A
]

I
 
[
A
]

c
o
s
θ

A 
[
m
m
2
]

[
A
]

Z
 
[
Ω
/
k
m
]

電
圧
降
下

合
計

[
V
]

の
本
数

管
路
数

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

2
2

3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

3
8

3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

3
8

3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

3
8

3
本
以
下

 
電
圧
降
下
に
よ
る
電
線
太
さ
の
算
出

こ
こ
に
、

e
：

各
線
間
の
電
圧
降
下
 
[
V
]

K
'
：

電
気
方
式
に
よ
る
係
数

係
数

 
K
'
I

lZ
I
：

設
計
負
荷
電
流
 
[
A
]

 
単
相
2
線
式

2

1
,
0
0
0

ℓ
：

こ
う
長
 
[
m
]

 
三
相
3
線
式

√
3

　
　
中
性
線
が
あ
る
場
合
は
中
性
線
と
の
電
圧
降
下

Z
：

電
線
1
k
m
あ
た
り
の
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ
 
[
Ω
/
k
m
]

 
単
相
3
線
式
、
三
相
4
線
式

1

K
'
：
電
気
方
式
に
よ
る
係
数

回
路
の
電
気
方
式

 
e
＝

 
[
V
]

1
.
0
0

1
2
2
.
0

0
.
5
9
8

1
.
4
4

2
.
0

1
0
0

8
0
.
0

1
0
0

8
0
.
0

0
.
9
5

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
0
0

0
.
9
5

保
護
管
配
線

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
0
0

3
0
.
0

1
2
2
.
0

0
.
5
9
8

1
.
4
4

3
0
.
0

保
護
管
配
線

1
.
0
0

2
.
0

1
.
0
0

1
2
2
.
0

0
.
5
9
8

1
.
4
4

2
.
0

3
0
.
0

1
0
0

8
0
.
0

0
.
9
5

保
護
管
配
線

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
0
0

1
.
0
0

8
6
.
0

0
.
9
8
6

2
.
3
7

2
.
0

3
0
.
0

1
0
0

8
0
.
0

0
.
9
5

保
護
管
配
線

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
0
0

ﾄ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ﾀ
ﾞ
ｳ
ﾝ
ﾘ
ｽ
ﾄ
よ
り
選
択

絶
縁
電
線
の

場
合
の
周
囲

温
度
 
(
入
力

無
し
の
場
合

は
4
0
℃
)

低
減
率

配
線
方
式

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

ﾗ
ｯ
ｸ
の

場
合
の

低
減
率

負
荷
の
種
類

2
0
2
2
年
 
8
月
 
1
5
日

幹
線
番
号

又
は
名
称

主
幹
器
具

定
格
電
流

電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル

各
線
間
の
電
圧
降
下

e
 
[
V
]

許
容
電

圧
降
下

Ｉ
Ｅ

、
Ｉ

Ｖ
の

場
合

は
選

択
し

て
下

さ
い



電
路
計
算
書
（
幹
線
用
）
電
灯
回
路
の
説
明
－
３
 

 

・
分
岐
の
あ
る
場
合
の
計
算
式
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
 

 １
、
周
波
数
の
選
択
は
必
須
で
す
。
前
頁
で
は

6
0H
z
で
し
た
が

5
0H
z
に
し
て
計
算
し
ま
す
。
 

前
頁

I
E-
38
mm

2
の
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
は

0
.5
9
8
で
し
た
が

5
0H
z
で
は

0.
5
92

と
少
し
小
さ
な
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

２
、
上
段
の
分
岐
は
各
々
設
計
電
流

3
9A
、
ブ
レ
ー
カ
ー
4
0A

と
同
じ
で
あ
る
た
め

8m
m
2
を
選
択
し
て
み
ま
し
た
。
 

 
 
L
-2
-2

の
幹
線
の
電
流
値

4
6A

が
赤
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
分
岐
配
線
は

8
ｍ
を
超
え
る
た
め
主
幹
ブ
レ
ー
カ
ー
の

5
5
％
以
上
、
つ
ま
り

5
5A

以
上
の
許
容

電
流
の
あ
る
電
線
で
あ
る
こ
と
が
満
足
で
き
て
い
な
い
た
め
で
す
。
ま
た
電
圧
降
下
も

3
％
以
内
を
目
標
と
し
て
い
る
の
に
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
 

３
、
L
-2
-2

の
分
岐
幹
線
を

14
mm

2
に
サ
イ
ズ
ア
ッ
プ
す
る
と
許
容
電
流
、
電
圧
降
下
共
に
Ｏ
Ｋ
と
な
り
ま
す
。
 

４
、
合
計
値
、
備
考
欄
は
手
入
力
で
す
。
 

  ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
 

幹
線
よ
り
分
岐
さ
れ
た
細
い
幹
線
の
許
容
電
流
値
 

3
ｍ
<
Ｌ
≦
8
ｍ
の
場
合
 

幹
線
保
護
用
遮
断
器
定
格
電
流
の

3
5
％
以
上
 

Ｌ
>
8
ｍ
の
場
合
 

幹
線
保
護
用
遮
断
器
定
格
電
流
の

5
5
％
以
上
 

 



(
様
式
 
電
－
８
－
１
)
 

　
電
路
計
算
書
（
幹
線
用
）

建
物

名
称

 
E
C
O
労

師
ビ

ル
新

築
工

事

周
波
数
 
[
H
z
]
：

5
0

幹
線
保

電
圧

護
用
遮

こ
う
長

設
計
負
荷

負
荷
の

種
別
及
び

許
容

電
線
1
k
m
あ

地
中
管
路
の

電
気
方
式

断
器
定

系
統

負
荷
名
称

電
流

力
率

断
面
積

電
流

た
り
の
ｲ
ﾝ

単
一
配
線

分
岐
が
あ

備
考

埋
設
深
さ

格
電
流

ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

の
る
場
合
の

絶
縁
電
線
の
場
合

地
中
管
路
の

[
V
]

[
A
]

ℓ
 
[
ｍ
]

[
A
]

I
 
[
A
]

c
o
s
θ

A 
[
m
m
2
]

[
A
]

Z
 
[
Ω
/
k
m
]

電
圧
降
下

合
計

[
V
]

の
本
数

管
路
数

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

3
8

3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

8
3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

8
3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

3
8

3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

8
3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

1
4

3
本
以
下

 
電
圧
降
下
に
よ
る
電
線
太
さ
の
算
出

こ
こ
に
、

e
：

各
線
間
の
電
圧
降
下
 
[
V
]

K
'
：

電
気
方
式
に
よ
る
係
数

係
数

 
K
'
I

lZ
I
：

設
計
負
荷
電
流
 
[
A
]

 
単
相
2
線
式

2

1
,
0
0
0

ℓ
：

こ
う
長
 
[
m
]

 
三
相
3
線
式

√
3

　
　
中
性
線
が
あ
る
場
合
は
中
性
線
と
の
電
圧
降
下

Z
：

電
線
1
k
m
あ
た
り
の
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ
 
[
Ω
/
k
m
]

 
単
相
3
線
式
、
三
相
4
線
式

1

低
減
率

配
線
方
式

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

ﾗ
ｯ
ｸ
の

場
合
の

低
減
率

負
荷
の
種
類

2
0
2
2
年
 
8
月
 
1
5
日

幹
線
番
号

又
は
名
称

主
幹
器
具

定
格
電
流

電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル

各
線
間
の
電
圧
降
下

e
 
[
V
]

許
容
電

圧
降
下

保
護
管
配
線

 
L
-
N
-
2
分
岐
例

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
0
0

ﾄ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ﾀ
ﾞ
ｳ
ﾝ
ﾘ
ｽ
ﾄ
よ
り
選
択

絶
縁
電
線
の

場
合
の
周
囲

温
度
 
(
入
力

無
し
の
場
合

は
4
0
℃
)

0
.
9
5

保
護
管
配
線

1
.
0
0

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

5
.
0

1
2
2
.
0

0
.
5
9
2

1
.
3
9

3
.
0

3
0
.
0

7
8
.
0

0
.
9
5

3
9
.
0

0
.
9
5

保
護
管
配
線

4
6
.
0

1
.
0
0

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

2
0
.
0

 
L
-
2
-
2

4
6
.
0

2
.
7
0
2

0
.
5
3

1
.
9
2

3
.
0

O
K

 
L
-
2
-
1

4
0

3
9
.
0

1
.
0
0

2
.
7
0
2

2
.
1
1

3
.
5
0

3
.
0

N
G

6
0

 
分
岐
例
の
正
解

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
0
0

3
0
.
0

1
.
0
0

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

5
.
0

 
L
-
2
-
1

1
2
2
.
0

0
.
5
9
2

1
.
3
9

3
.
0

7
8
.
0

0
.
9
5

保
護
管
配
線

1
.
0
0

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

2
0
.
0

 
L
-
2
-
2

6
0

2
.
7
0
2

0
.
5
3

1
.
9
2

3
.
0

O
K

4
0

3
9
.
0

0
.
9
5

保
護
管
配
線

4
6
.
0

3
.
0

O
K

1
.
0
0

3
9
.
0

0
.
9
5

保
護
管
配
線

6
6
.
0

1
.
5
3
1

1
.
2
0

2
.
5
9

K
'
：
電
気
方
式
に
よ
る
係
数

回
路
の
電
気
方
式

 
e
＝

 
[
V
]



電
路
計
算
書
（
幹
線
用
）
電
灯
回
路
の
説
明
－
４
 

 

・
地
中
埋
設
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
 

 １
、
こ
う
長
が

7
0ｍ

（
6
0
ｍ
以
上
）
あ
る
た
め
、
と
り
あ
え
ず
許
容
電
圧
降
下
を

4
％
（
4
V
）
と
し
て
計
算
し
ま
す
。
 

２
、
上
の

2
段
に
許
容
電
流
値
が
入
ら
な
い
の
は
右
の
管
路
数
が
選
択
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
す
。
管
路
数
の
選
択
入
力
は
必
須
で
す
。
 

３
、
中
の

3
段
は
地
中
管
路
の
埋
設
深
さ
を

3
00
、
60
0
、
1,
20
0
と

3
種
類
を
計
算
し
ま
し
た
。
許
容
電
流
値
が
各
々
異
な
り
ま
す
。
 

 
 
設
計
基
準
の
構
内
線
路
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
参
考
迄
に

3
00

の
場
合
の
基
礎
温
度
は

3
2℃

、
6
00

の
場
合
は

2
5
℃
で
す
。
 

 
 
1
,2
00

の
場
合
は

6
00

に
比
較
し
て

5％
程
度
減
少
す
る
と
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

４
、
下
段
に
#V
AL
UE
!
が
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
中
管
路
に

E
M-
IE
（
絶
縁
電
線
）
を
選
択
し
た
た
め
で
す
。
地
中
埋
設
は
ケ
ー
ブ
ル
配
線
で
す
。
 

  ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
 

１
、
地
中
管
路
に
入
線
す
る
の
は

C
E(
CV
）
ケ
ー
ブ
ル
、
C
ET
（
CV
T）

ケ
ー
ブ
ル
で
す
。
I
E
（
IV
）
は
不
可
で
す
。
 

２
、
埋
設
深
さ
は
深
い
程
、
許
容
電
流
値
が
ア
ッ
プ
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
G
L-
1,
20
0
は
-6
00

に
比
べ
て

5
％
減
少
し
ま
す
。
 

 



(
様
式
 
電
－
８
－
１
)
 

　
電
路
計
算
書
（
幹
線
用
）

建
物

名
称

 
E
C
O
労

師
ビ

ル
新

築
工

事

周
波
数
 
[
H
z
]
：

5
0

幹
線
保

電
圧

護
用
遮

こ
う
長

設
計
負
荷

負
荷
の

種
別
及
び

許
容

電
線
1
k
m
あ

地
中
管
路
の

電
気
方
式

断
器
定

系
統

負
荷
名
称

電
流

力
率

断
面
積

電
流

た
り
の
ｲ
ﾝ

単
一
配
線

分
岐
が
あ

備
考

埋
設
深
さ

格
電
流

ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

の
る
場
合
の

絶
縁
電
線
の
場
合

地
中
管
路
の

[
V
]

[
A
]

ℓ
 
[
ｍ
]

[
A
]

I
 
[
A
]

c
o
s
θ

A 
[
m
m
2
]

[
A
]

Z
 
[
Ω
/
k
m
]

電
圧
降
下

合
計

[
V
]

の
本
数

管
路
数

E
M
-
C
E
T

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

D
=
3
0
0

3
8

E
M
-
C
E
T

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

D
=
6
0
0

3
8

E
M
-
C
E
T

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

D
=
3
0
0

3
8

2
管

E
M
-
C
E
T

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

D
=
6
0
0

3
8

2
管

E
M
-
C
E
T

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

D
=
1
,
2
0
0

3
8

2
管

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

D
=
6
0
0

3
8

3
本
以
下

2
管

 
電
圧
降
下
に
よ
る
電
線
太
さ
の
算
出

こ
こ
に
、

e
：

各
線
間
の
電
圧
降
下
 
[
V
]

K
'
：

電
気
方
式
に
よ
る
係
数

係
数

 
K
'
I

lZ
I
：

設
計
負
荷
電
流
 
[
A
]

 
単
相
2
線
式

2

1
,
0
0
0

ℓ
：

こ
う
長
 
[
m
]

 
三
相
3
線
式

√
3

　
　
中
性
線
が
あ
る
場
合
は
中
性
線
と
の
電
圧
降
下

Z
：

電
線
1
k
m
あ
た
り
の
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ
 
[
Ω
/
k
m
]

 
単
相
3
線
式
、
三
相
4
線
式

1

低
減
率

配
線
方
式

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

ﾗ
ｯ
ｸ
の

場
合
の

低
減
率

負
荷
の
種
類

2
0
2
2
年
 
8
月
 
1
5
日

幹
線
番
号

又
は
名
称

主
幹
器
具

定
格
電
流

電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル

各
線
間
の
電
圧
降
下

e
 
[
V
]

許
容
電

圧
降
下

地
中
保
護
管
配
線

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
0
0

ﾄ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ﾀ
ﾞ
ｳ
ﾝ
ﾘ
ｽ
ﾄ
よ
り
選
択

絶
縁
電
線
の

場
合
の
周
囲

温
度
 
(
入
力

無
し
の
場
合

は
4
0
℃
)

0
.
9
5

地
中
保
護
管
配
線

1
.
0
0

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
0
0

7
0
.
0

0
.
6
2
5

3
.
9
4

4
.
0

7
0
.
0

1
0
0

9
0
.
0

0
.
9
5

1
.
0
0

0
.
6
2
5

3
.
9
4

4
.
0

1
0
0

9
0
.
0

1
.
0
0

9
0
.
0

0
.
9
5

地
中
保
護
管
配
線

1
2
0
.
0

0
.
6
2
5

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
0
0

7
0
.
0

1
0
0

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
0
0

3
.
9
4

4
.
0

1
.
0
0

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
0
0

7
0
.
0

1
3
5
.
0

0
.
6
2
5

3
.
9
4

4
.
0

7
0
.
0

1
0
0

9
0
.
0

0
.
9
5

地
中
保
護
管
配
線

0
.
9
5

1
2
8
.
2

0
.
6
2
5

3
.
9
4

4
.
0

1
0
0

9
0
.
0

0
.
9
5

地
中
保
護
管
配
線

地
中
保
護
管
配
線

1
.
0
0

4
.
0

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
0
0

0
.
5
9
2

3
.
7
3

7
0
.
0

1
0
0

9
0
.
0

0
.
9
5

K
'
：
電
気
方
式
に
よ
る
係
数

回
路
の
電
気
方
式

 
e
＝

 
[
V
]

管
路

数
選

択
し

て
下

さ
い

。

地
中

管
路

は
ケ

ー
ブ

ル
で

す
。



ケ
ー
ブ
ル
ラ
ッ
ク
許
容
電
流
計
算
書
の
説
明
 

 

・
動
力
回
路
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
 

 １
、
こ
こ
で
は
説
明
用
と
し
て
動
力
の
み
入
力
し
て
い
ま
す
が
、
電
灯
も
一
緒
に
計
算
で
き
ま
す
。
 

２
、
電
灯
回
路
の
考
え
方
は
ブ
レ
ー
カ
ー
の
定
格
電
流
以
上
の
許
容
電
流
の
あ
る
ケ
ー
ブ
ル
を
選
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
説
明
し
ま
し
た
。
 

 
 
動
力
は
少
し
考
え
方
が
異
な
り
ま
す
。
 

３
、
内
線
規
程
で
「
電
動
機
に
供
給
す
る
幹
線
の
太
さ
は
そ
の
幹
線
に
接
続
す
る
電
動
機
の
定
格
電
流
が

50
A
以
下
の
場
合
は
、
そ
の
定
格
電
流
の

1.
25

倍
、
 

 
 
5
0A

を
超
え
る
場
合
は

1.
1
倍
と
す
る
。」

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
文
言
が
令
和

3
年
度
設
計
基
準

P8
1
に
初
め
て
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
様
式
 

 
 
で
は
最
大
電
流
（
規
約
電
流
）
し
か
な
か
っ
た
の
が
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

P
8
～
P1
0
に
追
加
し
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
下
さ
い
。
 

４
、
最
上
段
の

P
-N
-1

の
回
路
で
説
明
し
ま
す
と
設
計
電
流

3
5A

は
2
8A

に
1
.2
5
倍
し
た
値
で
す
。
3
5A
÷
低
減
率

0
.7
=5
0.
1
と
入
り
ま
す
。
 

 
 
E
M-
CE

を
選
定
す
る
と

8m
m
2
が
自
動
入
力
さ
れ
ま
す
。
8
mm

2
の
許
容
電
流
は

5
4A

で
す
の
で
低
減
率

0
.7

を
掛
算
す
る
と

37
.8
A
と
な
り
ま
す
。
 

 
 
P
-N
-5

の
回
路
で
説
明
し
ま
す
と
設
計
負
荷
電
流
が

1
00
A
な
の
で

1
00
A
÷
低
減
率

0
.7
＝
14
2
.8
5
 
∴
1
42
.
9
と
入
り
ま
す
。
 

 
 
E
M-
CE
T
を
選
定
す
る
と

3
8m
m
2
が
自
動
入
力
さ
れ
ま
す
。
3
8m
m
2
の
許
容
電
流
は

1
55
A
で
す
の
で
低
減
率

0.
7
を
掛
算
す
る
と

1
08
.5
A
と
な
り
ま
す
。
 

５
、
下
段
は

P-
N-
1
と

P-
N-
5
を
検
証
し
て
み
た
も
の
で
す
。
経
験
豊
富
な
人
は
設
計
電
流

3
5A

で
あ
れ
ば

5
.5
m
m
2
～
8m
m
2 、

10
0A

で
あ
れ
ば

3
8m
m
2
で
十
分
と
考
え
る
と

推
測
し
ま
す
が
ケ
ー
ブ
ル
の
段
数
、
列
数
に
よ
る
低
減
率
に
よ
っ
て
結
果
は
内
線
規
程
を
満
足
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
自
動
で
選
定
さ
れ
る
ケ
ー
ブ
ル
サ
イ
ズ
が

正
解
で
す
。
 

 ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
 

１
、
ケ
ー
ブ
ル
の
段
数
、
ケ
ー
ブ
ル
の
列
数
は
手
入
力
し
て
低
減
率
を
求
め
ま
す
。
 

２
、
こ
の
シ
ー
ト
は
あ
く
ま
で
許
容
電
流
と
ラ
ッ
ク
幅
を
求
め
る
も
の
で
幹
線
の
ケ
ー
ブ
ル
サ
イ
ズ
が
確
定
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

３
、
電
路
計
算
書
で
周
波
数
を
選
定
し
、
こ
う
長
を
入
力
し
ま
す
。
こ
う
長
が
長
い
場
合
は
電
流
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
電
圧
降
下
に
赤
数
値
が
出
る
時
も
あ
り

ま
す

。
 

 
 
そ
の
場
合
は
ケ
ー
ブ
ル
サ
イ
ズ
を
ア
ッ
プ
し
て
確
認
し
て
下
さ
い
。
 



(
様

式
 
電

－
９

－
１

)
 

　
ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

許
容

電
流

計
算

書
（

ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
配

線
）

建
物

名
称

 

電
圧

種
別

及
び

許
容

低
減

率
を

考
慮

電
気

方
式

負
荷

名
称

断
面

積
電

流
し

た
許

容
電

流

[
V
]

[
A
]

[
A
]

I
 
[
A
]

[
A
]

A 
[
m
m
2
]

[
A
]

[
A
]

D
 
[
m
m
]

[
m
m
]

E
M
-
C
E

8
-
3
c

E
M
-
C
E

1
4
-
3
c

E
M
-
C
E
T

1
4

E
M
-
C
E
T

3
8

E
M
-
C
E
T

3
8

E
M
-
C
E
T

6
0

E
M
-
C
E
T

1
0
0

合
計

　
Σ

(
D
+
1
0
)

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
の

必
要

寸
法

1
.
2
｛

Σ
(
D
+
1
0
)
+
6
0
｝

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
の

仕
上

が
り

外
径

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
の

段
数

(
m
)

1
3
7
7

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
の

列
数

(
n
)

7
選

定
す

る
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ

4
0
0

許
容

電
流

低
減

率
0
.
7

許
容

電
流

低
減

率
の

算
定

2
5
4
.
5

1
7
5
.
0

2
5
0
.
1

2
9
0

2
0
3
.
0

4
1
.
0

5
1
.
0

3
3
.
0

4
3
.
0

 
P
-
N
-
7

三
相

3
線

2
0
0

 
P
-
7

2
0
0

2
0
0

1
5
0

1
5
0

1
2
5
.
0

1
7
8
.
6

2
1
0

1
4
7
.
0

 
P
-
N
-
6

三
相

3
線

2
0
0

 
P
-
6

1
0
0
.
0

1
4
2
.
9

1
5
5

1
0
8
.
5

2
8
.
0

3
8
.
0

2
8
.
0

3
8
.
0

 
P
-
N
-
5

三
相

3
線

2
0
0

 
P
-
5

1
2
5

1
2
5

1
0
0

1
0
0

9
2
.
0

1
3
1
.
5

1
5
5

1
0
8
.
5

 
P
-
N
-
4

三
相

3
線

2
0
0

 
P
-
4

6
0
.
0

8
5
.
8

8
6

6
0
.
2

2
1
.
0

3
1
.
0

1
7
.
5

2
7
.
5

 
P
-
N
-
3

三
相

3
線

2
0
0

 
P
-
3

7
5

7
5

5
0

5
0

4
2
.
0

6
0
.
1

7
6

5
3
.
2

 
P
-
N
-
2

三
相

3
線

2
0
0

 
P
-
2

3
5
.
0

5
0
.
1

5
4

3
7
.
8

1
6
.
0

2
6
.
0

D
 
+
 
1
0

 
P
-
N
-
1

三
相

3
線

2
0
0

 
P
-
1

5
0

5
0

 
 
 
 
 
 
 
年

 
 
 
月

 
 
 
日

幹
線

番
号

又
は

名
称

配
線

保
護

用
遮

断
器

定
格

電
流

主
幹

器
具

定
格

電
流

設
計

負
荷

電
流

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
選

定
上

必
要

な
許

容
電

流

ケ
ー

ブ
ル

ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
の

仕
上

が
り

外
径

備
考

(1
) 

JC
S 

01
68
-2

「
33

kV
以
下

電
力

ｹｰ

段
 m

ﾌﾞ
ﾙの

許
容
電

流
計

算
－
第

2部
：
低

圧
ｺﾞ

7
8

9
11

13
16

ﾑ・
ﾌﾟ
ﾗｽ

ﾁｯ
ｸｹ

ｰﾌ
ﾞﾙ

の
許
容

電
流

」
及
び

1
2

3
6

～
2

3
4

5
6

7
～

3
4

5
6

7
8

～
～

～
～

20
JC
S 

01
68

-3
「
33

kV
以

下
電
力

ｹｰ
ﾌﾞ

ﾙの

20
20

10
12

15
19

許
容

電
流

計
算
－

第
3部

：
高
圧

架
橋
ﾎﾟ

1
0.
85

0.
80

0.
70

0.
70

0.
70

0.
60

0.
60

0.
56

0.
53

0.
51

0.
50

0.
48

0.
41

0.
37

0.
34

0.
32

0.
31

0.
30

0.
30

0.
30

0.
30

0.
30

ﾘｴ
ﾁﾚ

ﾝの
許
容

電
流

」
よ
り

抜
粋

1
0.
95

0.
95

0.
90

0.
80

0.
90

0.
90

0.
85

0.
73

0.
72

0.
71

0.
70

0.
80

0.
80

0.
68

0.
66

0.
65

0.
65

0.
64

0.
63

0.
62

0.
61

0.
60

(2
) 

Sは
、
ｹｰ

ﾌﾞ
ﾙの

中
心

間
隔

を
示

す
。

1
1.
00

1.
00

0.
95

0.
95

0.
95

0.
90

0.
85

0.
85

(3
) 

Dは
、
ｹｰ

ﾌﾞ
ﾙの

仕
上

り
外

径
を

示
す

。

ケ
ー
ブ

ル
ラ
ッ

ク
配

線
の

許
容
電

流
の

低
減
率

η
0

中 心 配 列 関 係

1
2

3

列
 n

S=
D

S=
2D

S=
3D

計
算

式
の

説
明

・
動
力
用
で
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
電
灯
・
動
力
を
別
々
に
算
定
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

便
宜
上
、
動
力
の
み
を
入
力
し
て
い
ま
す
。

入
力

入
力

設
計

負
荷

電
流
よ

り
大

き
け

れ
ば
Ｏ

Ｋ
で
す

。

最
大
電

流
（
規

約
電

流
）

に
5
0
A以

下
は

1
.
2
5
倍

5
0
A
を

超
え

る
も

の
に

つ
い
て

は
1
.
1倍

を
乗

じ
た

値
を

入
力
し

ま
す
。

列
数
を

変
更
す

る
と

ケ
ー

ブ
ル
サ

イ
ズ
が

自
動
で

変
更
と

な
り

ま
す

。



電
路
計
算
書
（
幹
線
用
）
動
力
回
路
の
説
明
 

 

・
前
ペ
ー
ジ
で
求
め
た
ケ
ー
ブ
ル
サ
イ
ズ
で
電
路
計
算
シ
ー
ト
に
て
計
算
し
て
説
明
し
ま
す
。
 

 １
、
P
-N
-
1
幹
線
に
こ
う
長

2
0
ｍ
を
入
力
す
る
と
電
圧
降
下
は

1
.
92
V
と
算
定
さ
れ
、
4
.0
V
（
2
％
以
内
）
以
下
で
Ｏ
Ｋ
で
す
。
5
0
ｍ
と
距
離
を
長
く
す
る
と

4
.
78
V
と
赤

で
表
示
さ
れ
、
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
の

2
2
mm

2
で
や
り
直
し
て
く
だ
さ
い
。
C
E2
2m
m
2
の
許
容
電
流
は

7
0
A
と
表
示
さ

れ
て
い
ま
す
が

C
E
T
の
場
合
は

7
7
A
と
大
き
な
値
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

C
E
22
mm

2
の
１
条
ふ
設
が

1
0
0A

に
0
.
7
の
低
減
率
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
CE
T
の
場
合
は

1
10
A
に

0.
7
で

7
7A

に
な
り
ま
す
。
C
ET
（
C
VT
）
は

CE
（
C
V
）
ケ
ー
ブ
ル
よ
り
許
容
電
流
値
は
大
き
い
で
す
。
 

２
、
中
段

P
-N
-
5
は
電
動
機
コ
ン
デ
ン
サ
有
と
無
を
比
較
し
て
い
ま
す
。
力
率
が
良
い
ほ
ど
電
圧
降
下
が
大
き
い
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。
 

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
が
大
き
く
な
る
か
ら
で
す
。
 

３
、
下
段
は

3φ
、
1
φ
で
比
較
し
て
み
ま
し
た
。
同
じ

CE
T3
8m
m
2
で
あ
る
の
に
許
容
電
流
値
が
異
な
り
ま
す
。
1φ

の
場
合
は
中
性
線
の
電
線
は
本
数
に
算
入
し
な
い
た
め

C
ED
（
ダ
ブ
ル
＝
2
C
）
の
電
流
値
が
入
力
さ
れ
ま
す
。
 

  ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
 

１
、
コ
ン
デ
ン
サ
有
と
無
の
力
率
は
設
計
基
準
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
が
、
力
率
は
こ
れ
に
限
ら
ず
任
意
に
変
更
で
き
ま
す
。
同
じ
く
こ
の
計
算
式
に
基
づ
い
た
ソ
フ
ト
と

し
て
い
ま
す
の
で
ど
の
よ
う
に
で
も
変
更
可
能
で
す
。
 

２
、
電
線
の
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
は
周
波
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
最
上
段
左
の
周
波
数
選
択
は
必
須
で
す
。
 

 



(
様
式
 
電
－
８
－
１
)
 

　
電
路
計
算
書
（
幹
線
用
）

建
物

名
称

 
E
C
O
労

師
ビ

ル
新

築
工

事

周
波
数
 
[
H
z
]
：

5
0

幹
線
保

電
圧

護
用
遮

こ
う
長

設
計
負
荷

負
荷
の

種
別
及
び

許
容

電
線
1
k
m
あ

地
中
管
路
の

電
気
方
式

断
器
定

系
統

負
荷
名
称

電
流

力
率

断
面
積

電
流

た
り
の
ｲ
ﾝ

単
一
配
線

分
岐
が
あ

備
考

埋
設
深
さ

格
電
流

ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

の
る
場
合
の

絶
縁
電
線
の
場
合

地
中
管
路
の

[
V
]

[
A
]

ℓ
 
[
ｍ
]

[
A
]

I
 
[
A
]

c
o
s
θ

A 
[
m
m
2
]

[
A
]

Z
 
[
Ω
/
k
m
]

電
圧
降
下

合
計

[
V
]

の
本
数

管
路
数

E
M
-
C
E

電
動
機
(
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ﾝ
ｻ
有
)

1
4
-
3
c

E
M
-
C
E

電
動
機
(
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ﾝ
ｻ
有
)

1
4
-
3
c

E
M
-
C
E

電
動
機
(
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ﾝ
ｻ
有
)

2
2
-
3
c

E
M
-
C
E
T

電
動
機
(
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ﾝ
ｻ
有
)

6
0

E
M
-
C
E
T

電
動
機
(
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ﾝ
ｻ
無
)

6
0

E
M
-
C
E
T

電
動
機
(
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ﾝ
ｻ
有
)

3
8

E
M
-
C
E
T

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

3
8

 
電
圧
降
下
に
よ
る
電
線
太
さ
の
算
出

こ
こ
に
、

e
：

各
線
間
の
電
圧
降
下
 
[
V
]

K
'
：

電
気
方
式
に
よ
る
係
数

係
数

 
K
'
I

lZ
I
：

設
計
負
荷
電
流
 
[
A
]

 
単
相
2
線
式

2

1
,
0
0
0

ℓ
：

こ
う
長
 
[
m
]

 
三
相
3
線
式

√
3

　
　
中
性
線
が
あ
る
場
合
は
中
性
線
と
の
電
圧
降
下

Z
：

電
線
1
k
m
あ
た
り
の
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ
 
[
Ω
/
k
m
]

 
単
相
3
線
式
、
三
相
4
線
式

1

低
減
率

配
線
方
式

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

ﾗ
ｯ
ｸ
の

場
合
の

低
減
率

負
荷
の
種
類

2
0
2
2
年
 
8
月
 
1
5
日

幹
線
番
号

又
は
名
称

主
幹
器
具

定
格
電
流

電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル

各
線
間
の
電
圧
降
下

e
 
[
V
]

許
容
電

圧
降
下

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配
線

 
P
-
N
-
1

三
相
3
線

2
0
0

5
0

ﾄ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ﾀ
ﾞ
ｳ
ﾝ
ﾘ
ｽ
ﾄ
よ
り
選
択

絶
縁
電
線
の

場
合
の
周
囲

温
度
 
(
入
力

無
し
の
場
合

は
4
0
℃
)

0
.
9
0

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配
線

0
.
7
0

1
.
0
0

 
P
-
N
-
1

三
相
3
線

2
0
0

5
0

5
0
.
0

0
.
7
0

5
3
.
2

1
.
5
7
6

1
.
9
2

4
.
0

2
0
.
0

 
P
-
1

3
5
.
0

0
.
9
0

3
5
.
0

0
.
9
0

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配
線

0
.
7
0

7
0
.
0

1
.
0
0

 
P
-
N
-
1

三
相
3
線

2
0
0

5
0

5
0
.
0

 
P
-
1

5
3
.
2

1
.
5
7
6

4
.
7
8

4
.
0

 
P
-
1

3
5
.
0

1
.
0
0

1
.
0
0
9

3
.
0
6

4
.
0

 
P
-
N
-
5

三
相
3
線

2
0
0

1
2
5

2
0
.
0

1
.
0
0

 
P
-
N
-
5

三
相
3
線

2
0
0

1
2
5

2
0
.
0

 
P
-
5

1
4
7
.
0

0
.
3
9
8

1
.
3
8

4
.
0

 
P
-
5

1
0
0
.
0

0
.
9
0

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配
線

0
.
7
0

1
.
0
0

0
.
3
7
3

1
.
3
0

4
.
0

1
0
0
.
0

0
.
8
0

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配
線

0
.
7
0

1
4
7
.
0

9
2
.
0

0
.
9
0

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配
線

0
.
7
0

1
0
8
.
5

 
P
-
N
-
4

三
相
3
線

2
0
0

1
0
0

2
0
.
0

 
P
-
4

1
.
0
0

9
2
.
0

0
.
9
5

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配
線

0
.
7
0

1
1
5
.
5

0
.
6
2
5

1
.
0
0

 
L
-
N
-
4

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
0
0

2
0
.
0

 
L
-
4

0
.
6
0
6

1
.
9
4

4
.
0

1
.
1
5

4
.
0

K
'
：
電
気
方
式
に
よ
る
係
数

回
路
の
電
気
方
式

 
e
＝

 
[
V
]

同
じ

ケ
ー

ブ
ル

で
も

単
相

の
場

合
は

Ｃ
Ｅ

Ｄ
の

許
容

電
流

が
入

力
さ

れ
ま

す
。



(
様

式
 
電

－
９

－
１

)
 

　
ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

許
容

電
流

計
算

書
（

ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
配

線
）

建
物

名
称

 
E
C
O
労

師
ビ

ル
新

築
工

事

電
圧

種
別

及
び

許
容

低
減

率
を

考
慮

電
気

方
式

負
荷

名
称

断
面

積
電

流
し

た
許

容
電

流

[
V
]

[
A
]

[
A
]

I
 
[
A
]

[
A
]

A 
[
m
m
2
]

[
A
]

[
A
]

D
 
[
m
m
]

[
m
m
]

E
M
-
C
E

5
.
5
-
3
c

E
M
-
C
E

1
4
-
3
c

E
M
-
C
E

2
2
-
3
c

E
M
-
C
E
T

3
8

E
M
-
C
E
T

6
0

E
M
-
C
E
T

6
0

E
M
-
C
E
T

1
0
0

合
計

　
Σ

(
D
+
1
0
)

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
の

必
要

寸
法

1
.
2
｛

Σ
(
D
+
1
0
)
+
6
0
｝

2
0
2
2
年

 
8
月

 
1
5
日

幹
線

番
号

又
は

名
称

配
線

保
護

用
遮

断
器

定
格

電
流

主
幹

器
具

定
格

電
流

設
計

負
荷

電
流

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
選

定
上

必
要

な
許

容
電

流

ケ
ー

ブ
ル

ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
の

仕
上

が
り

外
径

2
4
.
5

D
 
+
 
1
0

 
L
-
N
-
1

単
相

3
線

1
0
0
/
2
0
0

 
L
-
1

3
0

3
0

 
L
-
N
-
2

単
相

3
線

1
0
0
/
2
0
0

 
L
-
2

2
5
.
2

4
2
.
9

5
2

3
6
.
4

1
4
.
5

6
2
.
4

1
0
7
.
2

1
2
0

8
4
.
0

2
1
.
0

3
1
.
0

1
7
.
5

2
7
.
5

 
L
-
N
-
3

単
相

3
線

1
0
0
/
2
0
0

 
L
-
3

7
5

7
5

5
0

5
0

4
0
.
6

7
1
.
5

9
1

6
3
.
7

4
3
.
0

2
8
.
0

3
8
.
0

 
L
-
N
-
5

単
相

3
線

1
0
0
/
2
0
0

 
L
-
5

1
2
5

1
2
5

1
0
0

1
0
0

8
1
.
6

1
4
2
.
9

1
6
5

1
1
5
.
5

 
L
-
N
-
4

単
相

3
線

1
0
0
/
2
0
0

 
L
-
4

 
L
-
N
-
6

単
相

3
線

1
0
0
/
2
0
0

 
L
-
6

1
1
2
.
5

1
7
8
.
6

2
2
5

1
5
7
.
5

3
3
.
0

1
7
8
.
3

2
8
5
.
8

3
1
0

2
1
7
.
0

4
1
.
0

5
1
.
0

3
3
.
0

4
3
.
0

 
L
-
N
-
7

単
相

3
線

1
0
0
/
2
0
0

 
L
-
7

2
0
0

2
0
0

1
5
0

1
5
0

1
3
0
.
8

2
1
4
.
3

2
2
5

1
5
7
.
5

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
の

仕
上

が
り

外
径

許
容

電
流

低
減

率
の

算
定

2
5
8
.
0

許
容

電
流

低
減

率
0
.
7

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
の

段
数

(
m
)

1
3
8
2

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
の

列
数

(
n
)

7
選

定
す

る
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ

4
0
0

備
考

(1
) 

JC
S 

01
68

-2
「

33
kV

以
下

電
力

ｹｰ

段
 m

ﾌﾞ
ﾙの

許
容

電
流

計
算

－
第

2部
：

低
圧

ｺﾞ

7
8

9
11

13
16

ﾑ・
ﾌﾟ

ﾗｽ
ﾁｯ

ｸｹ
ｰﾌ

ﾞﾙ
の

許
容

電
流

」
及

び

1
2

3
6

～
2

3
4

5
6

7
～

3
4

5
6

7
8

～
～

～
～

20
JC

S 
01

68
-3

「
33

kV
以

下
電

力
ｹｰ

ﾌﾞ
ﾙの

20
20

10
12

15
19

許
容

電
流

計
算

－
第

3部
：

高
圧

架
橋

ﾎﾟ

1
0.

85
0.

80
0.

70
0.

70
0.

70
0.

60
0.

60
0.

56
0.

53
0.

51
0.

50
0.

48
0.

41
0.

37
0.

34
0.

32
0.

31
0.

30
0.

30
0.

30
0.

30
0.

30
ﾘｴ

ﾁﾚ
ﾝの

許
容

電
流

」
よ

り
抜

粋

1
0.

95
0.

95
0.

90
0.

80
0.

90
0.

90
0.

85
0.

73
0.

72
0.

71
0.

70
0.

80
0.

80
0.

68
0.

66
0.

65
0.

65
0.

64
0.

63
0.

62
0.

61
0.

60
(2

) 
Sは

、
ｹｰ

ﾌﾞ
ﾙの

中
心

間
隔

を
示

す
。

1
1.

00
1.

00
0.

95
0.

95
0.

95
0.

90
0.

85
0.

85
(3

) 
Dは

、
ｹｰ

ﾌﾞ
ﾙの

仕
上

り
外

径
を

示
す

。

ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
配

線
の

許
容

電
流

の
低

減
率

η
0

中 心 配 列 関 係

1
2

3

S
=D

S
=2

D

S
=3

D

列
 n

計
算

式
の
説

明

・
電
灯
回
路
は
ブ
レ
ー
カ
ー
の
定
格
電
流
値
以
上
の
ケ
ー
ブ
ル
が
必
要
で
す
。

最
上
段
で
説
明
し
ま
す
と
ブ
レ
ー
カ
ー
が
3
0
A
で
す
が
低
減
率
が
0
.
7
で
す
の
で
理
論
上
は

3
0
÷
0
.
7
＝
4
2
.
9
A
以
上
の
許
容
電
流
を
満
足
す
る
ケ
ー
ブ
ル
を
選
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
E
M
-
C
E
を
選
択
す
る
と
自
動
的
に
5
.
5
-
3
C
が
入
力
さ
れ
ま
す
。

・
E
M
-
C
E
5
.
5
m
m
2
-
3
C
の
許
容
電
流
は
5
2
A
で
す
。
（
電
流
値
は
ケ
ー
ブ
ル
2
C
の
値
が
入
力
さ
れ
ま
す
。
）

・
次
に
1
条
の
み
配
線
で
あ
れ
ば
5
2
A
で
す
が
低
減
率
0
.
7
を
乗
じ
る
と
5
2
×
0
.
7
＝
3
6
.
4
A
と
な
り
ま
す
。

・
こ
の
シ
ー
ト
は
あ
く
ま
で
許
容
電
流
に
よ
る
ケ
ー
ブ
ル
選
定
と
ラ
ッ
ク
幅
を
計
算
す
る
も
の
で
す
。

入
力

入
力

電
灯

の
場

合
低
減
率
を
考

慮
し
た

許
容

電
流

が
主
幹
定
格
電

流
よ
り

大
き

け
れ

ば
Ｏ
Ｋ
で
す
。



(
様
式
 
電
－
８
－
１
)
 

　
電
路
計
算
書
（
幹
線
用
）

建
物
名
称
 
E
C
O
労
師
ビ
ル
新
築
工
事

周
波
数
 
[
H
z
]
：

5
0

幹
線
保

電
圧

護
用
遮

こ
う
長

設
計
負
荷

負
荷
の

種
別
及
び

許
容

電
線
1
k
m
あ

電
気
方
式

断
器
定

系
統

負
荷
名
称

電
流

力
率

断
面
積

電
流

た
り
の
ｲ
ﾝ

単
一

配
線

分
岐

が
あ

備
考

格
電
流

ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

の
る

場
合

の

[
V
]

[
A
]

ℓ
 
[
ｍ
]

[
A
]

I
 
[
A
]

c
o
s
θ

A 
[
m
m
2
]

[
A
]

Z
 
[
Ω

/
k
m
]

電
圧

降
下

合
計

[
V
]

E
M
-
C
E

5
.
5
-
3
c

E
M
-
C
E

1
4
-
3
c

E
M
-
C
E

2
2
-
3
c

E
M
-
C
E
T

3
8

E
M
-
C
E
T

6
0

E
M
-
C
E
T

6
0

E
M
-
C
E
T

1
0
0

 
電
圧
降
下
に
よ
る
電
線
太
さ
の
算
出

こ
こ
に
、

e
：

各
線
間
の
電
圧
降
下
 
[
V
]

K
'
：

電
気
方
式
に
よ
る
係
数

係
数

 
K
'
I

lZ
I
：

設
計
負
荷
電
流
 
[
A
]

 
単
相
2
線
式

2

1
,
0
0
0

ℓ
：

こ
う
長
 
[
m
]

 
三
相
3
線
式

√
3

　
　
中
性
線
が
あ
る
場
合
は
中
性
線
と
の
電
圧
降
下

Z
：

電
線
1
k
m
あ
た
り
の
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ
 
[
Ω
/
k
m
]

 
単
相
3
線
式
、
三
相
4
線
式

1

配
線
方
式

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

ﾗ
ｯ
ｸ
の

場
合
の

低
減
率

2
0
2
2
年
 
8
月
 
1
5
日

幹
線
番
号

又
は
名
称

主
幹
器
具

定
格
電
流

電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル

各
線
間
の
電
圧
降
下

e
 
[
V
]

許
容
電

圧
降
下

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配
線

 
L
-
N
-
1

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

3
0

0
.
9
5

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配
線

0
.
7
0

 
L
-
N
-
2

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

5
0

3
0
.
0

0
.
7
0

3
6
.
4

4
.
1
5
2

3
.
1
4

3
.
0

3
0
.
0

 
L
-
1

3
0

2
5
.
2

0
.
9
5

6
2
.
4

0
.
9
5

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配
線

0
.
7
0

8
4
.
0

 
L
-
N
-
3

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

7
5

3
0
.
0

 
L
-
3

6
3
.
7

1
.
6
5
1

2
.
0
2

3
.
0

 
L
-
2

5
0

4
0
.
6

8
1
.
6

0
.
9
5

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配
線

0
.
7
0

1
1
5
.
5

0
.
6
2
5

 
L
-
N
-
4

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
0
0

3
0
.
0

 
L
-
4

1
0
0

1
.
0
5
2

1
.
9
7

3
.
0

7
5

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
2
5

1
.
5
3

3
.
0

 
L
-
N
-
6

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
5
0

3
0
.
0

0
.
7
0

1
5
7
.
5

0
.
4
0
6

1
.
3
8

3
.
0

3
0
.
0

 
L
-
5

1
2
5

1
1
2
.
5

0
.
9
5

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配
線

 
L
-
N
-
5

 
L
-
N
-
7

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

2
0
0

3
0
.
0

 
L
-
7

1
5
7
.
5

0
.
4
0
6

1
.
6
0

3
.
0

 
L
-
6

1
5
0

1
3
0
.
8

0
.
9
5

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配
線

0
.
7
0

0
.
2
5
5

1
.
3
7

3
.
0

2
0
0

1
7
8
.
3

0
.
9
5

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配
線

0
.
7
0

2
1
7
.
0

K
'
：
電
気
方
式
に
よ
る
係
数

回
路
の
電
気
方
式

 
e
＝

 
[
V
]

計
算

式
の

説
明

・
前
ペ
ー
ジ
の
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ッ
ク
計
算
シ
ー
ト
は
あ
く
ま
で
許
容
電
流
と
ラ
ッ
ク
幅
の
計
算
で
す
が
電
路
計
算
で
は
電
圧

降
下

を
算

定
す

る
た

め
に

周
波
数
及
び
こ
う
長
を
入
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
1
段
7
列
で
す
の
で
低
減
率
は
0
.
7
で
す
の
で
低
減
率
の
欄
に
0
.
7
と
手
入
力
し
ま
す
。

・
こ
う
長
3
0
m
を
入
力
す
る
と
電
圧
降
下
は
3
.
0
V
を
超
え
る
た
め

3
.
1
4
と
赤
で
入
り
ま
す
。

電
流
は
満
足
し
て
も
電
圧
降
下
が
不
可
と
な
り
ま
し
た
の
で
リ
ス
ト
よ
り
8
m
m
2
-
3
C
に
入
れ
替
え
て
下
さ
い
。

・
前
ペ
ー
ジ
で
算
定
し
た
ケ
ー
ブ
ル
を
参
考
に
一
応
入
力
し
て
み
て
電
圧
降
下
が
満
足
で
き
な
い
場
合
は
一
回
り
太
い
ケ

ー
ブ

ル
を

選
定

し
ま

し
ょ

う
。

選
択

必
須



よ
く
あ
る
質
問
（
天
井
こ
ろ
が
し
配
線
）
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
！
 

 

・
電
路
計
算
書
で
配
線
方
式
は
保
護
管
、
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ッ
ク
、
地
中
管
路
の

3
つ
で
す
が
電
灯
・
コ
ン
セ
ン
ト
配
線
で
天
井
内
こ
ろ
が
し
配
線
と
し
た
場
合
、
何
で
み
た
ら

 

よ
い
か
？
の
質
問
が
多
数
あ
り
ま
し
た
の
で
解
説
し
ま
す
。
 

 １
、
上
段

4
種
類
で
説
明
し
ま
す
。
小
規
模
な
工
場
・
作
業
場
で

回
路
も
少
な
く
天
井
こ
ろ
が
し
配
線
か
ら
電
灯
盤
迄
ケ
ー
ブ
ル
露
出
の
場
合
、
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ッ
ク
配
線
を

選
択
し
、
低
減
率
に

1
.0

と
入
力
し
ま
す
。
 

２
、
次
に
天
井
こ
ろ
が
し
配
線
か
ら
電
灯
盤
迄
の
立
下
り
を
配
管
に
収
容
す
る
場
合
は
保
護
管
を
選
択
し
ま
す
。
（
最
も
不
利
な
条
件
で
計
算
す
る
の
が
安
全
で
す
。
）
 

立
下
り
が
軽
鉄
間
仕
切
り
の
中
を
保
護
管
に
入
れ
な
い
で
そ
の
ま
ま
ケ
ー
ブ
ル
を
配
線
す
る
場
合
は
上
記
の
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ッ
ク
の
算
定
で
良
い
と
考
え
ま
す
。
 

３
、
次
に
大
型
店
舗
の
よ
う
に
電
灯
盤
に

4
0
～
50

本
も
の
ケ
ー
ブ
ル
が
束
に
な
っ
て
配
線
さ
れ
る
場
合
は
低
減
率
を

0
.5

程
度
に
し
て
計
算
す
る
の
が
安
全
で
す
。
 

４
、
低
減
率

0
.
5
に
な
れ
ば
許
容
電
流
も

1
7
.5
A
に
下
が
り
ま
す
の
で
好
ま
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
工
上
、
束
に
す
る
と
し
て
も

3
～
4
本
以
下
に
ま
と
め
る
こ

と
に
注
意
で
き
れ
ば
低
減
率

0
.7

で
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

５
、
上
段
は

E
E
F
で
す
が
中
段
は

V
V
F
で
算
定
し
て
み
ま
し
た
。
多
数
の
ケ
ー
ブ
ル
を
束
に
す
る
と
許
容
電
流
は

1
1
.5
A
と
赤
表
示
さ
れ
、
設
計
電
流
以
下
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
ケ
ー
ブ
ル
が
熱
に
よ
っ
て
高
温
と
な
り
、
火
災
の
要
因
と
な
り
ま
す
。
束
に
し
な
い
と
か
、
第
一
分
岐
迄
は
ワ
ン
サ
イ
ズ
ア
ッ
プ
の
ケ
ー
ブ
ル
を

使
用
す
る
と
か
の
注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

６
、
こ
の
考
え
方
は
幹
線
の
天
井
内
こ
ろ
が
し
（
実
際
は

1
ｍ
ピ
ッ
チ
で
吊
り
ま
す
。
）
に
も
適
用
で
き
ま
す
。
 

  ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
 

１
、
設
計
が

EE
F
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
安
価
に
す
る
た
め

V
VF

に
変
更
す
る
場
合
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
 

E
EF

に
比
べ
て

V
VF

の
許
容
電
流
は
小
さ
い
と
認
識
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
V
VF

の
電
流
値
は

H2
1
年
版
を
参
考
と
し
て
い
ま
す
。
 

  



(
様

式
 
電

－
８

－
２

)
 

　
電
路
計
算
書
（
分
岐
配
線
用
）

建
物

名
称

 
E
C
O
労

師
ビ

ル
新

築
工

事

盤
名

称
：

回
路

電
圧

こ
う

長

番
号

電
気

方
式

[
V
]

[
A
]

ℓ
 
[
ｍ

]
[
V
A
]

I
 
[
A
]

K'
Ａ

 
[
m
m
2
]

[
A
]

[
V
]

2
.
0
1

1
.
6
m
m
-
2
c

3
.
1
4

2
.
0
m
m
-
2
c

3
.
5

3
.
5
-
2
c

2
2
-
3
c

5
.
5

5
.
5
-
3
c

 
分

岐
配

線
に

お
け

る
電

圧
降

下
の

算
出

ｅ
：

各
線

間
の

電
圧

降
下

 
[
V
]

　
　

電
圧

降
下

に
よ

る
電

線
太

さ

 
K
'
Iℓ

K
'
：

電
気

方
式

に
よ

る
係

数
 
K
'
Iℓ

係
数

1
,
0
0
0
×

A
I
：

設
計

負
荷

電
流

又
は

最
大

使
用

電
流

 
[
A
]

1
,
0
0
0
×

ｅ
 
　

　
単

相
2
線

式
、

直
流

2
線

式
3
5
.
6

ℓ
：

こ
う

長
 
[
m
]

 
　

　
三

相
3
線

式
3
0
.
8

Ａ
：

電
線

の
断

面
積

 
[
m
m
2
]

 
　

　
単

相
3
線

式
、

三
相

4
線

式
1
7
.
8

K
'
：

電
気

方
式

に
よ

る
係

数

 
ｅ

＝
 
[
V
]

Ａ
＝

[
m
m
2
]

回
路

の
電

気
方

式

E
M
-
C
E

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配

線
0
.
7

3
0
.
8

1
.
5
2

1
5
.
0

5
,
0
0
0

1
8
.
0

3
0
.
8

2
.
0
7
9

4
.
0

三
相

3
線

2
0
0

5
0

E
M
-
C
E

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配

線
0
.
7

1
6
.
1

4
.
1
6

1
5
.
0

5
,
0
0
0

1
8
.
0

3
0
.
8

2
.
0
7
9

4
.
0

三
相

3
線

2
0
0

5
0

E
M
-
C
E

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配

線
0
.
7

2
7
.
3

1
.
8
4

1
2
.
0

1
,
5
0
0

1
5
.
0

3
5
.
6

3
.
2
0
4

2
.
0

単
相

2
線

1
0
0

2
0

E
M
-
E
E
F

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配

線
1

3
1
.
0

2
.
0
5

1
2
.
0

1
,
5
0
0

1
5
.
0

3
5
.
6

3
.
2
0
4

2
.
0

2
.
0

単
相

2
線

1
0
0

2
0

E
M
-
E
E
F

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配

線
1

2
4
.
0

3
.
1
9

1
2
.
0

1
,
5
0
0

1
5
.
0

3
5
.
6

3
.
2
0
4

単
相

2
線

1
0
0

2
0

負
荷

名
称

種
別

及
び

断
面

積
配

線
方

式
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ

配
線

の
許

容
電

流
低

減
率

ｅ
 
[
V
]

単
一

配
線

の
電

圧
降

下
分

岐
が

あ
る

場
合

の
合

計
Ａ

 
[
m
m
2
]

電
圧

降
下

に
よ

る
電

線
太

さ

電
線

及
び

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

許
容

電
流

電
圧

降
下

許
容

電
圧

降
下

2
0
2
2
年

 
8
月

 
1
5
日

配
線

用
遮

断
器

定
格

電
流

系
統

負
荷

容
量

設
計

負
荷

電
流

又
は

最
大

使
用

電
流

電
気

方
式

に
よ

る
係

数

・
分

岐
用

は
周

波
数

の
選
択

は
必

要
あ

り
ま

せ
ん
。

・
分

岐
計

算
に

お
い

て
も
不

可
と

な
る

も
の

に
つ
い

て
は
赤

数
字

で
表

示
さ

れ
る

よ
う

改
良

し
ま

し
た

。



（
１
５
．
０
ｍ
）

（
６
．
９
ｍ
）

（
３
．
５
ｍ
）

（
７
．
９
ｍ
）

（
３
．
５
ｍ
）

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
３
Ｐ

４
０
０
／
３
０
０
Ａ
Ｔ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
３
Ｐ

２
２
５
／
２
２
５
Ａ
Ｔ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
３
Ｐ

２
２
５
／
２
０
０
Ａ
Ｔ

幹
線
番
号
：
Ｌ
－
Ｎ
－
３

幹
線
番
号
：
Ｌ
－
Ｎ
－
２

幹
線
番
号
：
Ｌ
－
Ｎ
－
１

（
１
９
．
２
ｍ
）

（
２
５
．
３
ｍ
）

（
２
０
．
３
ｍ
）

Ｔ
ｒ

１
φ
３
Ｗ

油
入
型

６
．
６
ｋ
Ｖ
／
２
１
０
Ｖ
－
１
０
５
Ｖ

変
電
設
備
の

あ
る
場
合

一
般
供
給
の

あ
る
場
合

２
０
０
ｍ
以
下

３
％
以
下

２
％
以
下

６
％
以
下

１
２
０
ｍ
以
下

５
％
以
下

６
０
ｍ
以
下

２
０
０
ｍ
以
下

５
％
以
下

１
２
０
ｍ
以
下

４
％
以
下

６
０
ｍ
以
下

２
％
以
下

幹
線

分
岐

電
圧
降
下

こ
う
長

許
容
電
圧
降
下

（
設
計
電
流
：

）
（
設
計
電
流
：

）
（
設
計
電
流
：

）

（
設
計
電
流
：

）
（
設
計
電
流
：

）

（
設
計
電
流
：

）

（
設
計
電
流
：

）

（
設
計
電
流
：

）

１
．
各
電
灯
盤
迄
の
電
路
計
算
を
行
い
ま
す
。
（
周
波
数
は
５
０
Ｈ
ｚ
）

２
．
配
線
は
Ｅ
Ｍ
－
Ｉ
Ｅ
と
し
保
護
管
に
入
線
と
し
ま
す
。

３
．
変
電
設
備
が
あ
る
た
め
電
圧
降
下
は
３
％
以
下
と
し
ま
す
。

※
例
題
－
１

Ｌ
－
１
－
１

主
幹
：

２
２
５
Ａ
Ｆ
／
２
０
０
Ａ
Ｔ

Ｌ
－
２
－
１

Ｌ
－
３
－
１

Ｌ
－
２
－
２

Ｌ
－
３
－
２

Ｌ
－
３
－
３

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
３
Ｐ

主
幹
：

２
２
５
Ａ
Ｆ
／
１
５
０
Ａ
Ｔ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
３
Ｐ

主
幹
：

１
０
０
Ａ
Ｆ
／
１
０
０
Ａ
Ｔ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
３
Ｐ

主
幹
：

２
２
５
Ａ
Ｆ
／
１
２
５
Ａ
Ｔ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
３
Ｐ

主
幹
：

２
２
５
Ａ
Ｆ
／
１
２
５
Ａ
Ｔ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
３
Ｐ

主
幹
：

１
０
０
Ａ
Ｆ
／
７
５
Ａ
Ｔ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
３
Ｐ

１
０
５
Ａ

１
０
５
Ａ

６
５
Ａ

１
３
０
Ａ

８
０
Ａ

１
７
５
Ａ

２
１
０
Ａ

２
７
５
Ａ



(
様
式
 
電
－
８
－
１
)
 

　
電
路
計
算
書
（
幹
線
用
）

建
物

名
称

 
E
C
O
労

師
ビ

ル
新

築
工

事

周
波
数
 
[
H
z
]
：

5
0

幹
線
保

電
圧

護
用
遮

こ
う
長

設
計
負
荷

負
荷
の

種
別
及
び

許
容

電
線
1
k
m
あ

地
中
管
路
の

電
気
方
式

断
器
定

系
統

負
荷
名
称

電
流

力
率

断
面
積

電
流

た
り
の
ｲ
ﾝ

単
一
配
線

分
岐
が
あ

備
考

埋
設
深
さ

格
電
流

ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

の
る
場
合
の

絶
縁
電
線
の
場
合

地
中
管
路
の

[
V
]

[
A
]

ℓ
 
[
ｍ
]

[
A
]

I
 
[
A
]

c
o
s
θ

A 
[
m
m
2
]

[
A
]

Z
 
[
Ω
/
k
m
]

電
圧
降
下

合
計

[
V
]

の
本
数

管
路
数

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

1
0
0

3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

1
0
0

3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

6
0

3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

3
8

3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

2
0
0

3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

6
0

3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

6
0

3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

1
0
0

3
本
以
下

 
電
圧
降
下
に
よ
る
電
線
太
さ
の
算
出

こ
こ
に
、

e
：

各
線
間
の
電
圧
降
下
 
[
V
]

K
'
：

電
気
方
式
に
よ
る
係
数

係
数

 
K
'
I

lZ
I
：

設
計
負
荷
電
流
 
[
A
]

 
単
相
2
線
式

2

1
,
0
0
0

ℓ
：

こ
う
長
 
[
m
]

 
三
相
3
線
式

√
3

　
　
中
性
線
が
あ
る
場
合
は
中
性
線
と
の
電
圧
降
下

Z
：

電
線
1
k
m
あ
た
り
の
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ
 
[
Ω
/
k
m
]

 
単
相
3
線
式
、
三
相
4
線
式

1

低
減
率

配
線
方
式

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

ﾗ
ｯ
ｸ
の

場
合
の

低
減
率

負
荷
の
種
類

2
0
2
2
年
 
8
月
 
1
5
日

幹
線
番
号

又
は
名
称

主
幹
器
具

定
格
電
流

電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル

各
線
間
の
電
圧
降
下

e
 
[
V
]

許
容
電

圧
降
下

保
護
管
配
線

 
L
-
N
-
1

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

2
0
0

ﾄ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ﾀ
ﾞ
ｳ
ﾝ
ﾘ
ｽ
ﾄ
よ
り
選
択

絶
縁
電
線
の

場
合
の
周
囲

温
度
 
(
入
力

無
し
の
場
合

は
4
0
℃
)

1
.
0
0

2
2
5
.
0

0
.
2
3
8

0
.
8
5

3
.
0

2
0
.
3

 
L
-
1
-
1

2
0
0

1
7
5
.
0

0
.
9
5

2
1
0
.
0

0
.
9
5

保
護
管
配
線

2
2
5
.
0

 
L
-
N
-
2

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

2
2
5

1
9
.
2

1
.
0
0

1
3
0
.
0

0
.
9
5

保
護
管
配
線

1
6
4
.
0

0
.
3
7
9

1
.
0
0

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

3
.
5

 
L
-
2
-
1

1
5
0

0
.
2
3
8

0
.
9
6

3
.
0

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

0
.
1
8

1
.
1
4
V

3
.
0

O
K

O
K

1
.
0
0

1
2
2
.
0

0
.
5
9
2

0
.
3
8

1
.
3
4
V

3
.
0

7
.
9

 
L
-
2
-
2

1
0
0

8
0
.
0

0
.
9
5

保
護
管
配
線

 
L
-
N
-
3

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

3
0
0

2
5
.
3

1
.
0
0

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

3
.
5

 
L
-
3
-
1

1
2
5

0
.
1
3
6

0
.
9
5

3
.
0

2
7
5
.
0

0
.
9
5

保
護
管
配
線

3
5
4
.
0

3
.
0

O
K

1
.
0
0

1
0
5
.
0

0
.
9
5

保
護
管
配
線

1
6
4
.
0

0
.
3
7
9

保
護
管
配
線

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

0
.
1
4

1
.
0
9
V

0
.
9
5

保
護
管
配
線

O
K

1
.
0
0

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
5
.
0

1
6
4
.
0

0
.
3
7
9

0
.
2
8

1
.
2
3
V

3
.
0

6
.
9

 
L
-
3
-
2

1
2
5

1
0
5
.
0

0
.
9
5

1
.
0
0

2
2
5
.
0

0
.
2
3
8

0
.
2
4

1
.
1
9
V

3
.
0

O
K

 
L
-
3
-
3

7
5

6
5
.
0

K
'
：
電
気
方
式
に
よ
る
係
数

回
路
の
電
気
方
式

 
e
＝

 
[
V
]

計
算

式
の
説

明

・
L
-N
-
3
で
第
1
ボ

ッ
ク

ス
迄
1
5
0
mm

2
で
選
択

す
る
と
2
9
8
Aで

赤
表
示

さ
れ
る

た
め
2
00
m
m
2 に

ア
ッ
プ

し
ま
し

た
。

・
L
-3
-
3
は
75
Aﾌ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ｶ
ｰで

す
の

で
ま

ず
2
2
m
m2
、

3
8m
m
2 が

赤
表
示

さ
れ
た
た

め
6
0
m
m2
に

上
げ

て
も
1
6
4
A
と
赤

表
示

さ
れ

ま
す

。

こ
れ
は

主
幹
3
0
0
Aの

5
5
％
以

上
（

つ
ま

り
1
6
5
A
以
上

）
が
必

要
と
な

り
ま

す
の
で
赤

表
示
で

す
。
1
0
0
m
m2
で

Ｏ
Ｋ

と
な

り
ま

す
。

L
-3
-
1
、
L-
3
-
2
は
分

岐
が
8
m
未
満

で
す

の
で

3
5
％
以

上
で
よ

い
た
め

負
荷

が
大
き
く

て
も
6
0
m
m
2 で

Ｏ
Ｋ
と

な
り

ま
す

。

・
分
岐
が

あ
る
場

合
の

合
計
は

キ
ュ

ー
ビ

ク
ル

よ
り
第

1
プ
ル

ボ
ッ
ク

ス
迄

と
プ
ル
ボ

ッ
ク
ス

か
ら
盤

迄
の
合

計
値

を
手

入
力

し
ま
す

。
備
考
の
Ｏ
Ｋ
も
手
入
力
で
す
。



１
φ
３
Ｗ

回
路
番
号

電
圧

（
Ｖ
）

（
Ａ
）

定
格
電
源

負
荷
名
称

負
荷
名
称

（
Ａ
）

定
格
電
源

電
圧

（
Ｖ
）

回
路
番
号

Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｂ
３
Ｐ

３
０
／
３
０
Ａ
Ｔ

２
０

１
０
０

電
灯

１
０
０

２
０

コ
ン
セ
ン
ト

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

コ
ン
セ
ン
ト

コ
ン
セ
ン
ト

コ
ン
セ
ン
ト

コ
ン
セ
ン
ト

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
電
源

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

シ
ス
テ
ム

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

住
宅
情
報
盤

ヨ
ビ

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
電
源

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
電
源

浴
室
乾
燥
・
暖
房
・
換
気

Ｅ
Ｔ

中
性
線
欠
相
保
護
付

２
Ｆ
Ｌ

１
Ｆ
Ｌ

３
Ｆ
Ｌ

４
Ｆ
Ｌ

５
Ｆ
Ｌ

６
Ｆ
Ｌ

７
Ｆ
Ｌ

Ｒ
Ｓ
Ｌ

３，５００ ３，５００ ３，５００ ３，５００ ３，５００ ３，５００ ３，５００

Ｗ
ｈ

Ｗ
ｈ

Ｗ
ｈ

Ｗ
ｈ

Ｗ
ｈ

Ｗ
ｈ

Ｗ
ｈ

Ｅ
Ｍ
－
Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
４

Ｅ
Ｍ
－
Ｉ
Ｅ
３
８
×
３
（
Ｅ
３
９
）

各
戸
電
灯
盤
（
Ｌ
－
１
）
～
（
Ｌ
－
７
）
結
線
図

電
灯
幹
線
系
統
図
－
１

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
３
Ｐ

２
２
５
／
１
７
５
Ａ
Ｔ

（
２
０
．
０
ｍ
）

※
特
記
事
項

・
７
階
中
層
住
宅
の
幹
線
計
算
を
し
ま
す
。
（
１
住
戸
６
０
㎡
程
度
）

・
オ
ー
ル
電
化
住
宅
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
各
戸
の
想
定
負
荷
は
余
裕
を
見
込
ん
で
６
Ｋ
Ｖ
Ａ
と
し
ま
す
。

（
単
３
線
電
流
は
３
０
Ａ
）

・
需
要
率
は
内
線
規
定
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

（
例
：
５
戸
迄
１
０
０
％
、
６
戸
９
１
％
、
７
戸
：
８
３
％
）

・
Ｐ
．
Ｂ
Ｏ
Ｘ
分
岐
部
よ
り
各
戸
電
灯
盤
迄
の
距
離
は
５
．
０
ｍ
と
し
て
い
ま
す
。

引
込
開
閉
器
盤

Ｅ
Ｍ
－
Ｉ
Ｅ
３
８
×
３
（
Ｅ
３
９
）

Ｅ
Ｍ
－
Ｉ
Ｅ
６
０
×
３
（
Ｅ
３
９
）

Ｅ
Ｍ
－
Ｉ
Ｅ
６
０
×
３
（
Ｅ
５
１
）

Ｅ
Ｍ
－
Ｉ
Ｅ
６
０
×
３
（
Ｅ
５
１
）

Ｅ
Ｍ
－
Ｉ
Ｅ
６
０
×
３
（
Ｅ
５
１
）

Ｅ
Ｍ
－
Ｉ
Ｅ
１
０
０

×
３
（
Ｅ
６
３
）

〔
１
７
４
．
３
Ａ
〕

〔
１
６
０
．
２
Ａ
〕

〔
１
５
０
Ａ
〕

〔
１
２
０
Ａ
〕

〔
９
０
Ａ
〕

〔
６
０
Ａ
〕

〔
３
０
Ａ
〕

１
．
保
護
管
内
に
Ｅ
Ｍ
－
Ｉ
Ｅ
電
線
を
入
線
し
電
路
計
算
を
行
い
ま
す
。

２
．
Ｌ
－
７
（
末
端
）
迄
の
電
圧
降
下
は
２
Ｖ
（
２
％
）
以
内
と
し
ま
す
。

３
．
電
線
サ
イ
ズ
は
計
算
書
で
求
め
た
数
値
で
す
。

※
例
題
－
１

４
．
接
地
線
の
表
記
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

Ｌ
－
１

Ｌ
－
２

Ｌ
－
３

Ｌ
－
４

Ｌ
－
５

Ｌ
－
６

１

ケ
ー
ブ
ル
の
場
合
、

４

７

１
１

Ｌ
－
７

防
火
区
画
貫
通
処
理
が
必
要
で
す
。

２

３ ５
６ ８

９
１
０



(
様
式
 
電
－
８
－
１
)
 

　
電
路
計
算
書
（
幹
線
用
）

建
物

名
称

 
E
C
O
労

師
ビ

ル
新

築
工

事

周
波
数
 
[
H
z
]
：

5
0

幹
線
保

電
圧

護
用
遮

こ
う
長

設
計
負
荷

負
荷
の

種
別
及
び

許
容

電
線
1
k
m
あ

地
中
管
路
の

電
気
方
式

断
器
定

系
統

負
荷
名
称

電
流

力
率

断
面
積

電
流

た
り
の
ｲ
ﾝ

単
一
配
線

分
岐
が
あ

備
考

埋
設
深
さ

格
電
流

ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

の
る
場
合
の

絶
縁
電
線
の
場
合

地
中
管
路
の

[
V
]

[
A
]

ℓ
 
[
ｍ
]

[
A
]

I
 
[
A
]

c
o
s
θ

A 
[
m
m
2
]

[
A
]

Z
 
[
Ω
/
k
m
]

電
圧
降
下

合
計

[
V
]

の
本
数

管
路
数

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

1
0
0

3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

6
0

3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

6
0

3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

6
0

3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

6
0

3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

3
8

3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

3
8

3
本
以
下

E
M
-
C
E
T

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

1
4

 
電
圧
降
下
に
よ
る
電
線
太
さ
の
算
出

こ
こ
に
、

e
：

各
線
間
の
電
圧
降
下
 
[
V
]

K
'
：

電
気
方
式
に
よ
る
係
数

係
数

 
K
'
I

lZ
I
：

設
計
負
荷
電
流
 
[
A
]

 
単
相
2
線
式

2

1
,
0
0
0

ℓ
：

こ
う
長
 
[
m
]

 
三
相
3
線
式

√
3

　
　
中
性
線
が
あ
る
場
合
は
中
性
線
と
の
電
圧
降
下

Z
：

電
線
1
k
m
あ
た
り
の
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ
 
[
Ω
/
k
m
]

 
単
相
3
線
式
、
三
相
4
線
式

1

低
減
率

配
線
方
式

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

ﾗ
ｯ
ｸ
の

場
合
の

低
減
率

負
荷
の
種
類

2
0
2
2
年
 
8
月
 
1
5
日

幹
線
番
号

又
は
名
称

主
幹
器
具

定
格
電
流

電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル

各
線
間
の
電
圧
降
下

e
 
[
V
]

許
容
電

圧
降
下

保
護
管
配
線

 
L
-
N
-
1

単
相
3
線

1
7
5

ﾄ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ﾀ
ﾞ
ｳ
ﾝ
ﾘ
ｽ
ﾄ
よ
り
選
択

絶
縁
電
線
の

場
合
の
周
囲

温
度
 
(
入
力

無
し
の
場
合

は
4
0
℃
)

0
.
9
5

保
護
管
配
線

1
.
0
0

単
相
3
線

3
.
5

2
2
5
.
0

0
.
2
3
8

0
.
8
3

2
.
0

2
0
.
0

 
第
一
分
岐
迄

1
7
4
.
3

0
.
9
5

1
5
0
.
0

0
.
9
5

保
護
管
配
線

1
6
4
.
0

1
.
0
0

単
相
3
線

3
.
5

 
３
階
Ｐ
Ｂ
迄

1
6
4
.
0

0
.
3
7
9

0
.
2
2

2
.
0

 
２
階
Ｐ
Ｂ
迄

1
6
0
.
2

1
.
0
0

1
2
0
.
0

0
.
9
5

保
護
管
配
線

1
6
4
.
0

0
.
3
7
9

1
.
0
0

単
相
3
線

3
.
5

 
４
階
Ｐ
Ｂ
迄

0
.
3
7
9

0
.
2
0

2
.
0

単
相
3
線

0
.
1
6

2
.
0

1
.
0
0

単
相
3
線

3
.
5

1
6
4
.
0

0
.
3
7
9

0
.
1
2

2
.
0

3
.
5

 
５
階
Ｐ
Ｂ
迄

9
0
.
0

0
.
9
5

保
護
管
配
線

1
.
0
0

単
相
3
線

3
.
5

 
７
階
Ｐ
Ｂ
迄

1
2
2
.
0

0
.
5
9
2

0
.
1
3

2
.
0

 
６
階
Ｐ
Ｂ
迄

6
0
.
0

0
.
9
5

保
護
管
配
線

1
.
0
0

単
相
3
線

5
.
0

 
電
灯
盤
迄

0
.
5
9
2

0
.
0
7

2
.
0

3
0
.
0

0
.
9
5

保
護
管
配
線

1
2
2
.
0

2
.
0

O
K

1
.
0
0

3
0
.
0

0
.
9
5

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配
線

1
.
0
0

9
1
.
0

1
.
6
5
8

0
.
2
5

1
.
9
8
V

K
'
：
電
気
方
式
に
よ
る
係
数

回
路
の
電
気
方
式

 
e
＝

 
[
V
]

計
算
式

の
説

明

・
引
込

開
閉
器

よ
り
第

一
分
岐
の
プ

ル
ボ

ッ
ク

ス
迄
を
1
0
0
mm

2
で
配

線
し
、

以
降

6
0m
m
2
、
3
8
m
m2
と

細
か
く

し
、

最
終

1
4
m
m2
で

電
灯

盤
に
配

線
で

ギ
リ

ギ
リ

2
％
以

下
に
納

め
て
い

ま
す

。

・
こ
の

計
算
書

が
絶
対

正
し
い
と
い

う
も

の
で

は
あ
り
ま

せ
ん

。
立
主

幹
を

1
0
0
m
m2
で

通
し

て
最
終

的
に

8
mm

2
で
配
線

す
る

方
法
等

い
ろ
い

ろ
あ

り
ま

す
。

・
こ
の

方
法
は

設
計
負

荷
電
流
を
満

足
す

る
こ

と
は
も
ち

ろ
ん

、
主
幹

ブ
レ

ー
カ

ー
の

5
5
％
以

上
（
8
m
未

満
は



１
φ
３
Ｗ

回
路
番
号

電
圧

（
Ｖ
）

（
Ａ
）

定
格
電
源

負
荷
名
称

負
荷
名
称

（
Ａ
）

定
格
電
源

電
圧

（
Ｖ
）

回
路
番
号

Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｂ
３
Ｐ

３
０
／
３
０
Ａ
Ｔ

２
０

１
０
０

電
灯

１
０
０

２
０

コ
ン
セ
ン
ト

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

コ
ン
セ
ン
ト

コ
ン
セ
ン
ト

コ
ン
セ
ン
ト

コ
ン
セ
ン
ト

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
電
源

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

シ
ス
テ
ム

２
０

１
０
０

１
０
０

２
０

住
宅
情
報
盤

ヨ
ビ

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
電
源

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
電
源

浴
室
乾
燥
・
暖
房
・
換
気

Ｅ
Ｔ

中
性
線
欠
相
保
護
付

各
戸
電
灯
盤
（
Ｌ
－
１
）
～
（
Ｌ
－
７
）
結
線
図

電
灯
幹
線
系
統
図
－
２

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
３
Ｐ

２
２
５
／
１
７
５
Ａ
Ｔ

※
特
記
事
項

・
７
階
中
層
住
宅
の
幹
線
計
算
を
し
ま
す
。
（
１
住
戸
６
０
㎡
程
度
）

・
オ
ー
ル
電
化
住
宅
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
各
戸
の
想
定
負
荷
は
余
裕
を
見
込
ん
で
６
Ｋ
Ｖ
Ａ
と
し
ま
す
。

（
単
３
線
電
流
は
３
０
Ａ
）

・
需
要
率
は
内
線
規
定
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

（
例
：
５
戸
迄
１
０
０
％
、
６
戸
９
１
％
、
７
戸
：
８
３
％
）

・
幹
線
分
岐
部
よ
り
各
戸
電
灯
盤
迄
の
距
離
は
５
．
０
ｍ
と
し
て
い
ま
す
。

引
込
開
閉
器
盤

１
．
集
合
住
宅
用
プ
レ
ハ
ブ
分
岐
工
法
で
電
路
計
算
を
行
い
ま
す
。

２
．
Ｌ
－
７
（
末
端
）
迄
の
電
圧
降
下
は
２
Ｖ
（
２
％
）
以
内
と
し
ま
す
。

３
．
電
線
サ
イ
ズ
は
計
算
書
で
求
め
た
数
値
で
す
。

※
例
題
－
２

４
．
接
地
線
の
表
記
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

３，５００ ３，５００ ３，５００ ３，５００ ３，５００ ３，５００ ３，５００

２
Ｆ
Ｌ

１
Ｆ
Ｌ

３
Ｆ
Ｌ

４
Ｆ
Ｌ

５
Ｆ
Ｌ

６
Ｆ
Ｌ

７
Ｆ
Ｌ

Ｒ
Ｓ
Ｌ

（
２
０
．
０
ｍ
）

〔
１
７
４
．
３
Ａ
〕

〔
１
６
０
．
２
Ａ
〕

〔
１
５
０
Ａ
〕

〔
１
２
０
Ａ
〕

〔
９
０
Ａ
〕

〔
６
０
Ａ
〕

〔
３
０
Ａ
〕

Ｅ
Ｍ
－
Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
０
０

Ｅ
Ｍ
－
Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
０
０

Ｅ
Ｍ
－
Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
０
０

Ｅ
Ｍ
－
Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
０
０

Ｅ
Ｍ
－
Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
０
０

Ｅ
Ｍ
－
Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
０
０

Ｅ
Ｍ
－
Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
０
０

（
Ｅ
７
５
）

Ｅ
Ｍ
－
Ｃ
Ｅ
８

－
３
Ｃ

Ｗ
ｈ

Ｗ
ｈ

Ｗ
ｈ

Ｗ
ｈ

Ｗ
ｈ

Ｗ
ｈ

Ｗ
ｈ

Ｌ
－
１

Ｌ
－
２

Ｌ
－
３

Ｌ
－
４

Ｌ
－
５

Ｌ
－
６

防
火
区
画
貫
通
処
理
が
必
要
で
す
。

ケ
ー
ブ
ル
の
場
合
、

１
２

３
４

５
６

７
８

９
１
０

１
１

Ｌ
－
７



(
様

式
 
電

－
８

－
１

)
 

　
電

路
計

算
書

（
幹

線
用

）
建

物
名

称
 
Ｅ

Ｃ
Ｏ

労
師

ビ
ル

新
築

工
事

周
波

数
 
[
H
z
]
：

5
0

幹
線

保

電
圧

護
用

遮
こ

う
長

設
計

負
荷

負
荷

の
種

別
及

び
許

容
電

線
1
k
m
あ

地
中

管
路

の

電
気

方
式

断
器

定
系

統
負

荷
名

称
電

流
力

率
断

面
積

電
流

た
り

の
ｲ
ﾝ

単
一

配
線

分
岐

が
あ

備
考

埋
設

深
さ

格
電

流
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

の
る

場
合

の
絶

縁
電

線
の

場
合

地
中

管
路

の

[
V
]

[
A
]

ℓ
 
[
ｍ

]
[
A
]

I
 
[
A
]

c
o
s
θ

A 
[
m
m
2
]

[
A
]

Z
 
[
Ω

/
k
m
]

電
圧

降
下

合
計

[
V
]

の
本

数
管

路
数

E
M
-
C
E
T

電
灯

・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

1
0
0

E
M
-
C
E
T

電
灯

・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

1
0
0

E
M
-
C
E
T

電
灯

・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

1
0
0

E
M
-
C
E
T

電
灯

・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

1
0
0

E
M
-
C
E
T

電
灯

・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

1
0
0

E
M
-
C
E
T

電
灯

・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

1
0
0

E
M
-
C
E
T

電
灯

・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

1
0
0

E
M
-
C
E

電
灯

・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

8
-
3
c

 
電

圧
降

下
に

よ
る

電
線

太
さ

の
算

出
こ

こ
に

、
e
：

各
線

間
の

電
圧

降
下

 
[
V
]

K
'
：

電
気

方
式

に
よ

る
係

数
係

数

 
K
'
I

lZ
I
：

設
計

負
荷

電
流

 
[
A
]

 
単

相
2
線

式
2

1
,
0
0
0

ℓ
：

こ
う

長
 
[
m
]

 
三

相
3
線

式
√

3

　
　

中
性

線
が

あ
る

場
合

は
中

性
線

と
の

電
圧

降
下

Z
：

電
線

1
k
m
あ

た
り

の
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ
 
[
Ω

/
k
m
]

 
単

相
3
線

式
、

三
相

4
線

式
1

K
'
：

電
気

方
式

に
よ

る
係

数

回
路

の
電

気
方

式

 
e
＝

 
[
V
]

0
.
4
3

1
.
9
V

1
.
0
0

3
0
.
0

0
.
9
5

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配

線
1
.
0
0

6
5
.
0

2
.
8
5
8

1
.
0
0

単
相

3
線

1
0
0
/
2
0
0

5
.
0

 
電

灯
盤

迄

0
.
2
5
5

0
.
0
3

2
.
0

3
0
.
0

0
.
9
5

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配

線
1
.
0
0

3
1
0
.
0

2
.
0

O
K

0
.
2
5
5

0
.
0
6

2
.
0

 
６

階
分

岐
迄

6
0
.
0

0
.
9
5

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配

線
1
.
0
0

単
相

3
線

1
0
0
/
2
0
0

3
.
5

 
７

階
分

岐
迄

3
1
0
.
0

1
.
0
0

単
相

3
線

1
0
0
/
2
0
0

3
.
5

1
.
0
0

3
1
0
.
0

0
.
2
5
5

0
.
0
9

2
.
0

3
.
5

 
５

階
分

岐
迄

9
0
.
0

0
.
9
5

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配

線

1
.
0
0

単
相

3
線

1
0
0
/
2
0
0

0
.
1
1

2
.
0

1
.
0
0

1
2
0
.
0

0
.
9
5

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配

線
1
.
0
0

3
1
0
.
0

0
.
2
5
5

1
.
0
0

単
相

3
線

1
0
0
/
2
0
0

3
.
5

 
４

階
分

岐
迄

0
.
2
5
5

0
.
1
4

2
.
0

1
5
0
.
0

0
.
9
5

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配

線
1
.
0
0

3
1
0
.
0

1
.
0
0

単
相

3
線

1
0
0
/
2
0
0

3
.
5

 
３

階
分

岐
迄

3
1
0
.
0

0
.
2
5
5

0
.
1
5

2
.
0

 
２

階
分

岐
迄

1
6
0
.
2

0
.
9
5

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配

線
1
.
0
0

1
.
0
0

単
相

3
線

1
0
0
/
2
0
0

3
.
5

1
.
0
0

3
1
0
.
0

0
.
2
5
5

0
.
8
9

2
.
0

2
0
.
0

 
１

階
分

岐
迄

1
7
4
.
3

0
.
9
5

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配

線
 
L
-
N
-
1

単
相

3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
7
5

ﾄ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ﾀ
ﾞ
ｳ
ﾝ
ﾘ
ｽ
ﾄ
よ

り
選

択
絶

縁
電

線
の

場
合

の
周

囲
温

度
 
(
入

力
無

し
の

場
合

は
4
0
℃

)

低
減

率
配

線
方

式

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

ﾗ
ｯ
ｸ
の

場
合

の
低

減
率

負
荷

の
種

類

2
0
2
2
年

 
8
月

 
1
5
日

幹
線

番
号

又
は

名
称

主
幹

器
具

定
格

電
流

電
線

及
び

ケ
ー

ブ
ル

各
線

間
の

電
圧

降
下

e
 
[
V
]

許
容

電
圧

降
下

計
算

式
の
説
明

・
集
合
住
宅
用
CE
Tケ

ー
ブ
ル
の
プ

レ
ハ

ブ
の

ブ
ラ
ン
チ

工
法

で
計

算
し
て
い
ま

す
。

・
一
般
的
に
同
サ
イ
ズ
の
ケ

ー
ブ
ル

を
PS
に
通

し
ま
す
の

で
10
0m
m
2 、

各
住
戸
の

メ
ー

タ
ー

及
び

電
灯
盤
迄
を
CE
8
□
-
3C
で
配
線
を

計
画

し
ま

し
た
。



(
様
式
 
電
－
８
－
１
)
 

　
電
路
計
算
書
（
幹
線
用
）

建
物

名
称

 
Ｅ

Ｃ
Ｏ

労
師

ビ
ル

新
築

工
事

周
波
数
 
[
H
z
]
：

5
0

幹
線
保

電
圧

護
用
遮

こ
う
長

設
計
負
荷

負
荷
の

種
別
及
び

許
容

電
線
1
k
m
あ

地
中
管
路
の

電
気
方
式

断
器
定

系
統

負
荷
名
称

電
流

力
率

断
面
積

電
流

た
り
の
ｲ
ﾝ

単
一
配
線

分
岐
が
あ

備
考

埋
設
深
さ

格
電
流

ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

の
る
場
合
の

絶
縁
電
線
の
場
合

地
中
管
路
の

[
V
]

[
A
]

ℓ
 
[
ｍ
]

[
A
]

I
 
[
A
]

c
o
s
θ

A 
[
m
m
2
]

[
A
]

Z
 
[
Ω
/
k
m
]

電
圧
降
下

合
計

[
V
]

の
本
数

管
路
数

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

3
8

3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

8
3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

8
3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

3
8

3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

8
3
本
以
下

E
M
-
I
E

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

1
4

3
本
以
下

 
電
圧
降
下
に
よ
る
電
線
太
さ
の
算
出

こ
こ
に
、

e
：

各
線
間
の
電
圧
降
下
 
[
V
]

K
'
：

電
気
方
式
に
よ
る
係
数

係
数

 
K
'
I

lZ
I
：

設
計
負
荷
電
流
 
[
A
]

 
単
相
2
線
式

2

1
,
0
0
0

ℓ
：

こ
う
長
 
[
m
]

 
三
相
3
線
式

√
3

　
　
中
性
線
が
あ
る
場
合
は
中
性
線
と
の
電
圧
降
下

Z
：

電
線
1
k
m
あ
た
り
の
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ
 
[
Ω
/
k
m
]

 
単
相
3
線
式
、
三
相
4
線
式

1

低
減
率

配
線
方
式

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

ﾗ
ｯ
ｸ
の

場
合
の

低
減
率

負
荷
の
種
類

2
0
2
2
年
 
8
月
 
1
5
日

幹
線
番
号

又
は
名
称

主
幹
器
具

定
格
電
流

電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル

各
線
間
の
電
圧
降
下

e
 
[
V
]

許
容
電

圧
降
下

保
護
管
配
線

 
L
-
N
-
1
分
岐
例

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
0
0

ﾄ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ﾀ
ﾞ
ｳ
ﾝ
ﾘ
ｽ
ﾄ
よ
り
選
択

絶
縁
電
線
の

場
合
の
周
囲

温
度
 
(
入
力

無
し
の
場
合

は
4
0
℃
)

0
.
9
5

保
護
管
配
線

1
.
0
0

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

5
.
0

1
2
2
.
0

0
.
5
9
2

1
.
3
9

3
.
0

3
0
.
0

7
8
.
0

0
.
9
5

3
9
.
0

0
.
9
5

保
護
管
配
線

4
6
.
0

1
.
0
0

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

2
0
.
0

 
L
-
1
-
2

4
6
.
0

2
.
7
0
2

0
.
5
3

1
.
9
2
V

3
.
0

O
K

 
L
-
1
-
1

4
0

3
9
.
0

1
.
0
0

2
.
7
0
2

2
.
1
1

3
.
5
V

3
.
0

N
G

4
0

 
分
岐
例
の
正
解

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
0
0

3
0
.
0

1
.
0
0

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

5
.
0

 
L
-
1
-
1

1
2
2
.
0

0
.
5
9
2

1
.
3
9

3
.
0

7
8
.
0

0
.
9
5

保
護
管
配
線

1
.
0
0

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

2
0
.
0

 
L
-
1
-
2

4
0

2
.
7
0
2

0
.
5
3

1
.
9
2
V

3
.
0

O
K

4
0

3
9
.
0

0
.
9
5

保
護
管
配
線

4
6
.
0

3
.
0

O
K

1
.
0
0

3
9
.
0

0
.
9
5

保
護
管
配
線

6
6
.
0

1
.
5
3
1

1
.
2
0

2
.
5
9
V

K
'
：
電
気
方
式
に
よ
る
係
数

回
路
の
電
気
方
式

 
e
＝

 
[
V
]



(
様

式
 
電

－
８

－
１

)
 

　
電

路
計

算
書

（
幹

線
用

）
建

物
名

称
 
Ｅ

Ｃ
Ｏ

労
師

ビ
ル

新
築

工
事

周
波

数
 
[
H
z
]
：

5
0

負
荷

の
電

線
1
k
m
あ

系
統

負
荷

名
称

力
率

た
り

の
ｲ
ﾝ

ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

[
V
]

[
A
]

ℓ
 
[
ｍ

]
[
A
]

I
 
[
A
]

K
c
o
s
θ

A 
[
m
m
2
]

[
A
]

Z
 
[
Ω

/
k
m
]

[
V
]

E
M
-
I
E

3
8

E
M
-
I
E

8

E
M
-
I
E

8

E
M
-
I
E

3
8

E
M
-
I
E

8

E
M
-
I
E

1
4

 
1
)
 
電

圧
降

下
に

よ
る

電
線

太
さ

の
算

出

ｅ
：

電
圧

降
下

 
[
V
]

*
 
単

相
3
線

式
の

1
線

は
中

性
線

(
又

は
接

地
線

)
の

た
め

2
線

の
値

を
用

い
て

い
る

。

 
K
Iℓ

Z
K
：

電
気

方
式

に
よ

る
係

数
係

数

1
,
0
0
0

I
：

設
計

負
荷

電
流

 
[
A
]

 
単

相
2
線

式
2

ℓ
：

こ
う

長
 
[
m
]

 
三

相
3
線

式
√

3

Z
：

電
線

1
k
m
あ

た
り

の
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ
 
[
Ω

/
k
m
]

 
単

相
3
線

式
、

三
相

4
線

式
1

 
2
)
 
電

線
及

び
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
の

許
容

電
流

は
次

の
条

件
を

満
た

す
こ

と
。

　
　

単
相

の
場

合
は

、
幹

線
保

護
用

遮
断

器
定

格
電

流
以

上

　
　

三
相

の
場

合
は

、
設

計
負

荷
電

流
以

上

K
：

電
気

方
式

に
よ

る
係

数

 
ｅ

＝
 
[
V
]

回
路

の
電

気
方

式

2
.
5
9
V

3
.
0

5
5
.
0

6
6
.
0

1
.
5
3
1

1
.
2
0

2
0
.
0

 
L
-
1
-
2

4
0

3
9
.
0

1
単

相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

保
護

管
配

線
4
6
.
0

2
.
7
0
2

0
.
5
3

1
.
9
2
V

5
.
0

 
L
-
1
-
1

4
0

3
9
.
0

1
0
.
9
5

0
.
9
5

保
護

管
配

線

単
相

3
線

1
0
0
/
2
0
0

3
.
0

3
.
0

3
5
.
0

1
2
2
.
0

0
.
5
9
2

1
.
3
9

3
0
.
0

7
8
.
0

1
 
分

岐
例

の
正

解
単

相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
0
0

0
.
9
5

保
護

管
配

線

保
護

管
配

線
4
6
.
0

2
.
7
0
2

2
.
1
1

3
.
5
V

2
0
.
0

 
L
-
1
-
2

4
0

3
9
.
0

1
0
.
9
5

単
相

3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
.
9
2
V

3
.
0

3
5
.
0

3
.
0

5
5
.
0

保
護

管
配

線
4
6
.
0

2
.
7
0
2

0
.
5
3

5
.
0

 
L
-
1
-
1

4
0

3
9
.
0

1
単

相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

保
護

管
配

線
1
2
2
.
0

0
.
5
9
2

1
.
3
9

3
0
.
0

7
8
.
0

1
0
.
9
5

 
L
-
N
-
1
分

岐
例

0
.
9
5

単
相

3
線

1
0
0
/
2
0
0

1
0
0

種
別

及
び

断
面

積
配

線
方

式

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ

配
線

の
許

容
電

流
低

減
率

許
容

電
流

幹
線

よ
り

分
岐

さ
れ

た
細

い
線

の
許

容
電

流

単
一

配
線

の
電

圧
降

下

分
岐

が
あ

る
場

合
の

合
計

電
気

方
式

に
よ

る
係

数

電
線

及
び

ケ
ー

ブ
ル

電
圧

降
下

ｅ
 
[
V
]

許
容

電
圧

降
下

幹
線

保
護

遮
断

機
の

定
格

電
流

に
よ

る
電

線
種

別
及

び
太

さ

3
m
<
ℓ
≦

8
m
の

場
合

幹
線

保
護

遮
断

機
定

格
電

流

×
3
5
%
 
[
A
]

ℓ
>
8
m
の

場
合

幹
線

保
護

遮
断

機
定

格
電

流

×
5
5
%
 
[
A
]

3
.
0

2
0
2
2
年

 
8
月

 
1
5
日

幹
線

番
号

又
は

名
称

電
気

方
式

電
圧

幹
線

保
護

用
遮

断
機

定
格

電
流

こ
う

長
主

幹
器

具
定

格
電

流

設
計

負
荷

電
流

又
は

最
大

使
用

電
流

・
Ｈ
3
0年

版
様
式
で
す
。

・
Ｈ
2
7年

版
様
式
で
も
3
5％

、
5
5％

を
満
足
で
き
な
い
場
合
は
赤
表
示
で
出
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

・
備
考
欄
が
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
不
便
で
す
。

Ｈ
3
0年

版
様
式
か
ら
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｈ
3
0年

版
か
ら
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
が

必
要
の
な
い
も
の
で
す
。



(
様
式
 
電
－
８
－
１
)
 

　
電
路
計
算
書
（
幹
線
用
）

建
物

名
称

 
Ｅ

Ｃ
Ｏ

労
師

ビ
ル

新
築

工
事

周
波
数
 
[
H
z
]
：

5
0

幹
線
保

電
圧

護
用
遮

こ
う
長

設
計
負
荷

負
荷
の

種
別
及
び

許
容

電
線
1
k
m
あ

地
中
管
路
の

電
気
方
式

断
器
定

系
統

負
荷
名
称

電
流

力
率

断
面
積

電
流

た
り
の
ｲ
ﾝ

単
一
配
線

分
岐
が
あ

備
考

埋
設
深
さ

格
電
流

ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

の
る
場
合
の

絶
縁
電
線
の
場
合

地
中
管
路
の

[
V
]

[
A
]

ℓ
 
[
ｍ
]

[
A
]

I
 
[
A
]

c
o
s
θ

A 
[
m
m
2
]

[
A
]

Z
 
[
Ω
/
k
m
]

電
圧
降
下

合
計

[
V
]

の
本
数

管
路
数

E
M
-
C
E
T

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

3
2
5

E
M
-
C
E
T

電
灯
・
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

2
0
0

E
M
-
C
E
T

電
動
機
(
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ﾝ
ｻ
無
)

3
2
5

E
M
-
C
E
T

電
動
機
(
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ﾝ
ｻ
無
)

3
2
5

E
M
-
C
E
T

電
動
機
(
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ﾝ
ｻ
無
)

2
5
0

 
電
圧
降
下
に
よ
る
電
線
太
さ
の
算
出

こ
こ
に
、

e
：

各
線
間
の
電
圧
降
下
 
[
V
]

K
'
：

電
気
方
式
に
よ
る
係
数

係
数

 
K
'
I

lZ
I
：

設
計
負
荷
電
流
 
[
A
]

 
単
相
2
線
式

2

1
,
0
0
0

ℓ
：

こ
う
長
 
[
m
]

 
三
相
3
線
式

√
3

　
　
中
性
線
が
あ
る
場
合
は
中
性
線
と
の
電
圧
降
下

Z
：

電
線
1
k
m
あ
た
り
の
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ
 
[
Ω
/
k
m
]

 
単
相
3
線
式
、
三
相
4
線
式

1

K
'
：
電
気
方
式
に
よ
る
係
数

回
路
の
電
気
方
式

 
e
＝

 
[
V
]

0
.
1
2
9

3
.
3
6

6
.
0

ト
リ
プ
ル
O
K

 
P
-
1
0

4
0
0

3
0
0
.
0

0
.
8
0

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配
線

0
.
7
0

3
7
5
.
2

1
.
0
0

三
相
3
線

2
0
0

4
0
0

5
0
.
0

0
.
7
0

4
4
4
.
5

0
.
1
1
1

4
.
3
3

6
.
0

5
0
.
0

 
P
-
1
0

6
0
0

4
5
0
.
0

0
.
8
0

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配
線

1
.
0
0

三
相
3
線

2
0
0

6
0
0

8
.
6
6

6
.
0

ダ
ブ
ル
N
G

1
.
0
0

9
0
0
.
0

0
.
8
0

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配
線

0
.
7
0

4
4
4
.
5

0
.
1
1
1

 
P
-
N
-
1
0

三
相
3
線

2
0
0

1
2
0
0

5
0
.
0

 
P
-
1
0

1
2
0
0

1
.
0
0

3
4
3
.
0

0
.
1
4
2

1
.
9
6

3
.
0

ダ
ブ
ル
O
K

 
L
-
1
0

3
0
0

2
7
5
.
0

0
.
9
5

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配
線

0
.
7
0

1
.
0
0

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

3
0
0

5
0
.
0

0
.
7
0

4
6
9
.
0

0
.
0
9
8

2
.
7
0

3
.
0

5
0
.
0

 
L
-
1
0

6
0
0

5
5
0
.
0

0
.
9
5

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ｯ
ｸ
配
線

 
L
-
N
-
1
0

単
相
3
線

1
0
0
/
2
0
0

6
0
0

ﾄ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ﾀ
ﾞ
ｳ
ﾝ
ﾘ
ｽ
ﾄ
よ
り
選
択

絶
縁
電
線
の

場
合
の
周
囲

温
度
 
(
入
力

無
し
の
場
合

は
4
0
℃
)

低
減
率

配
線
方
式

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

ﾗ
ｯ
ｸ
の

場
合
の

低
減
率

負
荷
の
種
類

2
0
2
2
年
 
8
月
 
1
5
日

幹
線
番
号

又
は
名
称

主
幹
器
具

定
格
電
流

電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル

各
線
間
の
電
圧
降
下

e
 
[
V
]

許
容
電

圧
降
下

計
算

書
の
説

明

・
設

計
基

準
は
事
務
所
ビ
ル
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
ブ
レ
ー
カ
ー
は
2
2
5
Ａ
以
下
を
原
則
と
す
る
と
な
っ
て
い

ま
す

が
工

場
等

で
は
6
0
0
Ａ
、
1
2
0
0
Ａ
と
い
っ
た
大
き
な
ブ
レ
ー
カ
ー
を
計
画
す
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

・
こ

の
よ

う
な
時
は
ケ
ー
ブ
ル
を
ダ
ブ
ル
や
ト
リ
プ
ル
で
配
線
し
ま
す
。
こ
の
場
合
は
負
荷
電
流
と
遮
断
器
を
1
/
2
、

1
/
3
で

計
算
し

ま
す
。
備
考
に
ダ
ブ
ル
、
ト
リ
プ
ル
と
手
入
力
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
上
下
2
段
で
作
成
す
れ
ば
解

り
易

い
計

算
書

に
な
り
ま
す
。



(
様

式
 
電

－
９

－
２

)
 

　
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ッ
ク
計
算
書

建
物
名
称
 
Ｅ
Ｃ
Ｏ
労
師
ビ
ル
新
築
工
事

電
圧

電
圧

[
V
]

D
 
[
m
m
]

[
V
]

D
 
[
m
m
]

1
 
L
-
N
-
1

単
相

3
線

式
1
0
0
/
2
0
0

E
M
-
C
E

3
.
5
-
3
c

1
2
.
5

1
 
L
-
N
-
1

単
相

3
線

式
1
0
0
/
2
0
0

E
M
-
C
E

3
.
5
-
3
c

1
2
.
5

2
 
L
-
N
-
2

単
相

3
線

式
1
0
0
/
2
0
0

E
M
-
C
E
T

6
0

3
3
.
0

2
 
L
-
N
-
2

単
相

3
線

式
1
0
0
/
2
0
0

E
M
-
C
E
T

6
0

3
3
.
0

3
 
L
-
N
-
3

単
相

3
線

式
1
0
0
/
2
0
0

E
M
-
C
E

5
.
5
-
3
c

1
4
.
5

3
 
L
-
N
-
3

単
相

3
線

式
1
0
0
/
2
0
0

E
M
-
C
E

5
.
5
-
3
c

1
4
.
5

4
 
P
-
N
-
1

三
相

3
線

式
2
0
0

E
M
-
C
E

5
.
5
-
3
c

1
4
.
5

4
 
P
-
N
-
1

三
相

3
線

式
2
0
0

E
M
-
C
E

5
.
5
-
3
c

1
4
.
5

5
 
P
-
N
-
2

三
相

3
線

式
2
0
0

E
M
-
C
E

5
.
5
-
3
c

1
4
.
5

5
 
P
-
N
-
2

三
相

3
線

式
2
0
0

E
M
-
C
E

5
.
5
-
3
c

1
4
.
5

6
 
P
-
N
-
3

三
相

3
線

式
2
0
0

E
M
-
C
E

5
.
5
-
3
c

1
4
.
5

6
 
P
-
N
-
3

三
相

3
線

式
2
0
0

E
M
-
C
E

5
.
5
-
3
c

1
4
.
5

7
 
P
L
-
N
-
1

三
相

4
線

式
2
3
0
/
4
0
0

E
M
-
C
E

6
0
-
4
c

3
5
.
0

7
 
P
L
-
N
-
1

三
相

4
線

式
2
3
0
/
4
0
0

E
M
-
C
E

6
0
-
4
c

3
5
.
0

8
8

 
L
-
N
-
4

直
流

2
線

式
2
0
0

E
M
-
C
E

1
4
-
2
c

1
6
.
5

9
9

 
L
-
N
-
5

直
流

2
線

式
1
0
0

E
M
-
C
E

2
2
-
2
c

1
9
.
5

1
0

1
0

 
P
L
-
N
-
2

三
相

4
線

式
2
3
0
/
4
0
0

E
M
-
C
E

2
2
-
4
c

2
3
.
0

1
1

1
1

1
2

1
2

1
3

1
3

1
4

1
4

1
5

1
5

1
6

1
6

1
7

1
7

1
8

1
8

1
9

1
9

2
0

2
0

2
1

2
1

2
2

2
2

2
3

2
3

2
4

2
4

2
5

2
5

2
6

2
6

2
7

2
7

2
8

2
8

2
9

2
9

3
0

3
0

3
1

3
1

3
2

3
2

3
3

3
3

3
4

3
4

3
5

3
5

3
6

3
6

3
7

3
7

1
1

7
1
0

0
.
7

0
.
7

1
0

電
気

方
式

ケ
ー

ブ
ル

種
別

サ
イ

ズ

ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク

電
気

方
式

ケ
ー

ブ
ル

種
別

サ
イ

ズ
D
 
+

2
0
2
2
年

 
8
月

 
1
5
日

電 力 用

幹
線

番
号

又
は

名
称

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
の

仕
上

り
外

径
D
 
+

負
荷

名
称

電 力 用

幹
線

番
号

又
は

名
称

負
荷

名
称

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
の

仕
上

り
外

径
1
0

ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク

許
容

電
流

低
減

率
選

定
す

る
ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

 

ラ
ッ

ク
の

材
料

、
仕

上
げ

の
種

類
 

Z
M

Z
M
-
4
0
0
A

[
m
m
] 2
2
.
5

4
3
.
0

2
4
.
5

2
4
.
5

2
4
.
5

2
4
.
5

4
5
.
0

ケ
ー

ブ
ル

の
仕

上
り

外
径

合
計

 
∑

(
D
+
1
0
)
 

許
容

電
流

低
減

率
の

算
定

ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
の

必
要

寸
法

 
1
.
2
｛

∑
(
D
+
1
0
)
+
6
0
｝

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
の

段
数

(
m
)

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
の

列
数

(
n
)

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
の

列
数

(
n
)

Z
M

3
2
3

2
0
9

許
容

電
流

低
減

率
選

定
す

る
ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

 
Z
M
-
5
0
0
A

許
容

電
流

低
減

率
の

算
定

ケ
ー

ブ
ル

の
仕

上
り

外
径

合
計

 
∑

(
D
+
1
0
)
 

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
の

段
数

(
m
)

ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
の

必
要

寸
法

 
1
.
2
｛

∑
(
D
+
1
0
)
+
6
0
｝

ラ
ッ

ク
の

材
料

、
仕

上
げ

の
種

類
 

[
m
m
] 2
2
.
5

4
3
.
0

2
4
.
5

2
4
.
5

2
4
.
5

2
4
.
5

4
5
.
0

2
6
.
5

2
9
.
5

3
3
.
0

4
2
9

2
9
8

弱
電
用

選
択
で
き
ま
す

弱
電
用
選
択
で
き
ま
す



　
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ッ
ク
幅
計
算
書
（
電
力
用
）

建
物
名
称
 
Ｅ
Ｃ
Ｏ
労
師
ビ
ル
新
築
工
事

設
置

場
所

仕
上

外
径

設
置

場
所

仕
上

外
径

D
 
[
m
m
]

D
 
[
m
m
]

E
M
-
C
E
T

1
4

2
1
.
0

E
M
-
C
E
T

1
4

2
1
.
0

E
M
-
C
E
T

2
2

2
4
.
0

E
M
-
C
E
T

2
2

2
4
.
0

E
M
-
C
E
T

3
8

2
8
.
0

E
M
-
C
E
T

3
8

2
8
.
0

E
M
-
C
E
T

6
0

3
3
.
0

E
M
-
C
E
T

6
0

3
3
.
0

E
M
-
C
E
T

1
0
0

4
1
.
0

E
M
-
C
E
T

1
0
0

4
1
.
0

E
M
-
C
E
T

1
5
0

4
7
.
0

E
M
-
C
E
T

1
5
0

4
7
.
0

E
M
-
C
E
T

2
0
0

5
5
.
0

E
M
-
C
E
T

2
0
0

5
5
.
0

E
M
-
C
E
T

2
5
0

6
0
.
0

E
M
-
C
E
T

2
5
0

6
0
.
0

E
M
-
C
E
T

3
2
5

6
6
.
0

E
M
-
C
E
T

3
2
5

6
6
.
0

E
M
-
C
E

1
4
-
3
c

1
7
.
5

E
M
-
C
E

1
4
-
3
c

1
7
.
5

E
M
-
C
E

2
2
-
3
c

2
1
.
0

E
M
-
C
E

2
2
-
3
c

2
1
.
0

E
M
-
C
E

3
8
-
3
c

2
5
.
0

E
M
-
C
E

3
8
-
3
c

2
5
.
0

E
M
-
C
E

6
0
-
3
c

3
1
.
0

E
M
-
C
E

6
0
-
3
c

3
1
.
0

E
M
-
C
E

1
0
0
-
3
c

4
0
.
0

E
M
-
C
E

1
0
0
-
3
c

4
0
.
0

E
M
-
C
E

1
5
0
-
3
c

4
6
.
0

E
M
-
C
E

1
5
0
-
3
c

4
6
.
0

E
M
-
C
E

2
0
0
-
3
c

5
4
.
0

E
M
-
C
E

2
0
0
-
3
c

5
4
.
0

E
M
-
C
E

2
5
0
-
3
c

5
8
.
0

E
M
-
C
E

2
5
0
-
3
c

5
8
.
0

E
M
-
C
E

3
2
5
-
3
c

6
5
.
0

E
M
-
C
E

3
2
5
-
3
c

6
5
.
0

 
　

　
計

7
3
2
.
5

S
=
D

1
0
.
7
0

1
2
0
0

 
　

　
計

7
3
2
.
5

S
=
D

2
0
.
5
0

7
0
0

2
0
2
2
年

 
8
月

 
1
5
日

ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク

間
隔

段
数

低
減

率
ﾗ
ｯ
ｸ
幅

幹
線

番
号

又
は

名
称

ケ
ー

ブ
ル

ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
幹

線
番

号
又

は
名

称

ケ
ー

ブ
ル

種
別

ｻ
ｲ
ｽ
ﾞ

間
隔

段
数

低
減

率
ﾗ
ｯ
ｸ
幅

種
別

ｻ
ｲ
ｽ
ﾞ

２
段
で
選
択
し
て
い
ま
す

こ
の
行
で
計
を
選
択
し
ま
す

こ
の
行
で
計
を
選
択
し
ま
す



　
ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

幅
計

算
書

（
通

信
・

情
報

用
）

建
物

名
称

 
Ｅ

Ｃ
Ｏ

労
師

ビ
ル

新
築

工
事

設
置

場
所

仕
上

外
径

D 
+

設
置

場
所

仕
上

外
径

D 
+

D
 
[
m
m
]

1
0

D
 
[
m
m
]

5

E
M
-
C
E
E

1
.
2
5
-
4
c

1
1
.
0

2
1
.
0

E
M
-
C
E
E

1
.
2
5
-
4
c

1
1
.
0

1
6
.
0

E
M
-
C
E
E
S

1
.
2
5
-
6
c

1
2
.
5

2
2
.
5

E
M
-
C
E
E
S

1
.
2
5
-
6
c

1
2
.
5

1
7
.
5

E
M
-
T
I
E
F

0
.
6
5
m
m
-
2
c

3
.
7

1
3
.
7

E
M
-
T
I
E
F

0
.
6
5
m
m
-
2
c

3
.
7

8
.
7

E
M
-
A
E

0
.
9
m
m
-
2
c

4
.
0

1
4
.
0

E
M
-
A
E

0
.
9
m
m
-
2
c

4
.
0

9
.
0

E
M
-
H
P

0
.
9
m
m
-
2
c

5
.
0

1
5
.
0

E
M
-
H
P

0
.
9
m
m
-
2
c

5
.
0

1
0
.
0

E
M
-
M
E
E
S

0
.
5
-
2
c

5
.
8

1
5
.
8

E
M
-
M
E
E
S

0
.
5
-
2
c

5
.
8

1
0
.
8

E
M
-
T
K
E
E

0
.
5
m
m
-
1
0
p

9
.
0

1
9
.
0

E
M
-
T
K
E
E

0
.
5
m
m
-
1
0
p

9
.
0

1
4
.
0

C
C
P
-
P

0
.
5
m
m
-
1
0
p

9
.
5

1
9
.
5

C
C
P
-
P

0
.
5
m
m
-
1
0
p

9
.
5

1
4
.
5

E
M
-
T
I
E
E

0
.
5
m
m
-
2
p

4
.
0

1
4
.
0

E
M
-
T
I
E
E

0
.
5
m
m
-
2
p

4
.
0

9
.
0

E
M
-
B
T
I
E
E

0
.
4
m
m
-
1
0
p

6
.
0

1
6
.
0

E
M
-
B
T
I
E
E

0
.
4
m
m
-
1
0
p

6
.
0

1
1
.
0

E
M
-
U
T
P

0
.
5
m
m
-
4
P
(
5
e
)

5
.
5

1
5
.
5

E
M
-
U
T
P

0
.
5
m
m
-
4
P
(
5
e
)

5
.
5

1
0
.
5

E
M
-
F
C
P
E
E

0
.
6
5
m
m
-
5
p

8
.
0

1
8
.
0

E
M
-
F
C
P
E
E

0
.
6
5
m
m
-
5
p

8
.
0

1
3
.
0

E
M
-
F
C
P
E
E
S

0
.
6
5
m
m
-
1
0
p

9
.
0

1
9
.
0

E
M
-
F
C
P
E
E
S

0
.
6
5
m
m
-
1
0
p

9
.
0

1
4
.
0

同
軸

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

E
M
-
S
-
5
C
-
F
B

7
.
7

1
7
.
7

同
軸

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

E
M
-
S
-
5
C
-
F
B

7
.
7

1
2
.
7

光
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾊ
ﾞ

～
2
0
0
芯

1
5
.
5

2
5
.
5

光
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾊ
ﾞ

～
2
0
0
芯

1
5
.
5

2
0
.
5

 
　

　
計

1
1
6
.
2

2
6
6
.
2

5
0
0

 
　

　
計

1
1
6
.
2

1
9
1
.
2

4
0
0

ﾗ
ｯ
ｸ
幅

2
0
2
2
年

 
8
月

 
1
5
日

ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
幹

線
番

号
又

は
名

称

ケ
ー

ブ
ル

ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
幹

線
番

号
又

は
名

称

ケ
ー

ブ
ル

種
別

ｻ
ｲ
ｽ
ﾞ

ﾗ
ｯ
ｸ
幅

種
別

ｻ
ｲ
ｽ
ﾞ

計
算

書
の
説

明

・
設

計
基

準
で
は
ケ
ー
ブ
ル
間
隔
は
Ｄ
＋
１
０
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
弱
電
線
は

Ｄ
＋

５
で

も
十

分
で

す
の

で
Ｄ

＋
１

０
と
Ｄ
＋
５
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Ｄ
＋
１
０
の
場
合

Ｄ
＋

５
の

場
合



短
絡
に
つ
い
て
 

  短
絡
は
シ
ョ
ー
ト
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
電
線
同
士
が
シ
ョ
ー
ト
し
た
状
態
に
な
れ
ば
負
荷
の
抵
抗
は
電
線
の
抵
抗
の
み
に
な
り
、
非
常
に
大
き
な
電
流
が
流
れ
熱
が
発

生
し
ま
す
。
概
略
値
で
説
明
し
ま
す
と

10
0V

回
路
で
ブ
レ
ー
カ
ー
よ
り

1
0
ｍ
先
に
消
費
電
力

5
00
W
の
電
気
器
具
が
接
線
さ
れ
、
配
線
を

I
E2
.
0m
m
と
す
る
と
通
常

5A
の

電
流
が
流
れ
電
気
器
具
の
抵
抗
は

2
0
Ω
で
す
。
こ
れ
が
短
絡
す
る
と

I
E
2.
0m
m
の
電
線
抵
抗
は

1
km

当
り

5
.6
5Ω

で
す
の
で

1
0
ｍ
で
は

0
.0
56
5
Ω
と
な
り
、電

流
は

1
7
70
A

（
実
際
は
電
路
の
コ
イ
ル
分
が
影
響
し
ま
す
の
で
概
略
値
で
す
。
）
の
大
電
流
と
な
り
ま
す
。
条
件
に
よ
り
一
概
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
1
秒
間
に
約

2
5
℃
程
度
温
度
上
昇

し
ま
す
の
で

3
～
4
秒
で
電
線
を
被
覆
し
て
い
る
ビ
ニ
ル
や
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
は
溶
け
て
し
ま
い
、
内
部
の
電
線
も
著
し
く
性
能
低
下
し
ま
す
。
電
線
は
太
く
な
る
程
抵
抗
は

小
さ
く
な
り
ま
す
の
で
電
流
値
は
よ
り
上
昇
し
ま
す
。
 

  こ
れ
を
防
止
す
る
に
は
遮
断
器
（
ブ
レ
ー
カ
ー
）
で
保
護
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ブ
レ
ー
カ
ー
に
は

2
.
5k
A
、
5
kA
、
10
k
A
と
い
う
よ
う
な
規
格
が
あ
り
、
短
絡
電
流
を

遮
断
で
き
る
も
の
を
選
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り

2
.5
kA

の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
選
定
し
た
場
合
、
2
.0
k
A
の
短
絡
電
流
で
あ
れ
ば
遮
断
で
き
ま
す
が
そ
れ
以
上
の
短

絡
電
流
が
流
れ
た
場
合
は
遮
断
で
き
ず
、
ブ
レ
ー
カ
ー
も
破
損
し
、
事
故
は
継
続
し
大
事
故
に
繋
が
り
ま
す
。
 

  短
絡
電
流
の
計
算
式
は
非
常
に
難
し
い
計
算
で
す
。
変
圧
器
の
容
量
に
も
関
係
し
ま
す
し
、
電
線
サ
イ
ズ
、
距
離
に
も
関
係
し
ま
す
。
電
灯
幹
線
は
過
負
荷
及
び
短
絡
電
流

を
保
護
す
る
。
動
力
幹
線
は
短
絡
電
流
を
保
護
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
電
気
技
術
者
に
と
っ
て
短
絡
の
計
算
は
非
常
に
重
要
な
項
目
で
す
。
 



単
相
６
．
６
ｋ
Ｖ
／
２
１
０
－
１
０
５
Ｖ

１
０
０
ｋ
Ｖ
Ａ

短
絡
電
流
系
統
図
（
参
考
例
で
計
算
書
と
は
関
連
し
て
い
ま
せ
ん
）

Ｎ
ｏ
．
１
油
入
変
圧
器

（
※
２
０
ｋ
Ｖ
Ａ
～
５
０
０
ｋ
Ｖ
Ａ
迄
選
択
で
き
ま
す
。
）

三
相
６
．
６
ｋ
Ｖ
／
２
１
０
Ｖ

１
０
０
ｋ
Ｖ
Ａ

Ｎ
ｏ
．
２
油
入
変
圧
器

（
※
２
０
ｋ
Ｖ
Ａ
～
２
，
０
０
０
ｋ
Ｖ
Ａ
迄
選
択
で
き
ま
す
。
）

想
定
短
絡
点

Ｘ
１
Ｂ

Ｉ
Ｓ
１
Ｂ

Ｅ
Ｍ
－
Ｃ
Ｅ
Ｔ

３
０
．
０
ｍ

Ｌ
－
Ｎ
－
１

想
定
短
絡
点

Ｉ
Ｓ
１
Ａ

Ｌ
－
１

分
電
盤

想
定
短
絡
点

Ｘ
３
Ｂ

Ｅ
Ｍ
－
Ｃ
Ｅ
Ｔ

４
０
．
０
ｍ

Ｐ
－
Ｎ
－
１

Ｐ
－
１

制
御
盤

想
定
短
絡
点

Ｉ
Ｓ
３
Ａ

受
変
電
設
備

Ｉ
Ｓ
３
Ｂ

Ｘ
３
Ａ



(
様
式
 
電
－
１
０
－
２
)
 

　
短

絡
電

流
計

算
書

（
三

相
３

線
）

建
物
名
称
 

三
相
3
線

Ｅ
Ｐ

L
Ｉ

S
3
A

Ｒ
W

Ｘ
W

Ｉ
S
3
B

[
V
]

 
[
k
V
A
]

[
k
A
]

[
k
A
]

[
Ω
/
k
m
]

[
Ω
/
k
m
]

[
k
A
]

[
k
A
]

E
M
-
C
E

9
.
5
0

1
8
.
6
0

1
4
-
3
c

3
9
.
8
9

2
0
.
4
8

E
M
-
C
E

１
）
短
絡
電
流

2
2
-
3
c

4
8
.
0
0

2
2
.
3
2

こ
こ

に
、

Ｉ
S
3
A
：

想
定

短
絡

点
Ｘ

3
A
に

お
け

る
三

相
短

絡
電

流
 
[
k
A
]

E
M
-
C
E
T

Ｉ
S
3
B
：

想
定

短
絡

点
Ｘ

3
B
に

お
け

る
三

相
短

絡
電

流
 
[
k
A
]

3
8

4
2
.
9
0

2
5
.
1
0

Ｐ
B
：

基
準

容
量

 
[
k
V
A
]

E
M
-
C
E
T

Ｖ
B
：

基
準

電
圧

 
[
V
]

1
0
0

2
6
.
4
6

2
6
.
5
9

 
％

Ｚ
S
：

電
源

総
合

パ
ー

セ
ン

ト
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

E
M
-
F
P
-
C

％
Ｚ

：
全

パ
ー

セ
ン

ト
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

8
-
3
c

2
7
7
.
0
7

2
9
.
6
4

２
）
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス

 
①
全
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

　
③
電
源
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

L
─

─
─

─
─

%
Ｒ

2
+
%
Ｘ

2
Ｐ

B

%
Ｒ

＝
%
Ｒ

S
+
%
Ｒ

W
、

％
Ｘ

＝
％

Ｘ
S
＋

％
Ｘ

W
Ｐ

L

こ
こ

に
、

Ｉ
L
：

変
圧

器
1
次

側
短

絡
電

流
（

又
は

主
遮

断
器

定
格

遮
断

電
流

）
[
k
A
]

こ
こ

に
、

％
Ｒ

：
全

パ
ー

セ
ン

ト
抵

抗
Ｅ

：
変

圧
器

1
次

側
電

圧
 
[
k
V
]

％
Ｘ

：
全

パ
ー

セ
ン

ト
リ

ア
ク

タ
ン

ス
Ｐ

L
：

受
電

点
遮

断
容

量
 
[
k
V
A
]

％
Ｒ

S
：

電
源

総
合

パ
ー

セ
ン

ト
抵

抗
　
④
電
動
機
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

M

％
Ｒ

W
：

電
線

パ
ー

セ
ン

ト
抵

抗
Ｐ

B

％
Ｘ

S
：

電
源

総
合

パ
ー

セ
ン

ト
リ

ア
ク

タ
ン

ス
Ｐ

Ｔ

％
Ｘ

W
：

電
線

パ
ー

セ
ン

ト
リ

ア
ク

タ
ン

ス
こ

こ
に

、
％

Ｘ
M
*
：

電
動

機
％

リ
ア

ク
タ

ン
ス

（
基

準
容

量
換

算
前

）

Ｐ
T
：

変
圧

器
定

格
容

量
 
[
k
V
A
]

　
②
電
源
総
合
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

S
　
⑤
変
圧
器
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

T

　
％

Ｚ
T
＝

％
Ｒ

T
＋

j
％

Ｘ
T

─
─

─
─

─
─

　
％

Ｚ
S
＝

％
Ｒ

S
＋

j
％

Ｘ
S
＝

%
Ｒ

S
2
+
%
Ｘ

S
2

Ｐ
T

Ｐ
T

こ
こ

に
、

％
Ｒ

T
*
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

抵
抗

（
基

準
容

量
換

算
前

）

％
Ｘ

T
*
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

リ
ア

ク
タ

ン
ス

（
基

準
容

量
換

算
前

）

こ
こ

に
、

％
Ｚ

L
：

電
源

パ
ー

セ
ン

ト
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

　
⑥
電
線
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

W
備

考
(
1
)
基

準
容

量
Ｐ

B
 
は

1
,
0
0
0
k
V
A
と

す
る

。

％
Ｚ

T
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
　

％
Ｚ

W
＝

％
Ｒ

W
＋

j
％

Ｘ
W

(
2
)
電

動
機

％
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

％
X

M
*
 
は

2
5
％

と
す

る
。

％
Ｚ

M
：

電
動

機
パ

ー
セ

ン
ト

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
Ｒ

W
・

P
B

Ｘ
W
・

P
B

(
3
)
電

源
総

合
パ

ー
セ

ン
ト

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
％

Z
S
 
は

、
％

Z
S
≒

％
Z

T
 
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

％
Ｒ

T
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

抵
抗

Ｖ
B
2

Ｖ
B
2

　
（

％
Z

S
≒

％
Z

T
と

し
て

算
出

す
る

場
合

は
、

％
R

S
＝

％
R

T
、

％
X

S
≒

％
X

T
と

し
、

③
及

び
④

を
省

略
す

る
。

）

％
Ｘ

L
：

電
源

パ
ー

セ
ン

ト
リ

ア
ク

タ
ン

ス
こ

こ
に

、
Ｒ

W
：

電
線

の
導

体
抵

抗
 
[
Ω

/
ｋ

ｍ
]

(
4
)
電

源
パ

ー
セ

ン
ト

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
％

Z
L
 
は

、
電

源
パ

ー
セ

ン
ト

リ
ア

ク
タ

ン
ス

％
X

L
 
と

し
て

考
え

る
。

％
Ｘ

T
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

リ
ア

ク
タ

ン
ス

Ｘ
W
：

電
線

の
リ

ア
ク

タ
ン

ス
 
[
Ω

/
ｋ

ｍ
]

(
5
)
電

動
機

パ
ー

セ
ン

ト
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

％
Z

M
 
は

、
電

動
機

パ
ー

セ
ン

ト
リ

ア
ク

タ
ン

ス
％

X
M
 
と

し
て

考
え

る
。

％
Ｘ

M
：

電
動

機
パ

ー
セ

ン
ト

リ
ア

ク
タ

ン
ス

　
ℓ
：

電
線

の
こ

う
長

 
[
ｍ

]

％
Ｒ

W
＝

・
ℓ
・

1
0
0

％
Ｘ

W
＝

・
ℓ
・

1
0
0

％
Ｚ

S
＝

(
%
Ｚ

L
+
%
Ｚ

T
)
・

%
Ｚ

M
（

≒
％

Ｚ
Ｔ
）

%
Ｚ

L
+
%
Ｚ

T
+
%
Ｚ

M
％

Ｒ
T
＝

Ｐ
B

√

％
Ｒ

S
＝

％
Ｒ

T
、

％
Ｘ

S
＝

(
%
Ｘ

L
+
%
Ｘ

T
)
・

%
Ｘ

M
（

≒
％

Ｘ
Ｔ
）

%
Ｘ

L
+
%
Ｘ

T
+
%
Ｘ

M

・
％

Ｒ
T
*
、

％
Ｘ

T
＝

Ｐ
B

・
％

Ｘ
T
*

％
Ｚ

M
＝

j
％

Ｘ
M
＝

・
％

Ｘ
Ｍ
*

%
Ｚ

＝
%
Ｒ

+
j
%
Ｘ

＝
％

Ｚ
L
＝

j
％

Ｘ
L
＝

Ｐ
B

・
1
0
0
＝

・
1
0
0

√
3
・

Ｉ
L
・

Ｅ

√

2
.
5

7
.
9
9
1

3
7
.
5
1

7
.
3
3

7
.
5

Ｉ
S
3
A
＝

0
.
0
9
7

2
6
7
.
5
7
4

1
1
.
0
4
3

2
7
8
.
6
6

0
.
9
9

Ｉ
S
3
B
＝

Ｐ
B
・
1
0
0

√
3
・
Ｖ

B
・
%
Ｚ

P
-
5

5
0
.
0

2
.
3
6
0

P
-
4

4
0
.
0

0
.
1
8
7

0
.
0
8
8

1
6
.
9
6
1

Ｐ
B
・
1
0
0

P
-
3

3
0
.
0

0
.
4
9
1

0
.
0
9
6

3
3
.
4
0
1

6
.
4
9
7

7
.
5

√
3
・
Ｖ

B
・
%
Ｚ

S

4
9
.
7
0

5
.
5
3

6
.
1
3

7
.
5

P
-
2

2
0
.
0

0
.
8
4
9

0
.
0
8
2

3
8
.
5
0
3

3
.
7
1
9

1
.
3
4
0

0
.
0
8
3

3
0
.
3
8
5

5
2
.
9
4

5
.
1
9

7
.
5

0
.
9
5

1
.
9
4

9
.
5
0

1
9
.
4
0

2
0
.
8
8

1
3
.
1
7

1
4
 

P
-
1

1
0
.
0

1
.
8
7
8

4
4
.
8
3

受
電
点
遮

断
容
量

1
2
.
5
0

6
,
6
0
0

1
4
2
,
8
9
4

0
.
6
9
9

2
5
.
0

2
5
0

%
Ｚ

M
：

(
%
Ｘ

M
)

基
準
容
量
換
算
前

%
Ｚ

T
*

％
Ｚ

％
Ｒ

短
絡
点
 
Ｘ

3
B
に
お
け

る
短
絡
電
流

％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

に
お
け
る
短
絡
電
流

三
相

短
絡

電
流

％
Ｘ

[
k
A
]

(
=
%
Ｘ

L
)

％
Ｚ

W

こ
う
長

[
ｍ
]

％
Ｒ

W
％
Ｘ

W

%
Ｚ

T
%
Ｚ

S
三
相

短
絡
電
流

幹
線

保
護

用
遮

断
器

定
格

遮
断

容
量

電
線

及
び

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

Ｚ
W

%
Ｘ

T
%
Ｒ

S
%
Ｘ

S
種
別

太
さ
[
m
m
2
]

主
遮

断
器

定
格

遮
断

電
流

変
圧
器
１

次
側
電
圧

⑤
変
圧
器
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

②
電
源
総
合

短
絡
点
　
Ｘ

3
Ａ

遮
断

器
設

置
位

置

電
源

％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ

ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

基
準

容
量

換
算

前

N
o
.
2

5
0

油
入

1
0
0

2
1
0

1
,
0
0
0

③
電
源
％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

④
電
動
機

配
線

保
護

用
遮

断
器

定
格

遮
断

容
量

Ｉ
L

%
Ｚ

L
%
Ｚ

M
*

(
=
%
X
M
*
)

%
Ｒ

T
*

%
Ｘ

T
*

%
Ｒ

T

⑥
電
線
％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

①
全
％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ

ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

 
 
 
 
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日

変
圧
器
名
称

電
気
方
式

周
波
数

変
圧
器
種
別

変
圧
器
定
格
容
量

基
準
電
圧

基
準
容
量

[
H
z
]
 

Ｐ
T
[
k
V
A
]

Ｖ
B
 
[
V
]

Ｐ
B
 
[
k
V
A
]

一
般

的
に

は
12
.5
を
選
択

し
ま

す
。

手
引

は
0.
7で

す
が
0
.6
99
が
正
で
す
。

必
ず
何
か
を
入
力
し
て
下
さ
い
。

計
算

式
の

説
明

・
手
入
力
す
る
の
は
名
称
、
位
置
、
こ
う
長
の
み
で
す
。

・
そ
の
他
は
リ
ス
ト
よ
り
選
択
す
れ
ば
計
算
し
ま
す
。

・
変
圧
器
を
大
き
く
す
れ
ば
遮
断
容
量
は
大
き
く
な
り
、
こ
う
長
が
長
く
な
れ
ば

遮
断
容
量
は
小
さ
く
な
り
ま
す
。



(
様
式
 
電
－
１
０
－
３
)
 

　
短

絡
電

流
計

算
書

（
単

相
３

線
）

建
物
名
称
 

単
相
3
線

単
相
は
5
0
0
k
V
A
迄
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｅ
Ｐ

L
Ｉ

S
1
A

Ｒ
W

Ｘ
W

Ｉ
S
1
B

[
k
V
]

 
[
k
V
A
]

[
k
A
]

[
k
A
]

[
Ω
/
k
m
]

[
Ω
/
k
m
]

[
k
A
]

[
k
A
]

E
M
-
C
E
T

1
0
.
0
0

2
0
.
4
0

3
8

7
6
.
8
0

3
3
.
3
9

E
M
-
C
E
T

１
）
短
絡
電
流

6
0

5
2
.
3
1

3
2
.
8
2

こ
こ

に
、

Ｉ
S
1
A
：

想
定

短
絡

点
Ｘ

1A
に

お
け

る
単

相
短

絡
電

流
 
[
k
A
]

Ｉ
S
1
B
：

想
定

短
絡

点
Ｘ

1B
に

お
け

る
単

相
短

絡
電

流
 
[
k
A
]

Ｐ
B
：

基
準

容
量

 
[
k
V
A
]

Ｖ
B
：

基
準

電
圧

 
[
V
]

 
％

Ｚ
S
：

電
源

総
合

パ
ー

セ
ン

ト
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

％
Ｚ

：
全

パ
ー

セ
ン

ト
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

２
）
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス

 
①
全
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

　
③
電
源
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

L
─

─
─

─
─

%
Ｒ

2
+
%
Ｘ

2
Ｐ

B

%
Ｒ

＝
%
Ｒ

S
+
%
Ｒ

W
、

％
Ｘ

＝
％

Ｘ
S
＋

％
Ｘ

W
Ｐ

L

こ
こ

に
、

Ｉ
L
：

変
圧

器
1
次

側
短

絡
電

流
（

又
は

主
遮

断
器

定
格

遮
断

電
流

）
[
k
A
]

こ
こ

に
、

％
Ｒ

：
全

パ
ー

セ
ン

ト
抵

抗
E
：

変
圧

器
1
次

側
電

圧
 
[
k
V
]

％
Ｘ

：
全

パ
ー

セ
ン

ト
リ

ア
ク

タ
ン

ス
Ｐ

L
：

受
電

点
遮

断
容

量
 
[
k
V
A
]

％
Ｒ

S
：

電
源

総
合

パ
ー

セ
ン

ト
抵

抗

％
Ｒ

W
：

電
線

パ
ー

セ
ン

ト
抵

抗
　
④
変
圧
器
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

T

％
Ｘ

S
：

電
源

総
合

パ
ー

セ
ン

ト
リ

ア
ク

タ
ン

ス

％
Ｘ

W
：

電
線

パ
ー

セ
ン

ト
リ

ア
ク

タ
ン

ス
　

％
Ｚ

T
＝

％
Ｒ

T
＋

j
％

Ｘ
T

Ｐ
B

Ｐ
B

　
②
電
源
総
合
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

S
Ｐ

T
Ｐ

T

％
Ｚ

S
＝

%
Ｚ

L
+
%
Ｚ

T
（

≒
％

Ｚ
Ｔ
）

こ
こ

に
、

％
Ｒ

T
*
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

抵
抗

（
基

準
容

量
換

算
前

）
─

─
─

─
─

─
％

Ｚ
S
＝

％
Ｒ

S
＋

j
％

Ｘ
S
＝

%
Ｒ

S
2
+
%
Ｘ

S
2

％
Ｒ

S
＝

％
Ｒ

T
、

％
Ｘ

S
＝

%
Ｘ

L
+
%
Ｘ

T
（

≒
％

Ｘ
T
）

　
⑤
電
線
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

W

　
％

Ｚ
W
＝

％
Ｒ

W
＋

j
％

Ｘ
W

こ
こ

に
、

％
Ｚ

L
：

電
源

パ
ー

セ
ン

ト
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

R
W
・

P
B

X
W
・

P
B

％
Ｚ

T
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
Ｖ

B
2

Ｖ
B
2

％
Ｒ

T
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

抵
抗

％
Ｘ

L
：

電
源

パ
ー

セ
ン

ト
リ

ア
ク

タ
ン

ス
こ

こ
に

、
Ｒ

W
：

電
線

の
導

体
抵

抗
 
[
Ω

/
ｋ

ｍ
]

備
考

(
1
)
基

準
容

量
Ｐ

B
は

1
,
0
0
0
k
V
A
と

す
る

。

％
Ｘ

T
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

リ
ア

ク
タ

ン
ス

Ｘ
W
：

電
線

の
リ

ア
ク

タ
ン

ス
 
[
Ω

/
ｋ

ｍ
]

(
2
）

電
源

総
合

パ
ー

セ
ン

ト
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

％
Z

S
は

％
Z

S
≒

％
Z

T
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
（

％
Z

S
≒

％
Z

T
と

し
て

算
出

す
る

場
合

は
、

％
R

S
＝

％
R

T
、

％
X

S
≒

％
X

T
と

し
、

③
を

省
略

す
る

。
）

　
ℓ
：

電
線

の
こ

う
長

 
[
ｍ

]
(
3
)
電

源
パ

ー
セ

ン
ト

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
％

Z
L
は

、
電

源
パ

ー
セ

ン
ト

リ
ア

ク
タ

ン
ス

％
X

L
と

し
て

考
え

る
。

√
％

Ｘ
T
*
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

リ
ア

ク
タ

ン
ス

（
基

準
容

量
換

算
前

）

％
Ｒ

W
＝

・
2
・

ℓ
・

1
0
0

・
2
・

ℓ
・

1
0
0

％
Ｘ

W
＝

％
Ｒ

T
＝

・
％

Ｒ
T
*
、

％
Ｘ

T
＝

・
％

Ｘ
T
*

%
Ｚ

＝
%
Ｒ

+
j
%
Ｘ

＝
％

Ｚ
L
＝

j
％

Ｘ
L
＝

Ｐ
B

・
1
0
0
＝

・
1
0
0

√
√

3
・

Ｉ
L
・

Ｅ

Ｉ
S
1
B
＝

Ｐ
B
・
1
0
0

Ｖ
B
・
%
Ｚ

1
2
.
5
0

6
,
6
0
0

1
4
2
,
8
9
4

0
.
6
9
9

Ｖ
B
・
%
Ｚ

S

6
1
.
7
6

7
.
7
1

1
.
0
0

1
.
9
7

1
0
.
0
0

1
9
.
7
0

2
2
.
7
1

2
0
.
9
7

2
2
 

L
-
1

3
0
.
0

0
.
4
9
1

0
.
0
9
6

6
6
.
8
0
3

1
2
.
9
9
3

1
0

Ｉ
S
1
A
＝

Ｐ
B
・
1
0
0

L
-
2

3
0
.
0

0
.
3
1
1

0
.
0
9
1

4
2
.
3
1
3

1
2
.
4
2
2

%
Ｘ

T
*

%
Ｚ

T
%
Ｚ

S

%
Ｒ

T
%
Ｘ

T
%
Ｒ

S
%
Ｘ

S

5
.
6
9

7
.
5

8
3
.
7
5

主
遮

断
器

定
格

遮
断

電
流

変
圧
器
１

次
側
電
圧

受
電
点
遮

断
容
量

単
相

短
絡

電
流

配
線

保
護

用
遮

断
器

定
格

遮
断

容
量

Ｉ
L

④
変
圧
器
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

②
電
源
総
合

短
絡
点
　
Ｘ

1
Ａ

遮
断

器
設

置
位

置

⑤
電
線
％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

①
全
％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ

ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

単
相

短
絡
電
流

幹
線

保
護

用
遮

断
器

定
格

遮
断

容
量

電
線

及
び

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

種
別

太
さ
[
m
m
2
]

％
Ｚ

基
準
容
量
換
算
前

%
Ｚ

T
*

％
Ｒ

％
Ｘ

[
k
A
]

(
=
%
Ｘ

L
)

Ｚ
W

N
o
.
1

5
0

油
入

1
0
0

2
1
0

1
,
0
0
0

③
電
源
％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

短
絡
点
 
Ｘ

1
B
に
お
け

る
短
絡
電
流

％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

に
お
け
る
短
絡
電
流

変
圧
器
名
称

電
気
方
式

周
波
数

変
圧
器
種
別

変
圧
器
定
格
容
量

基
準
電
圧

[
H
z
]
 

Ｐ
T
[
k
V
A
]

Ｖ
B
 
[
V
]

電
源

％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ

ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

 
 
 
 
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日

基
準
容
量

Ｐ
B
 
[
k
V
A
]

％
Ｚ

W

こ
う
長

[
ｍ
]

％
Ｒ

W
％
Ｘ

W

%
Ｚ

L
%
Ｒ

T
*

一
般

的
に

は
12
.5
を
選
択

し
ま

す
。

手
引

は
0.
7で

す
が

0
.6
99
が

正
で
す
。

必
ず
何
か
を
入
力
し
て
下
さ
い
。

計
算

式
の

説
明

・
単
相
用
の
例
で
す
。

・
単
相
も
三
相
も
同
じ
で
す
が
ケ
ー
ブ
ル
サ
イ
ズ
が
太
い
程
短
絡
電
流
は

大
き
く
な
り
ま
す
。
抵
抗
も
含
め
た
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
が
太
い
方
が

小
さ
く
な
る
か
ら
で
す
。



(
様
式
 
電
－
１
０
－
２
)
 

　
短

絡
電

流
計

算
書

（
三

相
３

線
）

建
物
名
称
 

設
計
基
準
の
デ
ー
タ
は
三
相
変
圧
器
は
5
0
0
k
V
A
迄
の
デ
ー
タ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
7
5
0
k
V
A
～
2
,
0
0
0
k
V
A
の

三
相
3
線

デ
ー
タ
は
某
メ
ー
カ
ー
品
を
仮
に
入
れ
て
お
り
ま
す
。
採
用
す
る
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
上
書
き
修
正
で
き
ま
す
。

Ｅ
Ｐ

L
Ｉ

S
3
A

Ｒ
W

Ｘ
W

Ｉ
S
3
B

[
V
]

 
[
k
V
A
]

[
k
A
]

[
k
A
]

[
Ω
/
k
m
]

[
Ω
/
k
m
]

[
k
A
]

[
k
A
]

E
M
-
C
E
T

0
.
3
5

3
.
0
2

1
0
0

8
.
8
3

7
.
0
2

E
M
-
C
E
T

１
）
短
絡
電
流

1
5
0

5
.
9
7

6
.
8
6

こ
こ

に
、

Ｉ
S
3
A
：

想
定

短
絡

点
Ｘ

3
A
に

お
け

る
三

相
短

絡
電

流
 
[
k
A
]

Ｉ
S
3
B
：

想
定

短
絡

点
Ｘ

3
B
に

お
け

る
三

相
短

絡
電

流
 
[
k
A
]

Ｐ
B
：

基
準

容
量

 
[
k
V
A
]

Ｖ
B
：

基
準

電
圧

 
[
V
]

 
％

Ｚ
S
：

電
源

総
合

パ
ー

セ
ン

ト
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

％
Ｚ

：
全

パ
ー

セ
ン

ト
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

２
）
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス

 
①
全
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

　
③
電
源
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

L
─

─
─

─
─

%
Ｒ

2
+
%
Ｘ

2
Ｐ

B

%
Ｒ

＝
%
Ｒ

S
+
%
Ｒ

W
、

％
Ｘ

＝
％

Ｘ
S
＋

％
Ｘ

W
Ｐ

L

こ
こ

に
、

Ｉ
L
：

変
圧

器
1
次

側
短

絡
電

流
（

又
は

主
遮

断
器

定
格

遮
断

電
流

）
[
k
A
]

こ
こ

に
、

％
Ｒ

：
全

パ
ー

セ
ン

ト
抵

抗
Ｅ

：
変

圧
器

1
次

側
電

圧
 
[
k
V
]

％
Ｘ

：
全

パ
ー

セ
ン

ト
リ

ア
ク

タ
ン

ス
Ｐ

L
：

受
電

点
遮

断
容

量
 
[
k
V
A
]

％
Ｒ

S
：

電
源

総
合

パ
ー

セ
ン

ト
抵

抗
　
④
電
動
機
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

M

％
Ｒ

W
：

電
線

パ
ー

セ
ン

ト
抵

抗
Ｐ

B

％
Ｘ

S
：

電
源

総
合

パ
ー

セ
ン

ト
リ

ア
ク

タ
ン

ス
Ｐ

Ｔ

％
Ｘ

W
：

電
線

パ
ー

セ
ン

ト
リ

ア
ク

タ
ン

ス
こ

こ
に

、
％

Ｘ
M
*
：

電
動

機
％

リ
ア

ク
タ

ン
ス

（
基

準
容

量
換

算
前

）

Ｐ
T
：

変
圧

器
定

格
容

量
 
[
k
V
A
]

　
②
電
源
総
合
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

S
　
⑤
変
圧
器
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

T

　
％

Ｚ
T
＝

％
Ｒ

T
＋

j
％

Ｘ
T

─
─

─
─

─
─

　
％

Ｚ
S
＝

％
Ｒ

S
＋

j
％

Ｘ
S
＝

%
Ｒ

S
2
+
%
Ｘ

S
2

Ｐ
T

Ｐ
T

こ
こ

に
、

％
Ｒ

T
*
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

抵
抗

（
基

準
容

量
換

算
前

）

％
Ｘ

T
*
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

リ
ア

ク
タ

ン
ス

（
基

準
容

量
換

算
前

）

こ
こ

に
、

％
Ｚ

L
：

電
源

パ
ー

セ
ン

ト
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

　
⑥
電
線
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

W
備

考
(
1
)
基

準
容

量
Ｐ

B
 
は

1
,
0
0
0
k
V
A
と

す
る

。

％
Ｚ

T
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
　

％
Ｚ

W
＝

％
Ｒ

W
＋

j
％

Ｘ
W

(
2
)
電

動
機

％
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

％
X

M
*
 
は

2
5
％

と
す

る
。

％
Ｚ

M
：

電
動

機
パ

ー
セ

ン
ト

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
Ｒ

W
・

P
B

Ｘ
W
・

P
B

(
3
)
電

源
総

合
パ

ー
セ

ン
ト

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
％

Z
S
 
は

、
％

Z
S
≒

％
Z

T
 
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

％
Ｒ

T
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

抵
抗

Ｖ
B
2

Ｖ
B
2

　
（

％
Z

S
≒

％
Z

T
と

し
て

算
出

す
る

場
合

は
、

％
R

S
＝

％
R

T
、

％
X

S
≒

％
X

T
と

し
、

③
及

び
④

を
省

略
す

る
。

）

％
Ｘ

L
：

電
源

パ
ー

セ
ン

ト
リ

ア
ク

タ
ン

ス
こ

こ
に

、
Ｒ

W
：

電
線

の
導

体
抵

抗
 
[
Ω

/
ｋ

ｍ
]

(
4
)
電

源
パ

ー
セ

ン
ト

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
％

Z
L
 
は

、
電

源
パ

ー
セ

ン
ト

リ
ア

ク
タ

ン
ス

％
X

L
 
と

し
て

考
え

る
。

％
Ｘ

T
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

リ
ア

ク
タ

ン
ス

Ｘ
W
：

電
線

の
リ

ア
ク

タ
ン

ス
 
[
Ω

/
ｋ

ｍ
]

(
5
)
電

動
機

パ
ー

セ
ン

ト
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

％
Z

M
 
は

、
電

動
機

パ
ー

セ
ン

ト
リ

ア
ク

タ
ン

ス
％

X
M
 
と

し
て

考
え

る
。

％
Ｘ

M
：

電
動

機
パ

ー
セ

ン
ト

リ
ア

ク
タ

ン
ス

　
ℓ
：

電
線

の
こ

う
長

 
[
ｍ

]

電
源

％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ

ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

基
準

容
量

換
算

前

 
 
 
 
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日

変
圧
器
名
称

電
気
方
式

周
波
数

変
圧
器
種
別

変
圧
器
定
格
容
量

基
準
電
圧

基
準
容
量

[
H
z
]
 

Ｐ
T
[
k
V
A
]

Ｖ
B
 
[
V
]

Ｐ
B
 
[
k
V
A
]

％
Ｚ

単
相

短
絡

電
流

N
o
.
3

5
0

油
入

1
5
0
0

2
1
0

1
,
0
0
0

③
電
源
％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

④
電
動
機

⑤
変
圧
器
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

②
電
源
総
合

短
絡
点
　
Ｘ

3
Ａ

遮
断

器
設

置
位

置

⑥
電
線
％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

①
全
％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ

ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

短
絡
点
 
Ｘ

3
B
に
お
け

る
短
絡
電
流

％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

に
お
け
る
短
絡
電
流

主
遮

断
器

定
格

遮
断

電
流

変
圧
器
１

次
側
電
圧

受
電
点
遮

断
容
量

配
線

保
護

用
遮

断
器

定
格

遮
断

容
量

Ｉ
L

%
Ｚ

L
%
Ｚ

M
*

(
=
%
X
M
*
)

%
Ｒ

T
*

%
Ｘ

T
*

%
Ｒ

T

%
Ｚ

T
%
Ｚ

S
三
相

短
絡
電
流

幹
線

保
護

用
遮

断
器

定
格

遮
断

容
量

電
線

及
び

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

Ｚ
W

%
Ｘ

T
%
Ｒ

S
%
Ｘ

S
種
別

太
さ
[
m
m
2
]

%
Ｚ

M
：

(
%
Ｘ

M
)

基
準
容
量
換
算
前

%
Ｚ

T
*

％
Ｒ

％
Ｘ

[
k
A
]

(
=
%
Ｘ

L
)

％
Ｚ

W

1
2
.
5
0

6
,
6
0
0

1
4
2
,
8
9
4

0
.
6
9
9

2
5
.
0

1
6
.
6
6

こ
う
長

[
ｍ
]

％
Ｒ

W
％
Ｘ

W

6
5
<
 

P
-
1

2
0
.
0

0
.
1
8
7

0
.
0
8
8

8
.
4
8
1

0
.
5
3

4
.
4
9

0
.
3
5

2
.
9
9

3
.
0
4

9
0
.
4
4

3
.
9
9
5

1
1
.
2
8

2
4
.
3
7

2
5

P
-
2

2
0
.
0

0
.
1
2
4

0
.
0
8
5

5
.
6
2
4

3
.
8
3
7

√
3
・
Ｖ

B
・
%
Ｚ

S

9
.
0
9

3
0
.
2
5

3
5

Ｐ
B
・
1
0
0

Ｉ
S
3
B
＝

Ｐ
B
・
1
0
0

√
3
・
Ｖ

B
・
%
Ｚ

Ｉ
S
3
A
＝

√
%
Ｚ

＝
%
Ｒ

+
j
%
Ｘ

＝
％

Ｚ
L
＝

j
％

Ｘ
L
＝

Ｐ
B

・
1
0
0
＝

・
1
0
0

√
3
・

Ｉ
L
・

Ｅ

％
Ｚ

M
＝

j
％

Ｘ
M
＝

・
％

Ｘ
Ｍ
*

％
Ｚ

S
＝

(
%
Ｚ

L
+
%
Ｚ

T
)
・

%
Ｚ

M
（

≒
％

Ｚ
Ｔ
）

%
Ｚ

L
+
%
Ｚ

T
+
%
Ｚ

M
％

Ｒ
T
＝

Ｐ
B

・
％

Ｒ
T
*
、

％
Ｘ

T
＝

√

％
Ｒ

S
＝

％
Ｒ

T
、

％
Ｘ

S
＝

(
%
Ｘ

L
+
%
Ｘ

T
)
・

%
Ｘ

M
（

≒
％

Ｘ
Ｔ
）

Ｐ
B

・
％

Ｘ
T
*

%
Ｘ

L
+
%
Ｘ

T
+
%
Ｘ

M

％
Ｒ

W
＝

・
ℓ
・

1
0
0

％
Ｘ

W
＝

・
ℓ
・

1
0
0

計
算

式
の

説
明

・
同
サ
イ
ズ
の
ケ
ー
ブ
ル
を
ふ
設
し
て
も
太
い
ケ
ー
ブ
ル
の
短
絡
電
流
値

は
大
き
く
な
り
ま
す
。

・
75

0k
VA
以
上
の
変
圧
器
を
実
際
に
据
付
け
る
場
合
は
％
Ｚ

Ｔ
の
数
値
を

上
書
き
で
修
正
で
き
ま
す
。

必
ず
何
か
を
入
力
し
て
下
さ
い
。

一
般

的
に
は

12
.5
を
選
択

し
ま

す
。

手
引

は
0.
7で

す
が
0
.6
99
が

正
で
す
。

上
書
き
修
正
で
き
ま
す
。



(
様
式
 
電
－
１
０
－
２
)
 

　
短

絡
電

流
計

算
書

（
三

相
３

線
）

建
物
名
称
 

三
相
3
線

Ｅ
Ｐ

L
Ｉ

S
3
A

Ｒ
W

Ｘ
W

Ｉ
S
3
B

[
V
]

 
[
k
V
A
]

[
k
A
]

[
k
A
]

[
Ω
/
k
m
]

[
Ω
/
k
m
]

[
k
A
]

[
k
A
]

E
M
-
C
E
T

6
.
2
6

1
3
.
3
8

1
0
0

1
4
.
7
4

1
7
.
3
8

E
M
-
C
E
T

１
）
短
絡
電
流

6
0

2
0
.
3
6

1
7
.
5
2

こ
こ

に
、

Ｉ
S
3
A
：

想
定

短
絡

点
Ｘ

3
A
に

お
け

る
三

相
短

絡
電

流
 
[
k
A
]

E
M
-
C
E
T

Ｉ
S
3
B
：

想
定

短
絡

点
Ｘ

3
B
に

お
け

る
三

相
短

絡
電

流
 
[
k
A
]

3
8

5
3
.
7
7

2
4
.
0
2

Ｐ
B
：

基
準

容
量

 
[
k
V
A
]

Ｖ
B
：

基
準

電
圧

 
[
V
]

 
％

Ｚ
S
：

電
源

総
合

パ
ー

セ
ン

ト
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

％
Ｚ

：
全

パ
ー

セ
ン

ト
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

２
）
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス

 
①
全
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

　
③
電
源
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

L
─

─
─

─
─

%
Ｒ

2
+
%
Ｘ

2
Ｐ

B

%
Ｒ

＝
%
Ｒ

S
+
%
Ｒ

W
、

％
Ｘ

＝
％

Ｘ
S
＋

％
Ｘ

W
Ｐ

L

こ
こ

に
、

Ｉ
L
：

変
圧

器
1
次

側
短

絡
電

流
（

又
は

主
遮

断
器

定
格

遮
断

電
流

）
[
k
A
]

こ
こ

に
、

％
Ｒ

：
全

パ
ー

セ
ン

ト
抵

抗
Ｅ

：
変

圧
器

1
次

側
電

圧
 
[
k
V
]

％
Ｘ

：
全

パ
ー

セ
ン

ト
リ

ア
ク

タ
ン

ス
Ｐ

L
：

受
電

点
遮

断
容

量
 
[
k
V
A
]

％
Ｒ

S
：

電
源

総
合

パ
ー

セ
ン

ト
抵

抗
　
④
電
動
機
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

M

％
Ｒ

W
：

電
線

パ
ー

セ
ン

ト
抵

抗
Ｐ

B

％
Ｘ

S
：

電
源

総
合

パ
ー

セ
ン

ト
リ

ア
ク

タ
ン

ス
Ｐ

Ｔ

％
Ｘ

W
：

電
線

パ
ー

セ
ン

ト
リ

ア
ク

タ
ン

ス
こ

こ
に

、
％

Ｘ
M
*
：

電
動

機
％

リ
ア

ク
タ

ン
ス

（
基

準
容

量
換

算
前

）

Ｐ
T
：

変
圧

器
定

格
容

量
 
[
k
V
A
]

　
②
電
源
総
合
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

S
　
⑤
変
圧
器
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

T

　
％

Ｚ
T
＝

％
Ｒ

T
＋

j
％

Ｘ
T

─
─

─
─

─
─

　
％

Ｚ
S
＝

％
Ｒ

S
＋

j
％

Ｘ
S
＝

%
Ｒ

S
2
+
%
Ｘ

S
2

Ｐ
T

Ｐ
T

こ
こ

に
、

％
Ｒ

T
*
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

抵
抗

（
基

準
容

量
換

算
前

）

％
Ｘ

T
*
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

リ
ア

ク
タ

ン
ス

（
基

準
容

量
換

算
前

）

こ
こ

に
、

％
Ｚ

L
：

電
源

パ
ー

セ
ン

ト
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

　
⑥
電
線
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

W
備

考
(
1
)
基

準
容

量
Ｐ

B
 
は

1
,
0
0
0
k
V
A
と

す
る

。

％
Ｚ

T
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
　

％
Ｚ

W
＝

％
Ｒ

W
＋

j
％

Ｘ
W

(
2
)
電

動
機

％
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

％
X

M
*
 
は

2
5
％

と
す

る
。

％
Ｚ

M
：

電
動

機
パ

ー
セ

ン
ト

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
Ｒ

W
・

P
B

Ｘ
W
・

P
B

(
3
)
電

源
総

合
パ

ー
セ

ン
ト

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
％

Z
S
 
は

、
％

Z
S
≒

％
Z

T
 
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

％
Ｒ

T
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

抵
抗

Ｖ
B
2

Ｖ
B
2

　
（

％
Z

S
≒

％
Z

T
と

し
て

算
出

す
る

場
合

は
、

％
R

S
＝

％
R

T
、

％
X

S
≒

％
X

T
と

し
、

③
及

び
④

を
省

略
す

る
。

）

％
Ｘ

L
：

電
源

パ
ー

セ
ン

ト
リ

ア
ク

タ
ン

ス
こ

こ
に

、
Ｒ

W
：

電
線

の
導

体
抵

抗
 
[
Ω

/
ｋ

ｍ
]

(
4
)
電

源
パ

ー
セ

ン
ト

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
％

Z
L
 
は

、
電

源
パ

ー
セ

ン
ト

リ
ア

ク
タ

ン
ス

％
X

L
 
と

し
て

考
え

る
。

％
Ｘ

T
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

リ
ア

ク
タ

ン
ス

Ｘ
W
：

電
線

の
リ

ア
ク

タ
ン

ス
 
[
Ω

/
ｋ

ｍ
]

(
5
)
電

動
機

パ
ー

セ
ン

ト
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

％
Z

M
 
は

、
電

動
機

パ
ー

セ
ン

ト
リ

ア
ク

タ
ン

ス
％

X
M
 
と

し
て

考
え

る
。

％
Ｘ

M
：

電
動

機
パ

ー
セ

ン
ト

リ
ア

ク
タ

ン
ス

　
ℓ
：

電
線

の
こ

う
長

 
[
ｍ

]

電
源

％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ

ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

基
準

容
量

換
算

前

 
 
 
 
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日

変
圧
器
名
称

電
気
方
式

周
波
数

変
圧
器
種
別

変
圧
器
定
格
容
量

基
準
電
圧

基
準
容
量

[
H
z
]
 

Ｐ
T
[
k
V
A
]

Ｖ
B
 
[
V
]

Ｐ
B
 
[
k
V
A
]

％
Ｚ

単
相

短
絡

電
流

N
o
.
4

5
0

油
入

1
5
0

2
1
0

1
,
0
0
0

③
電
源
％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

④
電
動
機

⑤
変
圧
器
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

②
電
源
総
合

短
絡
点
　
Ｘ

3
Ａ

遮
断

器
設

置
位

置

⑥
電
線
％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

①
全
％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ

ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

短
絡
点
 
Ｘ

3
B
に
お
け

る
短
絡
電
流

％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

に
お
け
る
短
絡
電
流

主
遮

断
器

定
格

遮
断

電
流

変
圧
器
１

次
側
電
圧

受
電
点
遮

断
容
量

配
線

保
護

用
遮

断
器

定
格

遮
断

容
量

Ｉ
L

%
Ｚ

L
%
Ｚ

M
*

(
=
%
X
M
*
)

%
Ｒ

T
*

%
Ｘ

T
*

%
Ｒ

T

%
Ｚ

T
%
Ｚ

S
三
相

短
絡
電
流

幹
線

保
護

用
遮

断
器

定
格

遮
断

容
量

電
線

及
び

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

Ｚ
W

%
Ｘ

T
%
Ｒ

S
%
Ｘ

S
種
別

太
さ
[
m
m
2
]

%
Ｚ

M
：

(
%
Ｘ

M
)

基
準
容
量
換
算
前

%
Ｚ

T
*

％
Ｒ

％
Ｘ

[
k
A
]

(
=
%
Ｘ

L
)

％
Ｚ

W

1
2
.
5
0

6
,
6
0
0

1
4
2
,
8
9
4

0
.
6
9
9

2
5
.
0

1
6
6
.
6
6

こ
う
長

[
ｍ
]

％
Ｒ

W
％
Ｘ

W

2
2
 

P
-
1

2
0
.
0

0
.
1
8
7

0
.
0
8
8

8
.
4
8
1

0
.
9
4

2
.
0
8

6
.
2
6

1
3
.
8
6

1
4
.
7
7

1
8
.
6
2

3
.
9
9
5

2
2
.
7
9

1
2
.
0
6

1
4

P
-
2

2
0
.
0

0
.
3
1
1

0
.
0
9
1

1
4
.
1
0
4

4
.
1
4
1

5
√
3
・
Ｖ

B
・
%
Ｚ

S

2
6
.
8
6

1
0
.
2
4

Ｐ
B
・
1
0
0

3
0
.
0

0
.
4
9
1

0
.
0
9
6

3
3
.
4
0
1

Ｉ
S
3
B
＝

Ｐ
B
・
1
0
0

√
3
・
Ｖ

B
・
%
Ｚ

6
.
4
9
7

5
8
.
8
9

4
.
6
7

Ｉ
S
3
A
＝

√
%
Ｚ

＝
%
Ｒ

+
j
%
Ｘ

＝
％

Ｚ
L
＝

j
％

Ｘ
L
＝

Ｐ
B

・
1
0
0
＝

・
1
0
0

√
3
・

Ｉ
L
・

Ｅ

％
Ｚ

M
＝

j
％

Ｘ
M
＝

・
％

Ｘ
Ｍ
*

％
Ｚ

S
＝

(
%
Ｚ

L
+
%
Ｚ

T
)
・

%
Ｚ

M
（

≒
％

Ｚ
Ｔ
）

%
Ｚ

L
+
%
Ｚ

T
+
%
Ｚ

M
％

Ｒ
T
＝

Ｐ
B

・
％

Ｒ
T
*
、

％
Ｘ

T
＝

√

％
Ｒ

S
＝

％
Ｒ

T
、

％
Ｘ

S
＝

(
%
Ｘ

L
+
%
Ｘ

T
)
・

%
Ｘ

M
（

≒
％

Ｘ
Ｔ
）

Ｐ
B

・
％

Ｘ
T
*

%
Ｘ

L
+
%
Ｘ

T
+
%
Ｘ

M

％
Ｒ

W
＝

・
ℓ
・

1
0
0

％
Ｘ

W
＝

・
ℓ
・

1
0
0

一
般

的
に

は
12
.5
を
選
択

し
ま

す
。

手
引

は
0.
7で

す
が

0
.6
99
が
正
で
す
。

入
力
し
な
い
。

最
初
に
入
っ
た
値
が
消
え
ま
す
。

結
果

計
算

式
の
説
明

・
60

mm
2 か

ら
3
8m

m2
に
幹
線
分
岐
し
た
場
合
の
動
力
盤
主
幹
ブ
レ
ー
カ
ー
の

短
絡
電
流
を
求
め
た
場
合
で
す
。



(
様
式
 
電
－
１
０
－
３
)
 

　
短

絡
電

流
計

算
書

（
単

相
）

建
物
名
称
 

単
相
3
線

Ｅ
Ｐ

L
Ｉ

S
1
A

Ｒ
W

Ｘ
W

Ｉ
S
1
B

[
k
V
]

 
[
k
V
A
]

[
k
A
]

[
k
A
]

[
Ω
/
k
m
]

[
Ω
/
k
m
]

[
k
A
]

[
k
A
]

E
M
-
C
E
T

1
3
.
2
0

1
8
.
7
0

1
4

1
8
0
.
3
2

3
2
.
0
4

E
M
-
C
E

１
）
短
絡
電
流

5
.
5
-
3
c

4
7
5
.
7
9

3
1
.
1
3

こ
こ

に
、

Ｉ
S
1
A
：

想
定

短
絡

点
Ｘ

1A
に

お
け

る
単

相
短

絡
電

流
 
[
k
A
]

E
M
-
C
E
T

Ｉ
S
1
B
：

想
定

短
絡

点
Ｘ

1B
に

お
け

る
単

相
短

絡
電

流
 
[
k
A
]

1
4

1
9
5
.
5
1

3
3
.
2
6

Ｐ
B
：

基
準

容
量

 
[
k
V
A
]

E
M
-
C
E

Ｖ
B
：

基
準

電
圧

 
[
V
]

5
.
5
-
3
c

4
2
6
.
8
1

3
9
.
4
8

 
％

Ｚ
S
：

電
源

総
合

パ
ー

セ
ン

ト
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

E
M
-
C
E
T

％
Ｚ

：
全

パ
ー

セ
ン

ト
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

1
0
0

5
1
.
3
6

3
6
.
6
8

２
）
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス

 
①
全
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

　
③
電
源
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

L
─

─
─

─
─

%
Ｒ

2
+
%
Ｘ

2
Ｐ

B

%
Ｒ

＝
%
Ｒ

S
+
%
Ｒ

W
、

％
Ｘ

＝
％

Ｘ
S
＋

％
Ｘ

W
Ｐ

L

こ
こ

に
、

Ｉ
L
：

変
圧

器
1
次

側
短

絡
電

流
（

又
は

主
遮

断
器

定
格

遮
断

電
流

）
[
k
A
]

こ
こ

に
、

％
Ｒ

：
全

パ
ー

セ
ン

ト
抵

抗
E
：

変
圧

器
1
次

側
電

圧
 
[
k
V
]

％
Ｘ

：
全

パ
ー

セ
ン

ト
リ

ア
ク

タ
ン

ス
Ｐ

L
：

受
電

点
遮

断
容

量
 
[
k
V
A
]

％
Ｒ

S
：

電
源

総
合

パ
ー

セ
ン

ト
抵

抗

％
Ｒ

W
：

電
線

パ
ー

セ
ン

ト
抵

抗
　
④
変
圧
器
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

T

％
Ｘ

S
：

電
源

総
合

パ
ー

セ
ン

ト
リ

ア
ク

タ
ン

ス

％
Ｘ

W
：

電
線

パ
ー

セ
ン

ト
リ

ア
ク

タ
ン

ス
　

％
Ｚ

T
＝

％
Ｒ

T
＋

j
％

Ｘ
T

Ｐ
B

Ｐ
B

　
②
電
源
総
合
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

S
Ｐ

T
Ｐ

T

％
Ｚ

S
＝

%
Ｚ

L
+
%
Ｚ

T
（

≒
％

Ｚ
Ｔ
）

こ
こ

に
、

％
Ｒ

T
*
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

抵
抗

（
基

準
容

量
換

算
前

）
─

─
─

─
─

─
％

Ｚ
S
＝

％
Ｒ

S
＋

j
％

Ｘ
S
＝

%
Ｒ

S
2
+
%
Ｘ

S
2

％
Ｒ

S
＝

％
Ｒ

T
、

％
Ｘ

S
＝

%
Ｘ

L
+
%
Ｘ

T
（

≒
％

Ｘ
T
）

　
⑤
電
線
パ
ー
セ
ン
ト
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
％
Ｚ

W

　
％

Ｚ
W
＝

％
Ｒ

W
＋

j
％

Ｘ
W

こ
こ

に
、

％
Ｚ

L
：

電
源

パ
ー

セ
ン

ト
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

R
W
・

P
B

X
W
・

P
B

備
考

(
1
)
基

準
容

量
Ｐ

B
は

1
,
0
0
0
k
V
A
と

す
る

。

％
Ｚ

T
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
Ｖ

B
2

Ｖ
B
2

(
2
）

電
源

総
合

パ
ー

セ
ン

ト
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス

％
Z

S
は

％
Z

S
≒

％
Z

T
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

％
Ｒ

T
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

抵
抗

　
（

％
Z

S
≒

％
Z

T
と

し
て

算
出

す
る

場
合

は
、

％
R

S
＝

％
R

T
、

％
X

S
≒

％
X

T
と

し
、

③
を

省
略

す
る

。
）

％
Ｘ

L
：

電
源

パ
ー

セ
ン

ト
リ

ア
ク

タ
ン

ス
こ

こ
に

、
Ｒ

W
：

電
線

の
導

体
抵

抗
 
[
Ω

/
ｋ

ｍ
]

(
3
)
電

源
パ

ー
セ

ン
ト

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
％

Z
L
は

、
電

源
パ

ー
セ

ン
ト

リ
ア

ク
タ

ン
ス

％
X

L
と

し
て

考
え

る
。

％
Ｘ

T
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

リ
ア

ク
タ

ン
ス

Ｘ
W
：

電
線

の
リ

ア
ク

タ
ン

ス
 
[
Ω

/
ｋ

ｍ
]

　
ℓ
：

電
線

の
こ

う
長

 
[
ｍ

]

電
源

％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ

ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

 
 
 
 
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日

変
圧
器
名
称

電
気
方
式

周
波
数

変
圧
器
種
別

変
圧
器
定
格
容
量

基
準
電
圧

基
準
容
量

[
H
z
]
 

Ｐ
T
[
k
V
A
]

Ｖ
B
 
[
V
]

Ｐ
B
 
[
k
V
A
]

％
Ｚ

単
相

短
絡

電
流

N
o
.
5

5
0

油
入

7
5

2
1
0

1
,
0
0
0

③
電
源
％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

④
変
圧
器
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

②
電
源
総
合

短
絡
点
　
Ｘ

1
Ａ

遮
断

器
設

置
位

置

⑤
電
線
％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

①
全
％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ

ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

短
絡
点
 
Ｘ

1
B
に
お
け

る
短
絡
電
流

％
ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
ｽ

に
お
け
る
短
絡
電
流

主
遮

断
器

定
格

遮
断

電
流

変
圧
器
１

次
側
電
圧

受
電
点
遮

断
容
量

配
線

保
護

用
遮

断
器

定
格

遮
断

容
量

Ｉ
L

%
Ｚ

L
%
Ｒ

T
*

%
Ｘ

T
*

%
Ｒ

T

%
Ｚ

T
%
Ｚ

S
単
相

短
絡
電
流

幹
線

保
護

用
遮

断
器

定
格

遮
断

容
量

電
線

及
び

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

Ｚ
W

%
Ｘ

T
%
Ｒ

S
%
Ｘ

S
種
別

太
さ
[
m
m
2
]

基
準
容
量
換
算
前

%
Ｚ

T
*

％
Ｒ

％
Ｘ

[
k
A
]

(
=
%
Ｘ

L
)

％
Ｚ

W

1
2
.
5
0

6
,
6
0
0

1
4
2
,
8
9
4

0
.
6
9
9

こ
う
長

[
ｍ
]

％
Ｒ

W
％
Ｘ

W

2
2
 

L
-
1

2
7
.
5

1
.
3
4
0

0
.
1
0
7

1
6
7
.
1
2
0

0
.
9
9

1
.
3
5

1
3
.
2
0

1
8
.
0
0

2
2
.
8
8

2
0
.
8
2

1
3
.
3
4
5

1
8
3
.
1
5

2
.
6
0

5

L
-
2

3
0
.
0

3
.
4
0
0

0
.
0
9
1

4
6
2
.
5
8
5

1
2
.
4
3
5

Ｖ
B
・
%
Ｚ

S

1
5
.
0

3
.
4
0
0

0
.
0
9
1

2
3
1
.
2
9
3

4
7
6
.
8
0

1
.
0
0

2
.
5

Ｐ
B
・
1
0
0

L
-
3

3
0
.
0

1
.
3
4
0

0
.
1
0
7

1
8
2
.
3
1
3

Ｉ
S
1
B
＝

Ｐ
B
・
1
0
0

Ｖ
B
・
%
Ｚ

L
-
4
]

4
5
.
0

0
.
1
8
7

1
4
.
5
5
8

1
9
8
.
3
2

2
.
4
0

Ｉ
S
1
A
＝

0
.
0
8
8

3
8
.
1
6
3

1
7
.
9
8
0

6
3
.
1
2

7
.
5
4

1
0

6
.
2
1
8

4
2
8
.
6
3

1
.
1
1

2
.
5

√
%
Ｚ

＝
%
Ｒ

+
j
%
Ｘ

＝
％

Ｚ
L
＝

j
％

Ｘ
L
＝

Ｐ
B

・
1
0
0
＝

・
1
0
0

√
3
・

Ｉ
L
・

Ｅ

％
Ｒ

T
＝

・
％

Ｒ
T
*
、

％
Ｘ

T
＝

・
％

Ｘ
T
*

√
％

Ｘ
T
*
：

変
圧

器
パ

ー
セ

ン
ト

リ
ア

ク
タ

ン
ス

（
基

準
容

量
換

算
前

）

％
Ｒ

W
＝

・
2
・

ℓ
・

1
0
0

％
Ｘ

W
＝

・
2
・

ℓ
・

1
0
0

入
力
し
な
い
。

一
般

的
に
は

12
.5
を
選
択

し
ま

す
。

手
引

は
0.
7で

す
が
0
.6
99
が

正
で
す
。

計
算

式
の
説
明

・
14

mm
2 か

ら
5
.5

mm
2 を

分
岐
し
た
場
合
の
電
灯
盤
主
幹
ブ
レ
ー
カ
ー
の

短
絡
電
流
を
求
め
た
場
合
で
す
。

結
果

最
初
に
入
っ
た
値
が
消
え
ま
す
。



変
圧
器
容
量
計
算
書
 

 

電
灯
設
備
負
荷
容
量
集
計
表
と
動
力
設
備
負
荷
容
量
集
計
表
が
ま
と
ま
っ
た
ら
、
こ
の
変
圧
器
容
量
計
算
書
で
変
圧
器
の
容
量
を
算
定
し
ま
す
。
 

入
力
例
は
負
荷
集
計
入
力
例
の
値
と
は
違
う
数
値
を
仮
に
入
れ
て
い
ま
す
。
 

 １
、
単
相
変
圧
器
 

 （
１
）
照
明
～
Ｏ
Ａ
負
荷
コ
ン
セ
ン
ト
迄
負
荷
容
量
〔
k
V
A
〕
を
入
力
す
る
と
補
正
係
数
が
自
動
入
力
さ
れ
ま
す
。
補
正
係
数
は
圧
縮
率
と
も
需
要
率
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま

す
。
 

 （
２
）
補
正
係
数
は
設
計
基
準
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
が
注
意
が
必
要
で
す
。
 

 （
３

）
こ

の
補

正
係

数
表

は
事

務
所

ビ
ル

を
対

象
と

し
て

い
ま

す
の

で
、

上
書

き
で

適
宜

変
更

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

例
え

ば
、

デ
パ

ー
ト

等
の

店
舗

は
照

明
は

1
00
％
に
近
い
数
値
に
し
て
お
く
の
が
安
全
で
す
。
コ
ン
セ
ン
ト
も
実
状
に
応
じ
て
修
正
し
て
下
さ
い
。
 

 （
４
）
Ｏ
Ａ
負
荷
コ
ン
セ
ン
ト
は

1
.0
（
1
00
％
）
と
自
動
入
力
さ
れ
ま
す
が
、
実
状
に
応
じ
て
適
宜
考
慮
し
て
下
さ
い
。
 

 ２
、
三
相
変
圧
器
 

 （
１
）
夏
期
・
冬
期
負
荷
共
に
入
力
し
て
下
さ
い
。
（
両
方
入
力
す
る
と
大
き
い
方
を
算
定
し
ま
す
。
）
 

 （
２
）
衛
生
関
係
の
補
正
係
数
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
事
務
所
ビ
ル
の
衛
生
関
係
は
給
排
水
ポ
ン
プ
等
同
時
需
要
は
少
な
い
で
す
が
温
浴
施
設
の
よ
う
な
建
物
の
循
環

ポ
ン
プ
等
は

10
0
％
運
転
で
す
の
で
状
況
を
考
慮
し
て
上
書
き
修
正
し
て
下
さ
い
。
 

 （
３
）
空
欄
部
分
は
冷
凍
機
～
衛
生
関
係
以
外
の
入
力
欄
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
入
力
例
で
は
厨
房
関
係
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
 



(
様
式
 
電
－
１
１
)
 

　
変

 
圧

 
器

 
容

 
量

 
計

 
算

 
書

建
物
名
称
 

負
荷
容
量

補
正
負
荷
容
量

区
負
荷
容
量

補
正
負
荷
容
量

[
k
V
A
]

[
k
V
A
]

分
[
k
V
A
]

[
k
V
A
]

8
.
5

1
1
.
6

1
1
.
6

1
9
.
0

1
9
.
0

3
9
.
1

3
8
.
3

3
0
.
6

3
0
.
0

8
1
.
0

6
4
.
0

1
3
.
8

1
0
.
9

2
3
.
9

5
.
0

3
0
.
4

1
8
.
2

2
.
4

1
.
4

1
2
5
.
5

4
2
.
3

8
.
5

1
2
.
1

1
2
.
1

1
9
.
0

1
9
.
0

3
9
.
6

3
8
.
8

3
1
.
1

3
0
.
5

6
7
.
2

5
3
.
8

2
3
.
9

5
.
0

3
0
.
4

1
8
.
2

2
.
4

1
.
4

1
1
5
.
8

3
1
.
9

3
0

 
直
流
電
源
装
置

Σ
Ｌ

r
3
.
9

f 1
=
0
.
9
9

3
.
9

　
備
考

(
1
)
　
三
相
負
荷
容
量
の
記
載
は

 
上
段
：
負
荷
容
量
又
は
補
正
負
荷
容
量

 
　
右
に
よ
る
。

 
下
段
：
上
段
の
う
ち
ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ
運
転
負
荷
容
量
又
は

油
入

 
L
-
3
,
L
-
4

1
2
.
0

0
.
9
6

1
1
.
5

 
　
　
　
ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ
運
転
補
正
負
荷
容
量

(
2
)
　
Σ
Ｌ

、
Σ
Ｃ

、
Σ
Ｆ
Ｃ

、
Σ
Ｏ
Ａ

に
は
予
備
を
含
ま
な
い
。

2
9
.
8

(
3
)
　
補
正
負
荷
容
量
＝
負
荷
容
量
×
補
正
係
数

(
4
)
　
三
相
負
荷
補
正
係
数

f 1
～

f 7
は
、
上
段
の
負
荷
容
量
に
対
す
る
補
正
係
数
を
採
用
す
る
。

合
　
　
計

 
空
調
関
係

7
5

夏 　 期 　 負 　 荷

 
冷
凍
機

Σ
Ｐ
a

[
k
V
A
]

変
圧
器

 
L
-
1
,
L
-
2

Σ
Ｃ

r
f 2
=

1
2
.
0

0
.
9
6

ｽ
ｺ
ｯ
ﾄ

変
圧
器

 
F
C
U
 
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

 
ｴ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ﾀ

4
8
.
6

f 1
=
0
.
8
1

 
ﾊ
ﾟ
ｯ
ｹ
ｰ
ｼ
ﾞ
形
空
調
機

N
o
.
1

 
F
C
U
・
O
A
負
荷
以
外
の
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

Σ
Ｃ

1
5
.
6

f 7
=
0
.
2
1

0
.
7
9

f 6
=

f 5
=
0
.
9
8

 
 
 
 
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日

変
圧
器
名
称

負
　
荷
　
種
　
別

補
正
係
数

備
　
考

変
圧
器
名
称

負
　
荷
　
種
　
別

補
正
係
数

備
　
考

Σ
Ｏ
Ａ

8
.
5

f 4
=
1
.
0
0

8
.
5

三
相

 
小
　
　
計

0
.
6
0

1
5
0

f 2
=

 
照
明

Σ
Ｌ

0
.
3
2

5
.
0

3
9
.
4

変
圧
器

Σ
Ｆ
Ｃ

1
.
2

f 3
=
0
.
9
3

1
.
1

 
O
A
負
荷
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

[
k
V
A
]

 
衛
生
関
係

Σ
Ｐ

c
[
k
V
A
]

Σ
Ｐ

b

単
相

合
　
　
計

5
4
.
0

合
　
　
計

油
入

 
そ
の
他
（
厨
房
機
器
）

油
入

 
照
明

Σ
Ｌ

6
3
.
8

f 1
=
0
.
7
8

4
9
.
8

冬 　 期 　 負 　 荷
 
そ
の
他
（
厨
房
機
器
）

f 6
=
0
.
8
0

0
.
6
0

N
o
.
3

 
直
流
電
源
装
置

Σ
Ｌ

l
2
.
9

 
冷
凍
機

Σ
Ｐ
a

 
ｴ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ﾀ

7
5

 
空
調
関
係

 
小
　
　
計

f 5
=
0
.
9
8

Σ
Ｐ

b

N
o
.
2

 
F
C
U
・
O
A
負
荷
以
外
の
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

Σ
Ｃ

1
7
.
3

f 2
=
0
.
3
1

5
.
4

 
ﾊ
ﾟ
ｯ
ｹ
ｰ
ｼ
ﾞ
形
空
調
機

変
圧
器

 
F
C
U
 
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

Σ
Ｆ
Ｃ

1
.
8

f 3
=
0
.
9
2

1
.
7

単
相

 
O
A
負
荷
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

Σ
Ｏ
Ａ

6
.
5

f 4
=
1
.
0
0

6
.
5

[
k
V
A
]

油
入

 
衛
生
関
係

Σ
Ｐ

c
f 7
=
0
.
2
1

合
　
　
計

合
　
　
計

6
3
.
4

f 1
=
0
.
9
9

2
.
9

Σ
Ｃ

l
f 2
=

1
1
.
5

補
正
負
荷
容
量
か
ら
判
断
し
て
入

力
さ
れ

ま
す

。

補
正
負
荷
容
量
が
5
4
.0
k
V
A
で
も
増

設
予
定

が
あ

る
場

合
は

1
0
0
k
V
A
と
入
力
し
上
書
き
修
正
し

て
下
さ

い
。

追
加
で
手
入
力
し
て
い
ま
す
。



力
率
改
善
用
コ
ン
デ
ン
サ
容
量
計
算
書
 

 

力
率
と
は
 

・
交
流
回
路
は
電
圧
と
電
流
に
ズ
レ
が
生
じ
ま
す
。
こ
れ
を
位
相
差
と
呼
び
電
流
が
電
圧
よ
り
遅
れ
ま
す
の
で
遅
れ
力
率
と
な
り
ま
す
。
 

・
三
相
交
流
の
場
合
、
有
効
電
力
（
W
）
＝
√
3
×
電
圧
×
電
流
×
C
OS
θ
（
力
率
）
と
な
り
ま
す
。
 

そ
の
他
の
関
係
式
で
説
明
し
ま
す
と
無
効
電
力
（
V
ar
）
＝
√
3
×
電
圧
×
電
流
×
si
n
θ
。
皮
相
電
力
（
V
A
）
＝
√
3
×
電
圧
×
電
流
。
 

つ
ま
り
力
率
は
有
効
電
力
と
皮
相
電
力
の
割
合
で
あ
り
、
力
率
＝
有
効
電
力
/
皮
相
電
力
と
な
り
ま
す
。
 

・
力
率
が
悪
い
と
同
じ
電
力
を
使
用
す
る
場
合
、
電
流
が
増
大
し
ま
す
。
1
kW

の
モ
ー
タ
ー
を

10
0V

で
動
か
す
場
合
、
力
率
が

1
00
％
で
あ
れ
ば

1
0A

の
電
流
が
流
れ
、
 

力
率

8
0
％
時
は

1
2.
5A
、
力
率

7
0
％
時
は

1
4.
3A

と
な
り
消
費
電
力
も
電
圧
降
下
も
大
き
く
な
り
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
力
率
が
良
く
な
れ
ば
有
効
電
力
は
 

大
き
く
な
る
の
で
電
気
料
金
も
安
く
な
り
ま
す
。
 

 力
率
改
善
 

・
電
圧
と
電
流
の
位
相
差
を
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
こ
と
で
す
。
設
計
基
準
で
は
改
善
後
の
力
率
は

9
8
％
を
目
標
と
す
る
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
改
善
前
の
力
率
は
右
の
ド

ロ
ッ

プ
ダ
ウ
ン
リ
ス
ト
を
選
択
す
る
と
自
動
入
力
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
上
書
き
修
正
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。
力
率
を
改
善
す
る
た
め
に
は
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
を
入

れ
る
こ
と
で
電
流
の
遅
れ
を
進
ま
せ
て
効
率
の
良
い
電
力
消
費
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

 ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
 

１
、
昔
は
動
力
ト
ラ
ン
ス
の

3
0
％
程
度
を
目
安
に
選
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
電
力
会
社
は
進
み
過
ぎ
で
困
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
 

進
み
力
率
は
受
電
端
の
電
圧
を
上
昇
さ
せ
、
機
器
や
配
線
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
の
で
適
正
な
容
量
を
選
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
 

２
、
イ
ン
バ
ー
タ
機
器
の
容
量
は
計
算
に
入
れ
ま
せ
ん
。
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
イ
ン
バ
ー
タ
機
器
に
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
を
入
れ
る
と
発
熱
・
発
火
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
で

す
。

単
純
な
汎
用
電
動
機
の
力
率
改
善
の
た
め
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。
 

３
、
コ
ン
デ
ン
サ
が
発
生
す
る
高
調
波
、
ま
た
コ
ン
デ
ン
サ
を
投
入
し
た
時
の
突
入
電
流
を
緩
和
す
る
た
め
に
直
列
リ
ア
ク
ト
ル
を
設
置
し
ま
す
。
高
調
波
抑
制
の
た
め
の

計
算
対
象
は
第

5
調
波
で
す
の
で

4
％
と
な
り
、
若
干
余
裕
を
見
込
ん
で

6
％
が
一
般
的
で
す
。
 

４
、
力
率
は
常
に
変
動
し
て
い
ま
す
し
、
夜
間
の
負
荷
は
ほ
と
ん
ど
な
い
建
物
も
多
く
あ
り
ま
す
。
小
規
模
（
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
Ｐ
Ｆ
形
）
で
あ
れ
ば
特
に
問
題
あ
り
ま
せ
ん

が
規
模
が
大
き
い
（
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
Ｃ
Ｂ
形
）
施
設
で
は
複
数
台
設
置
し
、
自
動
力
率
調
整
（
Ａ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
）
を
行
う
の
が
よ
ろ
し
い
で
す
。
 



(
様

式
 
電

－
１

２
)

　
力

率
改

善
用

コ
ン

デ
ン

サ
容

量
計

算
書

建
物

名
称

 

補
正

負
荷

容
量

に
対

す
る

所
要

所
要

設
計

 
定

　
　

格
 
定

格
容

量

設
計

無
効

電
力

無
効

電
力

 
設

備
容

量

[
k
v
a
r
]
の

割
合

電
力

合
計

c
o
s
θ

0
(
t
a
n
θ

0

[
k
V
A
]

[
k
v
a
r
]

-
t
a
n
θ
)

[
k
v
a
r
]

[
k
v
a
r
]

[
k
v
a
r
]

[
k
v
a
r
]

変
圧

器
の

種
類

 
N
O
.
1
単

相
変

圧
器

7
5

0
.
1
4

0
.
9
5

0
.
9
8

0
.
1
1
9

8
.
1

6
k
V
 
油

入
 
1
φ

 
N
O
.
2
単

相
変

圧
器

1
0
0

0
.
1
8

0
.
9
5

0
.
9
8

0
.
1
1
9

9
.
8

6
k
V
 
油

入
 
1
φ

9
5
.
4
8

3
0

3
1
.
9

[
k
v
a
r
]

[
k
v
a
r
]

3
3

小
計

①
0
.
3
2

小
計

③
1
7
.
9
0

[
台

]
[
台

]

補
正

負
荷

容
量

に
対

す
る

所
要

設
計

無
効

電
力

[
k
v
a
r
]
の

割
合

c
o
s
θ

0
(
t
a
n
θ

0
変

圧
器

の
種

類

[
k
V
A
]

[
k
v
a
r
]

-
t
a
n
θ
)

[
k
v
a
r
]

負
荷

の
種

類
夏

期
8
9
.
4
0

負
荷

6
9
.
4
0

冬
期

9
1
.
2
0

負
荷

7
0
.
4
0

夏
期

1
2
8
.
0
0

周
波

数
合

計
容

量
負

荷
1
1
0
.
5
0

冬
期

1
2
9
.
6
0

負
荷

1
1
2
.
3
0

[
k
v
a
r
]

夏
期

4
1
5
.
0
0

負
荷

2
8
0
.
0
0

冬
期

4
1
5
.
0
0

負
荷

2
8
0
.
0
0

夏
期

負
荷

冬
期

直
列

ﾘ
ｱ
ｸ
ﾄ
ﾙ
の

負
荷

ﾘ
ｱ
ｸ
ﾀ
ﾝ
ｽ

夏
期

負
荷

冬
期

負
荷

小
計

②
1
.
3
6

小
計

④
7
5
.
9
0

 
備

考
　

三
相

負
荷

容
量

の
記

載
は

右
に

よ
る

。
上

段
 
上

段
：

補
正

負
荷

容
量

Ｑ
C
＝

Ｐ
t
・

c
o
s
θ

(
t
a
n
θ

0
－

t
a
n
θ

)

下
段

 
下

段
：

上
段

の
う

ち
ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ
運

転
補

正
負

荷
容

量

　
注

　
＊

 
力

率
改

善
を

考
慮

す
る

補
正

負
荷

容
量

＝
補

正
負

荷
容

量
－

ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ
運

転
補

正
負

荷
容

量

6
k
V
 
油

入
 
3
φ

電
動

機
 
C
無

し

6
%

 
N
O
.
5
三

相
変

圧
器

1
3
5
.
0

1
3
5
.
0

1
3
5
.
0

0
.
4
3
8

0
.
8
0

9
.
1

0
.
8
0

5
9
.
1

1
7
.
5

ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ﾝ
ｻ
の

種
類

高
圧

ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ﾝ
ｻ

0
.
9
8

9
5
.
7

7
.
7

0
.
9
8

0
.
4
3
8

6
k
V
 
油

入
 
3
φ

電
動

機
 
C
無

し

6
k
V
 
油

入
 
3
φ

電
動

機
 
C
無

し
6
0
H
z

 
N
O
.
4
三

相
変

圧
器

1
7
.
5

1
5
0

0
.
3
4

変
 
圧

 
器

名
 
 
 
 
称

変
圧

器
容

量
変

圧
器

の
無

負
荷

時
無

効
電

力
区

分

2
0
.
0

2
0
.
8

1
7
.
3

 
 
 
 
 
 
 
年

 
 
 
月

 
 
 
日

所
要

設
計

無
効

電
力

(
Ｑ

c
)

①
+
②

+
③

+
④

所
要

設
計

無
効

電
力

改
善

後
の

力
　

率

(
c
o
s
θ
)

改
善

後
の

力
　

率

(
c
o
s
θ
)

変
 
圧

 
器

名
 
 
 
 
称

変
圧

器
容

量
変

圧
器

の
無

負
荷

時
無

効
電

力

改
善

前
の

力
　

率

(
c
o
s
θ

0
)

6
8
.
2

補
　

正
　

負
　

荷
　

容
　

量

（
Ｐ

t
）

[
k
V
A
]

改
善

前
の

力
　

率

(
c
o
s
θ

0
)

8
2
.
4

補
正

負
荷

容
量

[
k
V
A
]

ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾀ
運

転
補

正
負

荷
容

量

力
率

改
善

を
考

慮
す

る
補

正

負
荷

容
量

＊

変
圧

器
容

量
計

算
書

で
算

出
し

た
値

を
手

入
力

夏
期

又
は

冬
期

負
荷

の
大

き
な

値
(
Ｐ

1
)

 
N
O
.
3
三

相
変

圧
器

1
0
0

0
.
2
7

0
.
8
0

2
0
.
8

0
.
9
8

5
0
0

0
.
7
5

0
.
4
3
8

変
更
可

周
波
数
に
よ
り
無
効
電
力
は
変
わ
り
ま
す
。

入
力

変
更
可

入
力

1
,0
0
0

～
1
,5
0
0

調
査
値
を

手
入
力

手
入
力


